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    登場人物


    



    赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


    九く文もん学園一年二組。第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


    



    鈴木いくみ（すずき・いくみ）


    九文学園一年五組。『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


    



    遠藤梨乃（えんどう・りの）


    九文学園一年二組。『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


    



    九条ふみ（くじょう・ふみ）


    九文学園一年一組。『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


    



    二階堂彩香（にかいどう・あやか）


    九文学園二年五組。第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


    



    浅野浩太（あさの・こうた）


    九文学園三年三組。第一新聞部の部長。

  



  
    「すべてはおまえの心のあり方次第だとは思わないか？　この現状に危機感を持つのか、それとも安あん穏のんと流されるのか、それは勇ゆう樹き、おまえの心構えひとつ。心が変われば世界が変わる。そうは思わないのか！」


    　第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かの厳しい叱しつ責せきが部室に響き渡る。


    　残暑厳しい九月の上旬、プレハブ造りの部室は人を苛いら立だたせるのには十分な湿度と気温であった。ただでさえおせっかいで短気な彩香も、いつにも増して機嫌が悪い気がする。


    「え、なに？　なんの話？」


    「なぜ合宿が終わってから、なにもしなかったのかって話だ！　二学期になってしまったではないか！」


    　──バンッ。部室の中央に据すえられた古びたちゃぶ台を彩香が激しく手のひらで打つ。まるで気の抜けた僕の返事をかき消すかのようだ。


    　彩香の言うとおり、第二新聞部の合宿以降、僕は目立った部活動を行おこなわなかった。というか家でひたすらだらだらしていた。


    「合宿したら、普通これから盛り上がって活動していくぞ！　ってならない？　なぜゆっくりする！　そしてそのまま夏休みを終える！　行こうと思えばあと四回は合宿に行けたぞ！」


    「四回は行く必要ないと思うけど……。学校夏休みで、人生相談もなかったし」


    「なぜ自みずから企画を立てて行動しない！　学校が休みなら街に出て、街の人の悩みを聞いてもいいし、生徒がいなくとも学校の七不思議について真相を追ってもいいじゃないか！」


    　ますますヒートアップする彩あや香か。僕に反論の機会さえ与えずに、マシンガンのように言葉を続ける。


    「百歩譲ゆずろうじゃないか。百歩譲って、夏休みは部活のためにあるわけじゃない。せっかくの夏休みなんだから、それぞれのやりたいことをやるのもいいと思う。それでなにしてたの、夏休みは？」


    　彩香が僕の目をじっと見つめる。適当にごまかさないで、ちゃんと答えないと許さないという意思をひしひしと感じる。


    「まあ。なんとなく……かかさず『ごきげんよう』を観みてたかな……」


    「なにやってるの！　『ごきげんよう』をそんなに楽しみにしている人は小こ堺さかいさんと勇ゆう樹きだけだよ！」


    「そんなことはないと思うけど」


    「高校時代の夏休みはたったの三回だ！　その一回を『ごきげんよう』に費やすってことは次期ライオン君の座を狙ねらっているって判断させてもらうがいいな！」


    「別にそんな……なんとなくだよ。ぼんやりと」


    「だから心のあり方の話をしている！　はっきりいって、お前は心のアンテナがボキボキに折れている！　折れてプランプランになっている！」


    　ますますヒートアップする彩香。彩香は部長であると同時に僕のいとこでもあるわけで、それで自分の弟のように僕を思って、言葉が厳しくなっているようなんだが……。


    　今日きようはことのほか、厳しい。


    「部活をしないなら、なぜプライベートを充実させない。梨り乃のを誘って遊びに出かけようとしない？　梨乃が無理だったら、ふみでもいくみでもいい。誰か誘ってどこかに行こうとは思わなかったのか！」


    　彩香は新聞部で僕が担当しているお悩み相談コーナーの回答者、遠えん藤どう梨乃、九く条じようふみ、鈴すず木きいくみの名前を出す。


    「お悩み相談コーナーがないと会う理由もなかなかなくて……」


    　そりゃ僕だって会いたかったのだが、残念ながら会う理由がなかったのだ。むしろ新学期が始まるのを楽しみにしながら夏休みを過ごしていたわけで……。


    「理由なんてどうとでもなるだろ！　アンテナだけじゃない。心のチューナーがぐらぐらになってる！　心のボリュームも腐っている！」


    　なんだ。彩香のイメージでは心はラジオっぽい形状なのか……。


    「チケットショップで映画のチケット買ってきて、映画のタダ券あるんだけど、いっしょにどう？　って小こ芝しば居いを打つとか、梨乃が行きそうなところをひたすらうろついて、『やあ偶然だね』とかなんでもあるでしょ！」


    「なんかストーカーっぽいよ……」


    「っぽくない。ただの情熱的な男！　勇ゆう樹きに必要なのは心のアンテナを張り巡めぐらせること、そして燃えるような情熱だ！」


    「燃えるような……ってなにか焦こげくさくない」


    　彩あや香かのお説教を聞きながらも、ずっと気になっていたのだが、なんだか、焦げくさい。どこかでなにかが燃えているようなにおいが漂ただよっている。


    「それはあんたの心のアンテナが焦げくさいの！　勇樹の心が焦げくさいからそう感じるの!!」


    「いやいや。　さすがにこれは心の問題じゃないと思うけど、確実になにか燃えてる気が……」


    　こうやって言い合っている間にも焦げくさいにおいはさらに強くなってくる。かなり近距離でなにか燃えているに違いない。


    「なにをそわそわしているの。まだ心のアンテナの話は…………焦げくさい！　超焦げくさい！」


    　興奮して、まくし立てていた彩香もようやく異変に気づいてくれた。


    「だから言ってるだろ。焦げくさいって！」


    　あわててふたりで部室から飛び出す。


    　なんとお悩み相談ＢＯＸボツクスが燃えていた。


    　部室の入り口のすぐそばに設置してあった防水加工した厚手の段ボール製の相談ＢＯＸが火柱をあげている。


    　この火の勢いでは部室に燃え移ってもおかしくない。僕はなにか消火に役立つものはないかと部室へと戻ろうとする。


    　その僕を追い越して部室に飛び込んでいく彩香。第二新聞部を守ろうとする愛がそうさせるのか、驚くほどの素早さで部室に飛び込むと、瞬またたく間まに部室から飛び出してくる。


    　彩香の手に握られていたのはカメラ。


    　炎上するお悩み相談ＢＯＸにシャッターを切る！


    「おい！　火を消そうよ！」


    「あとで！」


    　もういい。僕は部室に飛び込むとなにか水を汲くめるものがないか探す。


    　幸い部室の近くに水道がある。


    　なにか水を汲めるものがあれば……。


    　雑然と積みあげられた原稿の山、余った試供品の湿しつ布ぷ。曲がらなかったスプーン。よし、これでひとさじひとさじ水をかけて……。無理だ！


    　ほかになにかないか？　……これは水風船！　これは最初の相談で投げ合った水風船の残り！


    　僕は水風船をつかむと水道へと走る。


    



    　水風船による放水でなんとか部室に燃え移るのは防ぐことができた。しかし相談ＢＯＸボツクスはその七割が黒こげになってしまった。中に入っていた相談も燃えてしまったうえに水浸びたしだ……。


    「彩あや香かも消火手伝ってくれればよかったのに……相談燃えちゃったじゃないか」


    「気にするな。形あるものはやがては燃える」


    　彩香は平然と答える。


    「必ずしも燃えないよ」


    「そんなことより、アンテナボキボキの勇ゆう樹きにもこれならわかるだろう」


    「なにが」


    「これは事件だ！　犯人を必ず捜しだして、この事件を記事にするんだ！　それが燃えてしまった相談たちの供く養ようにもなる」


    　なんて都合のいい考え方ができる人なんだ。彩香がカメラで撮影なんかしてなかったら、もう少しは燃えずにすんだんじゃないのか？


    　僕のそんな思いをよそに彩香は夢中で燃えカスとなった相談に向かってシャッターを切り続けるのだった。


    「あのね。事件もいいけど、相談もどうにかしないと。明日あした、再開するってみんなにメールしちゃったよ」


    「そこは努力あるのみでしょ」
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    「努力って、燃えたのに努力もなにも」


    「修復するしかない。なせばなる！　仮に、ならなくても、第二新聞部が受けた被害をアピールして事件を大きく見せることができる。それもできなくても頑張った感じは出る！」


    　彩あや香かは燃え残った相談を回収し始める。


    　これを修復するのか……。

  



  
    【相　談　１「気があるんですか？」】　通学バス　マサ夫お


    



    　通学のバスでよく一緒になる女子がいます。同学年ですが、クラスも違い、名前も知りません。


    　彼女はそれなりにかわいいですし、僕と違い友達もたくさんいて、クラスでも中心人物のようです。　友達からは　「ムッツリスケベ」　と呼ばれていました。


    　はっきり言って　好きになってしまいました。


    　でも僕を　好きになる　はずがありません。


    　僕なんか　引きこもってます　クローゼットに　一年ほど。


    　なにせ高校生ですから。


    　先日、　クローゼット　と口論になり「通学のバス」　と言われてしまいました。


    　なにせ高校生　ですから　バス　に　人並みに興味はありますが、「通学のバス」と言われるほど　ご両親　ではありません。　クローゼット　に　認めてもらう　には　どうしたらいいでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：クローゼットの中に一年もいるのだから、日光にあたっていないはず。一度朝日を浴びて気持ちを落ち着かせて。それから病院へ行こう。
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    ふみ：高校生といえば、そろそろクローゼット離れしてもいい年頃です。クローゼットを飛び出して、タンスに引っ越ししてみては？
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    いくみ：通学バスよ　おまえは　このままじゃ　ご両親だ！　　クローゼットの　　弱点は　取っ手　の部分だ　　引きちぎって　　やるんだ

  



  
    　……無理だった。


    　あれから燃え残った相談を回収して、徹夜で相談の復元を試みたのだったが……。やはり無理だった。残念ながらほとんどなにを言っているのかわからない状態だ。これでは回答者の三人も答えようがないだろう……。


    　と思いきや答えてくれてる！


    「いくみさん。相談者さんの真似しなくてもいいですよ。それに、なんですか弱点って」


    　さっそくいくみの回答にふみがつっこみを入れる。


    「だって、クローゼットの弱点といえば取っ手に決まってるでしょ」


    「決まってませんし、クローゼットとは友情で結ばれているのです。ちぎってはダメです！」


    「どうしてそうなるのさ。クローゼットと通学バスは喧けん嘩かしてるんだって」


    　いくみも引き下がらない。


    「相談者の気持ちになって、よく読んでください。喧嘩は表面的なことで、本当は深い絆で結ばれているのです。だからこそクローゼット離れしなければいけないのです」


    　すごく真ま面じ目めに解釈してもらっている。僕が適当につなぎ合わせた相談なのに……。


    「そんなことない。喧嘩してるって！　一発ガツンとお見舞いしたほうがいいと思うけどな～」


    　なおも食い下がるいくみ。ふみの解釈に納得いかないようだ。


    「そんなことないですよね。梨り乃のさんはどう思いますか？」


    　ふみが梨り乃のに援護を求める。


    　梨乃は相談を再読して、しばらく考えこむ。


    「うむ。私なりにこの文面から得られる情報から推測すると……。彼はただの危ない人だな」


    「梨乃さん！　ひどいですよ！」


    「だって、そうとしか考えられないではないか」


    「そんなことないです。告白の緊張で、ちょっとふわふわしちゃってるだけだと思います」


    「クローゼットと口論しているではないか。ふわふわってレベルを超えている」


    「私だって、ストレスが溜まっているときはぬいぐるみや家具と口喧げん嘩かくらいしますよ。普通です。普通」


    　相談者の気持ちがわかるといった様子で懸命に擁護するふみ。しかしその優しさが梨乃には別の意味で届いてしまった。


    「ふみも家具と口喧嘩……するのか……」


    　梨乃のふみをみつめる視線が、完全に危ない人を見る目だ。


    「なんですか、その表情は。いいじゃないですか」


    「悪くはない……悪くはないが……」


    「梨乃さんが思ってるような感じではないんですっ。ただ、今日きようのうまくいかなかったことや、今後どうしたらいいのかをぬいぐるみや家具と話し合って、たまにヒートアップしすぎて、喧嘩になったりするだけですっ！」


    「それこそ、まさに私が思っているような感じなのだが……」


    　ふみの釈しやく明めいはまったく効果がなかった。梨乃はますます警戒心たっぷりの視線をふみに送る。


    　ぬいぐるみに話しかけているのはギリギリセーフだとしても、家具とお話するのはさすがにちょっとひくかもしれない……。


    「私のことはいいんですっ。いまは相談者さんがどうしたら告白に成功できるかです。いくみさんはどう思いますか？」


    　ふみは自分の変な癖くせをさらしてしまったことが恥ずかしかったようで、顔を真っ赤にしながら、急にいくみに話をふる。


    「うーん。好きな女の子もムッツリスケベだからね。手ごわそうだね……。ちぎった取っ手をプレゼントしちゃうのは？」


    「……危ない人からのプレゼントとしてはぴったりとも言える」


    　梨乃がぼそっと恐ろしいことを付け加える。


    　うーむ。このままだとあまりにも相談者に申し訳ない。やはり継ぎはぎは無理だったか……。


    「あの、実は……」


    　僕は、相談ＢＯＸボツクスが炎上し、なんとか復元を試みたのだったのだが、残念ながら完成度が低くかなり無理のある継ぎはぎを行おこなった旨むねを伝える。


    「なぜそれを早く言わない！　危ない人からの相談かと思って正直、少し怖かったぞ」


    　梨り乃のが僕に不満げな表情を見せる。


    「頑張って修復したんだけど、やっぱりいろいろ足りてないみたいで、とりあえず炎上した現状を知ってもらおうと思って……」


    「……じゃあ、相談者はクローゼットと口論しないのですか？」


    　ふみの言葉に僕は無言でうなずく。


    「そんなっ！　私だけ家具と喧けん嘩かしてることになってしまったじゃないですか！」


    　真っ赤かになった顔を両手で覆おおい隠すふみ。


    「自分で変じゃないって言ってたではないか」


    「相談者さんのためを思って、家具とお話ししてることを告白したんです。騙だまされた気分です」


    　顔を伏せたまま身をよじって悔くやしがる。どうやら相当恥ずかしかったみたいだ。


    「まさか、燃えカスの継ぎはぎの相談だったなんて……」


    　すっかり落ち込んでいるふみをよそに、いくみは炎上したお悩み相談ＢＯＸボツクスを興味深そうに覗のぞき込んでいる。


    「で、犯人は誰なのさ？　誰が私たちのお悩み相談ＢＯＸを燃やしちゃったのさ？」


    「さあ。まだわかんないんだよね……」


    　ますます身を乗り出すいくみ。


    「それなら。犯人を捜さないと！　まさかこのまま見み逃のがしたりしないよね。事件だよ。事件っ！」


    　いくみはなんだか楽しそうだ。どうやら犯人捜しがしたくてしようがないみたいだ。


    「彩あや香かにも記事にしろって言われているんだけどね……犯人捜しっていってもどうしていいかわかんないし……」


    　僕は隣に座る梨乃をチラッと見る。


    「おもしろいことになってきたではないか。理系、文系、体育会系、こんなときに本当に役に立つのは誰なのか、証明できるだろう」


    　梨乃が自信満々の笑みで協力を申し出てくれる。


    「あっ、勝てると思ってるな……。事件というのは脚で解決するんだぞ」


    　なんだか刑事ドラマで聞いたようなセリフを言いながら、いくみはよく引き締まったふくらはぎを梨乃に向かって見せつける、


    「最終的には脳がなければ。脚だけなら、このちゃぶ台にだってついている」


    「文系だって負けませんよ。心の動きや、学校にある隠された問題点などから、犯人に迫ってみせます！」


    　ふみも負けじと梨乃とふみに向かって宣言する。


    　なんだか対決みたいな感じになってしまったけど、理系、文系、体育会系それぞれの力を合わせてくれれば、犯人も早く見つかるかもしれない。


    「ありがとう。助かるよ」


    　僕がそう言うや否や、いくみはすっと手を挙げる。


    「よし、じゃあ、犯人だと思う人を挙げていこうぜっ！　私は第一新聞部の浅あさ野のだと思う！」


    「ちょっといくみさん。さすがにそれは……証しよう拠こもなしに」


    「復ふく讐しゆうだよ。この前、人生相談対決でこてんぱんにしてやったろ。それが悔くやしくて、火をつけたんだよ！」


    　たしかに夏休みの合宿で僕たちは第一新聞部と人生相談対決をすることになった。そしていくみ以外の活躍によって第一新聞部になんとか勝利することができたのだが……。しかしいくら負けたのが悔しくても火などつけるだろうか。


    「動機もあるし、そもそもあいつは変態だし。ぜったいそうだって」


    「たしかに、第一新聞部の浅野さんは非常にフェティッシュな方でしたが、なにも証拠もなしに疑うのはよくないですよ。それに事件は脚で解決するのではなかったのですか？　いきなり決めつけって……」


    「そうだった。脚で解決するんだった」


    　いくみはそう言うと、すっくと立ち上がり、言葉を続ける。


    「まずは現場検証するぞ。みんなついてこい。現場では体力勝負なんだぞ！」


    　いくみはそう言うと部室の外へ真っ先に飛び出していく。


    　それに続く梨り乃のとふみ。とにかく捜査開始だ。


    



    　現場といっても部室のすぐ外だ。わずか数秒で現場へと到着する。


    　その前をことさら難しい顔でいったり来たりするいくみ……。外壁にいまだ残る黒々とした煤すすの痕こん跡せき、そして現場に戻した、燃え残ったお悩み相談ＢＯＸボツクスを交互に見比べる。


    「どうです。いくみさん。なにかわかりますか？」


    「むむむううう……。まったくわかんないっ！　もう浅野でよくない？」


    「なんでそうなるのですか！」


    　さっそくふみに叱しかられている。


    「じゃあ相談者のマサ夫お！」


    「どうして自分の相談が入ったＢＯＸを焼いちゃうのですか！」


    「恥ずかしくなったんだよ！　取っ手を引きちぎる、とか言っちゃって」


    「それはいくみさんが言ってたのではないですか！」


    　なんのために現場を見ているんだ……。けっきょくあてずっぽうかよ……。


    　ふみに叱られっぱなしのいくみをよそに、梨乃はいくみよりもはるかに丹念に炎上跡を観察し続けている。


    　燃え残った相談ＢＯＸはもちろん、黒ずんだ壁、地面まで視点を変えながら調べ続ける。


    「どう、なにかわかる？」


    　僕の言葉にうなずくと、腕組みしたまま、しばらく考え込む。


    「まずこの相談ＢＯＸボツクス、向かって左側のほうが燃えている箇所が多い……」


    　梨り乃のの言うとおり相談ＢＯＸは左側は八割方燃えてしまっているが、右半分は五割くらいは燃え残っている。


    「そうだね。それが？」


    「事件当時、部室には赤あか松まつたちがいた。従って計画的な犯行ではない。火をつけるとしても気づかれる可能性を考えると時間的に余裕はない。火をつけた者はかなり急いでいたはずだ……」


    「そうかもしれないね……」


    「急いでいる状態で、左側から火をつけた……つまりは犯人は左利きの人物の可能性が高い、そしてここ……」


    　梨乃は言葉を続けながら、しゃがみ込むと相談ＢＯＸの真下を指さす。


    「この足あし跡あと、おそらく男性の革靴だ。サイズは二十七センチといったところか。火をつけられた位置と合わせて考えると身長百七十五センチってところか……」


    「梨乃さん。すごいですっ！」


    　ふみが梨乃の両手を握って、感動を伝える。たしかにすごい観察力だ。左利きで革靴を履く、長身の男性。かなり犯人像が絞しぼり込めてきた。


    「それに。このオオバコを見ろ、枯れている」


    　お悩み相談ＢＯＸがあった場所のほぼ真下、壁際のコンクリートのすきまから生えている雑草、その一部がたしかに枯れている。


    「枯れ方が不自然ではないか？　ほかのオオバコは青々としているのにこのオオバコだけ枯れている」


    　枯れ方っていわれても、そもそも雑草の普通の枯れ方を知らない。


    「それでなにがわかるの？」


    　いくみが真剣な顔で隣にしゃがみ込むと、オオバコを覗のぞき込む。


    「なんとなく不自然な気がするだけで、なんとも」


    「犯人は？」


    「これだけで犯人までわかるわけないではないか」


    「ふふふ。梨乃もなかなかやるけど、ここまでのようだね」


    　なぜか自信ありげないくみ。さっきまであてずっぽうで冤えん罪ざいを誘発しまくっていた人間の表情とは思えない。


    「しかたがないではないか。専門的な機材でもあれば別なのだろうが」


    　梨乃が憮ぶ然ぜんとしていくみに答える。


    「それが理系の限界だよ。機械がないと無力だ」


    　なぜか勝ち誇って胸を反らすいくみ。


    「いくみのあてずっぽうよりはずいぶんと前進できたはずだが」


    「あれは私の頭脳の限界にすぎないのだよ」


    　より一層、胸を反らして勝ち誇るいくみ。あのありさまが頭脳の限界で、なんでいばっていられるんだ。


    「ならばどうするのだ？」


    「この身体からだを使うのだっ！　最後には鍛きたえ上げられたこの身体に頼るのが一番なのだよっ」


    　いくみはそう言って、小ぶりなお尻しりをちょっと突き出すと、グラビアモデルのようにポーズをとってみせる。機械に頼ることなく、己おのれの身体を使うとの主張のようだが、いったいどうするつもりなんだ？


    「で、具体的にはどうするというのだ？　犯人を見つければ取っ組み合いでもなんでもできるだろうが、犯人を捜すには筋力ではどうにもならないと思うが……」


    「筋肉じゃないよ。これだよこれ」


    　いくみはそういうと自分の小ぶりな鼻を指さす。


    「まさか、においを嗅かぐつもりか……」


    　梨り乃のの質問に元気よくうなずくいくみ。


    「警察犬っているだろ。あの作戦だよ。私、鼻には自信があるんだよね」


    「自信があるのは勝手だが、犬の嗅きゆう覚かくと人間の嗅覚では……なにをするっ」


    　反論する梨乃の言葉を遮さえぎって、いくみが梨乃に接近する。


    　まるで恋人を抱きしめるかのようにやさしく梨乃の身体に腕を回すと、そのまま鼻を梨乃のうなじへともっていく。


    「くんくんくん……」


    　梨乃の細くなめらかなうなじを肩から耳のあたりまで接触するぎりぎりでいくみの鼻がなぞっていく。


    「ちょっと、なにをするっ！」


    　恥ずかしさで陶器の人形のように白くきめ細かいうなじが赤みを帯びる。逃のがれようと身もだえるが、いくみは梨乃を力強く抱きとめ離そうとしない。


    「くんくんくん……」


    　今度は耳の裏から、肩へといくみの鼻が戻っていく。


    「なぜ口でくんくん言っているのだ、それのせいで息がうなじにかかって……」


    　いくみの鼻は執しつ拗ようにうなじを責めたてる。足をよじらせどうにか逃れようとする梨乃。長い黒髪が乱れ、呼吸が荒くなる……なんだか別のことを想起して、よからぬ想像でいっぱいになってしまうが、これは捜査のためだ。しかたない。まったくもってしかたないのだ！　じっくり嗅ぐんだ、いくみ！　なんだったら、味も調べていいんじゃないのか。


    「くんくんくん……まったりとして、それでいてふわっとして、なんとなく香りの宝石箱のような……わかった！」


    　いくみはようやく両手を離し、梨り乃のを解放する。あまりのことにぐったりとその場に倒れ込んでしまう梨乃。


    「どうです？　それでなにかわかりますか？」


    　ふみの言葉に自信ありげにうなずくいくみ。


    「梨乃の今日きようのお昼は学食のうどんだった。そして昨日きのうは夜更かしをしたでしょ。寝不足の人のにおい」


    「そうなのですか？」


    　ふみが梨乃に確認する。


    「……たしかに、昨日はあんまり寝てない……。なにか変なにおいがするのか？」


    　梨乃が恥ずかしそうに尋ねる。


    「大丈夫っ！　普通の人にはわかんないくらいのかすかなにおいだよ。これがわかるのは私か、シェパードくらいだろうね」


    　いくみは誇らしげに言う。……犬と同列で自慢げな態度がとれるのもどうかと思うが。


    「やっぱりいくみさんはすごいです。もしかして、はじめての相談での水風船や、合宿でのスイカ割りも、これが秘ひ訣けつ？」

  


  [image: ]



  
    「においだけじゃないけど、音とか、空気の感じとか、そんなのもあるけど」


    「これなら、犬にも負けないんじゃないですか？　梨り乃のさん」


    「ふむ。犬は人間のにおいの違いで初期のガンを発見することができるというが……。人間がそんな嗅きゆう覚かくがあるはずが……。なにかトリックがあるのでは……」


    「実際にやってみればわかるさ！　犯人を見つければ文句ないでしょ」


    　自信満々に胸を反らすいくみ。


    　その自慢げな顔をいまだに猜さい疑ぎ心たっぷりの表情で梨乃は見ているのだった。


    



    　梨乃のうなじを思う存分嗅かいだいくみは、再び炎上事件跡あとをにらみつけていた。


    「さあ、お悩み相談コーナーの警察犬として、頑張ってください」


    「まかせるワンッ！」


    　ひと吠ほえするとさっそく現場周辺をくんくんと嗅いでまわるいくみ。


    　鼻をつきだして壁に接近させ何度もにおいを嗅ぐ。


    　どうにもへんてこな光景だが、本人はいたって真ま面じ目めなようだ。


    「いくら鼻が利くとはいっても、しょせんは人間。時間が経たった現場からなにか嗅ぎとれるとは思えないのだが」


    　その様子を不信の目で見つめる梨乃。しかしいくみは真剣そのものの表情で鼻をくんくんしてまわる。


    「むむむっ。これまでに嗅いだことのないにおいがする」


    「焦こげたにおいじゃないのか。それなら、私も感じるが」


    「そんなわかりやすいのじゃないよ。もっと集中しないとわからない、かすかなにおい……まったりとして、それでいてふわっとして、なんとなく香りの宝石箱のような……」


    　表現はそれしかないのか？　嗅ぎ分けられてないのか、語ご彙いが少ないのか……。


    「これは……まさに秘密っぽいにおいだよ。恐ろしい秘密のにおいがする……事件の真相のにおいだね」


    　いくみはにおいを嗅ぎながらゆっくりと歩き始める。部室の前を離れ、グラウンドの隅すみを横切って、草むらへと向かう。そんな雑草まみれの場所になにがあるというんだ？


    　前かがみになったまま草むらに分けいるいくみ。草の中に身体からだが完全に消えてしまう。


    「近づいてきた、まったりとして、宝石箱な感じの……これは……」


    　しばらくして草むらからいくみが出てくる。草むらに飛び込んでいったときには持っていなかった本が握られている。風雨にさらされていくぶんごわごわになっているが、ちらっと見るだけでも肌はだ色の多い表紙。


    　タイトルは『性徒会議事録～会長の過激な妄もう想そう～』


    　どうやらエッチな漫画のようだ。


    「いくみさん。それが真相なのですか……」


    「おかしいな、ちゃんとにおいをたどって」


    　いくみはちらっと本の中身を確かめると、真っ赤かな顔で僕に押しつける。


    「渡されても困るよ！」


    「やはり人間の嗅きゆう覚かくでは不可能だといったではないか」


    　梨り乃のは結局見つけてきたのが風雨にさらされたエッチな漫画だったのが、相当おもしろかったらしく笑いを抑えることができない。


    「イージーミスだよっ。ほんとうにかすかなにおいだから難しいんだよ！　もう一回！」


    　いくみは試し技ぎの前の体操選手のように手をまっすぐ上げると、鼻を壁に近づけ、においを嗅かぎ始める。いくみにだけ嗅ぎ分けることができるにおいをたどって、ゆっくりと前進する。


    　先ほどとまったく同じコース。やはりいくみの鼻はなにかを感知しているようだ。


    「ここからなんだよな。ここからが難しい」


    　先ほどエッチな漫画を発見した草むらの前で歩みを止めるいくみ。視界を遮しや断だんし、嗅覚だけに全神経を集中させるかのように目を閉じる。両手を組み、天を仰あおぐ。


    「においの神様！　私に力を貸してください！」


    　いくみはもし存在したらちょっとイヤな感じの神様に祈りをささげると、空気を鼻から一気に吸い込む。


    「……嗅ぎとったりっ！」


    　いくみは、そう言い残すと、先ほどとは微妙に角度を変えて、草むらへと消えていく。


    「においの神様のご加護はあるのでしょうか……」


    　ふみも心配そうにいくみの消えた草むらを見守る。


    　数十秒後、ガサガサと草むらをかき分け、いくみが戻ってきた。


    　手にはエッチな本は握られていないようだ……。そしていくみの表情に自信に満ちあふれた笑みが戻っている。


    「なにか見つかった？」


    　僕の質問に返事をする代わりに、いくみは僕の手に収穫物を差し出す。


    　それはＤＶＤだった。円盤にはなんのデザインもされていない。市販のものではなくパソコンかなにかで焼かれたＤＶＤ─ＲＯＭロムのようだ。


    「ＤＶＤ……なんとも意味ありげですね。赤あか松まつさん、部室で見られないですか？　もしかしたらなにか重大な事件の決定的瞬間を写した映像かもしれませんよ」


    　ふみはいくみの発見に目をきらきらさせている。


    「ＤＶＤだからといって、別に映像とは限らないと思うが……」


    　梨乃はまだ半信半疑のようで、猜さい疑ぎ心たっぷりの目でＤＶＤを睨にらみつけている。


    



    　部室に戻ると新聞部共用のノートパソコンの電源を入れる。


    　いちおうＤＶＤは見ることができるパソコンなのだが、はたして読み込むことができるのか……。ＤＶＤがパソコンの本体の中へと吸い込まれ、しばらくすると自動的にメディアプレイヤーが立ち上がる。


    　どうやら映像が入っているようだ。


    　しばらく続く真っ黒な映像。


    　梨り乃の、ふみ、いくみも固かた唾ずを呑のんで黒い画面を見つめる。


    　ゆっくりと画面が黒から白へと変わる。そして浮かび上がる文字。


    



    『性徒会議事録～ＯＶＡ～』


    



    「アニメ化されているのですね……」


    　ふみがモニターに映し出されたタイトルをちらっと見て、あわてて目を伏せる。


    「違うっ！　これを探してたんじゃない！　なんでだ。なんでこればっかり！」


    　いくみが必死に否定する間まにも、ＤＶＤは映像を再生し続ける。


    　──だ、だめっ……。あぁっ。この私に、このようなはずかしめを……。私は生徒会長……あふっ──。


    「うーむ。やはりこれだけ結果を出されると、否定しようがないな。いくみはエッチなものを嗅かぎ分けることができるのだと認めざるをえん」


    「だから違う！　こんな能力じゃないんだ！　なぜだ？　身体からだの調子が悪いのか？」


    　──貴き様さま、さっきの紅茶に……な、なにか入れたな……。なんだか変な気持ちに……。あぅ……身体が私の身体じゃないみたい……。


    「そうだ！　私の身体じゃないみたいだ！」


    「いくみさん。エッチなアニメと会話しないでくださいっ！」


    　ふみが顔を赤らめながら言う。


    　──ああっ……私が、こんなこと……こんなの私、認めませんわ……。


    「そうだっ！　私も認めないぞ！」


    「なぜエッチなアニメと徒と党とうを組んでいるのです！」


    　ふみがノートパソコンを強引に閉じてしまう。ようやく声優さんの熱演がストップする。


    　こういった映像を見慣れていないようで、顔を真っ赤かにしている。


    「とにかく、違うんだ。こんなはずじゃなかったのにっ！　紅茶になにか入れたろ！」


    「いくみさんは紅茶なんか飲んでないじゃないですか！　もうそれはやめてください。そんなことより、私も現場を見て気になることがあったんです。もう一度外に出てもらっていいですか？」


    　ふみはそう言うと真っ赤かになった顔をパタパタと手であおぎながら部室の外へと出ていく。


    



    　理系と体育会系の捜査が終わり、残すは文系ふみの捜査だ。


    「この焦こげ跡あとなんですけど、ちょっと気になりませんか？」


    　ふみの気になったことは、相談ＢＯＸボツクスが炎上したときにできた部室の壁の煤すすの跡だった。


    　みんなでふみが指さした位置を覗のぞき込む。


    「ふむ。たしかに不自然だ。灰を指でなすりつけたようにも見える」


    「そうなんですけど、この形、気になりませんか？　アルファベットのｈの形に見えるんですけど……」


    　ふみの言うようにその黒い焦げ跡は文字のようにも見えた。まっすぐ下に下りた黒い煤のラインが途中で二ふた股またに分かれて、小文字のｈにも見えなくもない。


    「人間はランダムなものから意味を見つけてしまうものなのだ。一種の目の錯さつ覚かくだ。三つの点を見ると人の顔に見えるシミュラクラ現象のようなものだ」


    　梨り乃のは小さく首を振って否定する。


    「そうかもしれないですけど、聞いたことないですか？　この学校の七不思議」


    「私はそういうの興味ないから」


    「私は知ってるよ！　だって、有名じゃん！　まず『しろいひと』だろ。……しろいひと……など、七つだよ」


    　いくみはひとつしか知らなかった。しろいひとは旧校舎に出る幽霊の[image: ]うわさで、以前僕たちはその真相を追うべく旧校舎に潜せん入にゆうしたこともあったのだ。


    「あのですね、この学校に伝わる七不思議はですね、まずは『しろいひと』それから……」


    　結局ふみが一から説明することになる。指を折って数えながら七不思議をひとつひとつ挙げていく。


    



    　ふみによると七不思議は以下の七つだ。


    



    ・しろいひと　旧校舎に出る幽霊


    ・鉄仮面　校長先生の双子の弟が保健室に幽閉されている


    ・埋まい蔵ぞう金きん　初代校長が教頭に倒されたときに財産を校庭のどこかに隠した


    ・秘密結社　この学校の選ばれた生徒だけが入れる秘密結社がある


    ・ミステリーサークル　園芸部の花壇の植物が幾き何か学がく的に曲げられる事件があった


    ・エゲティー　園芸部の花壇周辺に毛むくじゃらの怪物がいる


    ・園芸文書　園芸部の解読不能の部誌、未来を予言した内容とも言われる


    



    　……なんだか園芸部よりの七不思議だが、とにかくそういうことらしい。


    「そうそう。そんな感じだよ。合ってる。合ってる」


    「合っているって。いくみさんは『しろいひと』しか知らなかったじゃないですか」


    　ふみがさすがにあきれたような表情を見せる。


    「すぐには出てこなかっただけ！　知ってたって。ほんと、ここまで出てたんだからっ！」


    　いくみは「ここまで」と言いながら、自分のウエストあたりを手で示す。


    　喉のどよりだいぶ下の辺りだ……。どこがスタートかわかんないけど、ほとんど出てきてなかったようだ。


    「まあ、いいですけど、とにかくこのｈの形って秘密結社ＨＨＨ団のマークだって言われているんですよね」


    「馬ば鹿か馬鹿しい、なぜ自みずからの犯行を誇こ示じしなければいけないのだ」


    　即座に否定したのは梨り乃のだ。しかし珍しくふみが食い下がる。


    「それは深入りすると危ない目に遭あうぞってメッセージなんですよ」


    　ふみの表情は真剣そのもの。どうやら本気で秘密結社の存在を信じているらしい。


    「いったいその秘密結社の目的はなんなのだ？」


    　梨乃も引き下がらない。


    「それがわかるのなら秘密の結社じゃないですよ。でも一説によると、校長が隠した財宝を守っているとも、途と絶だえたはずの初代校長の血筋を引くものを守護しているとも……、そもそも歴代校長のほとんどが実はＨＨＨ団のＯＢで、このあたりの街の市議会議員にもたくさんＯＢがいるとか……とにかく恐ろしい秘密結社なのです」


    　ふみは周りに聞こえないように、声のボリュームを落として話す。


    「万が一そんな秘密結社が存在したとしてもまったく恐ろしいとは思わない。なにせこそこそ裏でしか活動できない連中なんだから、存在しても大したことはできまい」


    　梨乃はふみとは正反対に、むしろ声のボリュームを上げて堂々と宣言する。


    「梨乃さん！　どうなっても知りませんよ。この炎上事件には慎重に対応するべきです」


    「犯人の思想信条に興味などない。ただ証しよう拠こを積み上げて容疑者をあぶりだすまでだ」


    「梨乃さん。絶対にやめたほうがいいと思います。相手は秘密結社ですよ。みなさんが危険な目に遭うようなことはやめましょうよ」


    「ふむ……。赤あか松まつはどうする？」


    　みんなに危険が及ぶと言われては梨乃もこれ以上強硬に出ることはできないようだ。意見を求めるように僕の目を見る。


    　ここは僕が決断しなければいけないようだ……。


    「そうだね。あくまでみんなはお悩み相談の回答者だから、少しでも危ない目に遭う可能性のあることはさせられないよ。みんなはお悩み相談に集中してもらう。それでいいね」


    　僕の言葉にしぶしぶながら梨り乃のがうなずく。


    　これで、この事件はいったん棚上げになるはずだったのだが……。


    　いくみの様子がおかしい。いつもは一番積極的ないくみが黙り込んでいる。


    　なにか考え込んでいるように見えるが……。


    「いくみもそれでいいかな？」


    「うん。秘密結社の仕業か……むむむぅ。うーん。むむむぅ……むむむぅ」


    「どうかしたのですか」


    　ふみもいくみの様子に気づいて不思議そうな表情を浮かべている。


    「……実は、悪の秘密結社と昔から戦ってきた男を知ってるんだ……」


    　いくみは独り言のようにぽつりとつぶやく。


    「そんなプロフェッショナルな方にお知り合いが？」


    「もうプロフェッショナルとかいうレベルじゃないよ。すごいんだから。かっこいいし」


    　いくみがまるで自分のことのように誇らしげに言う。


    「じゃあ、その方に捜査に協力してもらって」


    「むむむ……。その人は特別な人だから。そう簡単にみんなに会わせるのはね……」


    　ふみの言葉に煮え切らない返事を繰り返す。いつもハキハキしているいくみにしては珍しい態度だ。なんだか恥ずかしそうに身体からだをくねらして……。いったいなにを隠しているんだ？


    「もしかして、いくみさんの恋人なのですか？」


    「ち、違うよ！　そんな私なんかっ！　ただの憧あこがれというか……その」


    　いくみは全力で手をぶんぶん振り回して必死に否定している。なんだ、なんだ？　ますます気になるぞ。


    「とにかく、この話は忘れてっ！　なしなし。もし上手くいって手伝ってくれるなら、こっちから教えるから。じゃあ、捜査はいったん保留ね。保留っ！」


    　いくみが強引に話を打ち切ってしまう。


    　その後は僕たちがなにを尋ねても、「交渉が上手くいったら、教えるから」の一点張りで、なにも教えてくれない……。


    　非常に気になるけど、これ以上はどうしようもない。


    　とにかく捜査はいったん保留ということになった。


    　こうして犯人捜しは失敗に終わってしまった。しかし捜査は必ずしも無駄ではなかった。


    　少なくとも僕はこの経験を通して普通では得がたいなにかを手に入れたと確信している。


    『性徒会議事録～ＯＶＡ～』


    　家に帰ったらじっくりと見よう。僕は得がたいなにかをじっくり鑑かん賞しようすることを心の中で誓ったのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　すみません。たくさんの人生相談を送っていただいたのにお悩み相談ＢＯＸボツクスの炎上により、焼失してしまいました。必死に元に戻そうとしたのですが、残念ながら完全に復元することはできませんでした。そしてお悩み相談ＢＯＸに火を放った犯人を捜索したのですが、こちらも残念ながら成果はありませんでした。すみません。


    　いまこの状況で助言できることはクローゼットと喧けん嘩かするのはかなり危険な状況で、あだ名がむっつりスケベの女子とつきあうと危険ということです。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「違うんだ。こんなはずじゃなかったのにっ！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　先日、長年片思いしていた人に自分の気持ちをメールで伝えました。しばらくしてメールが返ってきたのですが、怖くてメールが見れずにいます。それから三か月ぐらい経たったのですが、いまだにメールを見ていません。このメールをどうすればいいでしょうか？


    
      （平ひら田た ゆう）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    木星の公転周期は２９．４年。木星ならばまだ十分の一か月ほどしか経たっていない。そう考えて気持ちを落ち着け、木星人としてメールを返信するがいい。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    こういうときは、伊だ達て政まさ宗むねスタイルです。謝罪の気持ちを表わすために白しろ装しよう束ぞくでメールの返信をしましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    三か月前のメールを平常心で見る精神力を鍛きたえるために、


    さらに三か月、山ごもりだっ！

  



  
    【相　談　２「あだ名で困っています」】　田た中なか 秀ひで和かず


    



    　僕は一時期調子に乗ってパーマをかけて、太っていた時期があるのですが、そのせいであだ名がデブパーマになってしまいました。今ではもうパーマもやめ、体型も普通になったのですが、いまだにデブパーマと呼ばれています。そのころの写真が残っているせいかもしれませんが、デブパーマの印象が消えず、どうすれば違うあだ名で呼ばれるようになるかもわかりません。このままでは一生デブパーマと呼ばれてしまいます。あだ名がメガネであろう赤あか松まつさんどうか解決策をお願いします。

  



  
    Answer's
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    梨乃：人間の学名、ホモ・サピエンスは考える人という意味。デブ・サピエンスはどうだろう？
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    ふみ：戦国武将だと異名は「甲か斐いの虎とら」とかそんな感じですよね。「テンパの虎」というのはどうでしょうか？
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    いくみ：デ・ブパーマ。

  



  
    　相談がない。


    　お悩み相談ＢＯＸボツクス炎上により、相談のストックがゼロになってしまった。


    　三人に集まってもらう予定の日は今日きよう。ぎりぎりまで新しい相談を待ってみたのだが、残念ながらまだ相談は届いていない。


    　相談なくして回答なし。残念ながら相談が来るまでお悩み相談コーナーはしばらくお休みするしかないか……。


    　僕は昼休みになっても相談が来ていないことを確認して、彩あや香かに現状を報告する。


    「相談がなくなったんだったら、探しにいけばいいじゃない！」


    　彩香は僕の報告を聞いてもまったく動じなかった。


    「犯人は相談コーナーをやめさせたくて、火をつけたのかもしれないじゃない。だったらコーナーを休んだら、犯人の思うツボでしょ。むしろ意地でも続けなさい！」


    「まあ、そう言われるとそうかもしれないけど……」


    「いいから、通常どおり、三人を集めなさい。相談は私がなんとかするから」


    　そう彩香が宣言したのが、今日の昼休み。


    　とにかく三人には放課後、予定どおり集まってもらったのだが……。


    「おまたせ。相談もらってきたよ。なんだか暗い顔してる男子がいたから、痛い目に遭あいたくなかったら相談しろって脅おどしたら、すぐに吐いたよ」


    「脅おどして相談させるって……」


    「軽くよ。軽く。大丈夫だから、はい、これ」


    　まさに取れたての相談。ノートの切れ端に書かれた字が震えているのは無理やり書かされたからだろうか……。


    　相談内容は変なあだ名について。


    　せめていい回答を出して、なかば強制的に相談させられた田中さんの信頼を回復したかったのだが……。


    「イヤなあだ名って気になりますよね。私も経験あります、本当にその名前で呼ばれるたびにイヤな気持ちになります」


    　最初に話し始めたのはふみだった。同情たっぷりの口く調ちよう、ふみはイヤなあだ名から縁遠そうに見えるんだが。容よう姿し端たん麗れいかつ品ひん行こう方ほう正せい、ちょっとぼんやりしたところもあるけど、それはそれでかわいらしいところでもあるし……。


    「で、どんなあだ名なの？」


    　いくみが無神経にも率直に、気にしているあだ名を言わせようとする。


    「それは、その、あの…………ホ、ホルスタイン」


    　ふみは消え入りそうな声で言うと、恥ずかしさで目を伏せてしまう。もちろんふみの胸の大きさからつけられたあだ名なんだろうけど、ひどいあだ名だ。


    　しかしいくみにはそうは思えなかったみたいで、


    「なんだよ。いい名前じゃないかっ！　言われてみたいよ！　自慢じゃん！」


    　猛烈にふみに食ってかかる。


    「自慢じゃないです。すごく悲しかったですよっ！　私は牛ではないのです」


    「私なんか、ぜったいにホルスタインって言われないんだぞ。常に板っぽいなにかにたとえられるんだぞ！　ねえ梨り乃のっ」


    「私を巻き込むのではない！　私はどちらかに分類するならばふみと同属だと以前も……」


    「ウソだ！　梨乃は牛っぽいあだ名などつけられたことないはずっ！」


    「いくみはいつもモグモグしているという点では牛っぽい。それでいいではないか」


    「よくない！　なぜだ。同じ人間なのになんでこんなに差が出るんだっ！」


    　いくみは素早くふみの背後へと回り込むと、胸をワシづかみにする！


    「ちょっと、つかまないでくださいっ」


    　憎々しげな表情で荒々しくふみのイヤなあだ名の原因となったたわわな胸を荒々しくもみしだく。かすかに苦く悶もんの表情を浮かべるふみ。


    「い、痛いですっ」


    　嫌がって身もだえするふみ。しかし今回のいくみは執しつ拗ようだ。なおもふみの胸を責め立てる。


    「悔くやしいっ！　悔しいっ！　これは私のぶんっ。そしてこれは梨乃のぶん。そしてこれは世界の貧乳で悩む人たちのぶんだっ」


    　そう言いながら、いくみは胸を罰するかのようにもみしだく！　そのたびに大きく揺ゆれ変形するふみの胸。制服の上からでもぷるんぷるんしている。


    「待て！　勝手に私のぶんを入れるな！　私は復ふく讐しゆうしようとしてないぞ！」


    「遠慮するな。私が梨り乃のの悔くやしさものせてもみしだいてやろう」


    「や、やめてくださぁいっっ」


    「頼んでないっ！」


    　梨乃に羽は交がい締めにされて強引に引き離されるいくみ。


    「はぁはぁ。それで、なんだっけ？」


    「なんだっけじゃないよ。イヤなあだ名をつけられたって相談だよ！」


    「そうだったっけ、……えっと、えっと……」


    　いくみがちらちらと自分の時計を見ている。時間が気になるようだが……。


    「あっ。もうこんな時間か。ごめん。そろそろ私、いかなきゃ」


    　唐突に帰り支度を始めるいくみ。まだ相談を始めてほとんど時間が経たっていないんだけど。いったいどうしたんだ。


    「ちょっといくみさん。急にどうしたんですか？　まだなんにも相談に答えてないですよ」


    「ふみが胸を自慢するから。ついつい夢中になっちゃって、時間なくなっちゃったんでしょ」
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    「私のせいにしないでくださいっ」


    「ふみがホルスタインいらないんだったら、譲ゆずってあげればいいじゃん。はい、解決ねっ」


    「解決じゃないです！　相談者さんは男性ですよ」


    「ホルスタイン（オス）ってことで」


    「なんですかそれは。適当すぎますよ」


    「とにかくあとはふみと梨り乃のでかっこいいあだ名を考えてあげてよ。じゃあね。彩あや香か先輩もせっかく来てくれたのにごめんねっ！」


    　いくみはそう言い残すと、そそくさと部室を出ていってしまう。


    「いくみさんどうしたのでしょうか？」


    　ふみが心配そうに言う。


    「もしかして、いくみちゃんが火をつけた犯人とかね」


    　ここまで静かに相談のなりゆきを見守っていた彩香が言う。


    「まさか、いくみがそんなことするわけないよ。ねえ？　梨乃」


    　彩香にも梨乃の推理の結果を伝えてもらう。


    「犯人は身長百七十五センチ程度の男性の可能性が高い」


    「でも、いくみちゃんが共犯って可能性は？　足あし跡あとだっていくみちゃんのなら見み逃のがしちゃうだろうし、それに、やっぱり事件といえば内部犯行でしょ」


    「それは……しかし、動機もないし」


    　まさか彩香も本気でいくみが犯人だとは思ってないんだろうけど……。この人はおもしろいことになってくれればそれでいいのだ。


    「違います。犯人はＨＨＨ団ですよ。そうです。いくみさんは秘密結社と戦うプロフェッショナルな人のところにいったんですよ」


    「なんの話だ？」


    　僕は怪け訝げんな表情をする彩香にこれまでのことを改めて話す。煤すすのついた壁に秘密結社のマークにも見える跡あとがあったこと、そして秘密結社についての専門家をいくみが知っている様子だったこと。


    「なんだ。なんだ。おもしろそうなことになっているじゃないか！」


    　彩香の目がきらきら輝かがやいている。本当にうれしそうだ。


    「よし、じゃあ行くぞ。みんなも急いで支度して」


    　彩香がすっくと立ち上がる。


    「え？　どこに」


    「決まっているじゃないか。いくみの跡をつけるんだよ！」


    　さも当然であるかのように答える彩香。


    「ちょっと、相談は？」


    「勇ゆう樹き、のんきに相談なんてしてたら、いくみを見失ってしまうぞ。臨機応変！　相談は尾行しながらでもできる」


    　そんな無茶な。しかし反論する機会さえ与えずに、彩あや香かが部室を飛び出していく。


    



    　こうして僕たちは彩香の気まぐれで、いくみを尾行することになった……。


    　学校から駅までの道のりを、いくみと数メートルの距離を保ちながら移動する。


    　いくみは寄り道せずにまっすぐに駅へと向かっていた。


    　学校の最寄りの私鉄からＪＲに乗り換え、いくみの家の近くの駅へ。そして駅前から続く、中央通り商店街へと歩いていく。


    　なにも変わったところはない。普通に家に帰っているだけに見える。


    「なんら変わったところはないな……」


    　彩香が期待はずれだったと言わんばかりに小さくあくびをしたときだった。


    　いくみの足が止まった。いくみの目の前には大型スーパーの成城イシダ。


    　そのままいくみがスーパーの中へと消えていく。


    「ついに動きが……よし私たちも入るぞ」


    　彩香の号令で僕たちもあとに続く。


    　スーパーの中に入るとすぐにいくみの姿を捜すが、すでに入り口近くにはいくみの姿は見えない。


    「あまり捜しまわると、見つかってしまうのではないか？」


    　梨り乃のの言うとおり、店内にはそれほどお客さんはおらず、この中でいくみを捜しまわったら鉢合わせになってしまいそうだ。


    「とりあえずこのあたりで待ちませんか。レジの前なのですから、いつかはここに戻ってくるはずです」


    「決定的な瞬間を見み逃のがしちゃうかもしれないけど、しかたないか」


    　ふみの意見に彩香もしぶしぶながら納得して、僕たちは入り口近辺でいくみが戻ってくるのを待つことにする。


    　まさかスーパーにその秘密結社についてのプロフェッショナルがいるとは思えないが……。


    　もしくはこのスーパーになにか秘密があるんだろうか……。


    　それとも準備するものがあってそれを買いに来たとか。


    　それにしてもいくみが店に入ってどれくらい経たったろうか。


    　たぶん五分か十分くらいしか経っていないのだろうけど、なにもせずにただ待機していると、時間の進みが遅く感じる。


    　とはいえ、こっちは尾行中だ。待ち時間の暇ひまさに負けて、油断なんかしてはいけない。注意をそらさないようにしないと……。

  



  
    【お客様のご意見】


    



    　いつも利用しています。


    　最近、よくひき肉が品切れしているように感じます。


    　うちの子どもはハンバーグが大好きなので困ってしまいます。


    　改善を求めます。

  



  
    Answer's
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    梨乃：それならばハンバーグを買えばいいではないか。
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    ふみ：醤しよう油ゆをかければひき肉なしでもなんとかなりませんか？

  



  
    「なんでお客様のご意見に回答してるんだよ！」


    　スーパーの袋に品物を詰めるスペースに張ってある、お客様のご意見ご要望を掲けい示じするコーナー。そこに寄せられたご意見に勝手に回答を始めてしまっている。


    「彩あや香かさんの指示に従ったまでだ」


    　梨り乃のが僕につっこまれたのが納得いかないのか不満げに答える。


    「ただ待っているだけではもったいないでしょ。こうやって、街のお悩みに答えていけば、一いつ石せき二に鳥ちようじゃない」


    　彩香が自信満々にそう主張するが、どうもこじつけにしか思えない。そのバイタリティーは買うが。


    「まあ、それはそれで改めてやったらいいと思うけど……それにしてももう少しいい回答はできなかったのかな」


    　そう何気なくつぶやいたのがマズかった。


    「そうですよ。梨乃さん。既製品のハンバーグを買ってしまっては、お母さんの愛情が伝わりませんよ」


    「栄養価が同じなら、愛情は後回しでいいではないか。ふみの回答こそ。どうやったら醤油でハンバーグを形作ることができるのだ！」


    　梨乃とふみの舌戦が始まってしまった。


    「お料理は苦手なんですっ。梨り乃のさんだってお料理苦手じゃないですか」


    「苦手なのにお母さんの愛情などと言い出すのはどうかと思う。まずは適切な成分」


    「愛情のない料理など、サプリメントと変わりありません。気持ちが大切なのです」


    「まあまあ。そんな熱くならなくても……」


    　けっきょくいつもどおり、口喧げん嘩かに近いトークバトルが始まってしまった。


    　なんとかなだめようと試みるが、すっかりふたりとも熱くなっている。


    「気持ちで醤しよう油ゆが主成分のハンバーグに愛情など関係ない。将来ふみに子どもができたら確実に高血圧になる」


    「梨乃さんこそ、スポイトでミルクあげそうです」


    「スポイトの何が悪い！　スポイトのぷるぷるしている部分の名前を知らないのだな」


    「なんていうのですか？」


    「そ、それは……」


    　梨乃は口ごもると急に顔を赤らめて下を向いてしまった。


    「なんですか？」


    「名前などなんでもいいではないか」


    「梨乃さんが言い出したのに急になんですか？　気になるじゃないですか教えてくださいよ」


    「ちょっと待った。いくみちゃんが戻ってきたよ」


    　彩あや香かがふたりの会話をストップさせ、レジを指さす。


    　たしかにいくみだ。


    　レジで並ばずにこちらにまっすぐ歩いてくる。


    「いったん店の外に出るよ」


    　彩香はそう言った瞬間にはすでに走り出している。僕たちもあわててあとに続く。


    　なんとかいくみに見つからずにスーパーの裏手へと隠れる。


    　お会計をしなかったところを見ると、どうやらいくみはなにも買っていないようだが……。


    「赤あか松まつさん。いくみさんなにか持っていますよ」


    　ふみが僕にささやきかける。


    　たしかにいくみは手に小さなケースのようなものを大事そうに抱えている。そしてそのケースから小さなアンテナのように伸びる一本の爪つま楊よう枝じ……。


    　あれは試食品！


    　さては試食だけして出てきたのか！


    「つまらないものを尾行してしまった……」


    　梨乃もがっくりと肩を落としている。


    「梨乃ちゃんもがっかりしない。まだまだ尾行は始まったばっかりだよ」


    　彩香はまだまだやる気満々だ。


    　気持ちを切り替えて尾行を続行する。


    



    　いくみはおいしそうに試食品のサイコロステーキを食べ終わると、再び移動を開始する。


    　先ほどよりも少し表情が厳しくなったように感じる。


    　警戒しているのか、たまに歩みを止めて、周囲をうかがう仕草を見せる。


    　もしかして、感づかれたか……。


    　そんな疑念が心の中によぎったときだった。


    　突然立ち止まるいくみ。


    　目の前の店へと入っていく。今度は焼きたてパンの専門店〝サンマリー〟だ。


    「試食品を食べて、主食が欲しくなったのでしょうか？」


    　ふみは、かすかに見える店内の様子を見ながら言う。


    「サイコロステーキを食べ終わってからパン……。ちゃんと一緒に食べればいいのに」


    　梨り乃のはいくみの気まぐれな行動がすこし気に入らない様子だ。


    「お店が小さいから店内まで尾行するのは不可能だな。とりあえずここから監視するぞ」


    　彩あや香かの指示に従って、僕たちは電柱の裏に隠れて店内の様子をうかがうことにする。


    　パン屋さんの窓は大きく、いくみの姿もレジ近くに来てくれれば、ある程度観察することができる。この店でなにかが起こるのか……。

  



  
    【猫を探しています】


    



    　トラオ


    　オス　雑種　三歳


    



    　茶トラ系。やや薄い茶色で目は黄緑。白い首輪をしています。


    　人懐なつっこく、よく鳴きます。本当に食べちゃいたいくらいかわいい猫なんです。家族一同トラオの帰りを待っています。見つけた人がいましたらご連絡よろしくお願いします。

  



  
    Answer's
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    梨乃：オス猫同士のテリトリー争いに敗れて、戻れなくなっているのかもしれない。リーダーと思われる猫を探してみては？


    


    


    [image: ]


    ふみ：猫さんにも独りになりたいときがあるんだと思います。きっと、いまは自分を見つめる時期なのです。
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    おじさん：ふう。食った。食った。見た目と違って案外うまかったな……。

  



  
    「だから、隠れている電柱に張ってある家出猫の相談に答えなくていいから！　……っていうかおじさん誰だ！　食べちゃったのかよ！」


    「赤あか松まつさん違いますよ。あの方は通りすがりの食後のおじさんです。関係ありません」


    　関係なかったのか……。あまりにもタイミングよく「食った。食った」と言われたから、食べちゃったのかと思った。


    「それはさておき、猫の相談に答えてる場合じゃないから」


    「いいじゃないの。これこそがお悩み相談コーナーの尾行のスタイルって感じじゃない」


    　そんなスタイル聞いたことがないんだけど……。彩あや香かはとにかく盛り上がればなんでもいいのかもしれない……。


    「とにかく猫の行方ゆくえは地元の人にまかせて、僕たちはいくみに集中しようよ」


    「いくみがパンを買っているところなど見張ってもなにも発見などない」


    　彩香がそう言ったときだった。


    　パン屋さんからいくみが出てきた。滞在時間はわずか五分ほど。


    「いくみさん随分と大きなパンを買いましたね」


    　ふみの言うとおり、いくみが抱えている紙袋からにょっきりと伸びるフランスパン。ひとりで食べるには大きすぎる気もする。


    「試食のステーキとのバランスが悪すぎる。これでは炭水化物の取りすぎではないか」


    　なぜかいくみの食生活の心配をし始める梨り乃の。


    　そんな梨乃の心配など露知らず、すたすたと商店街を歩くいくみ。いったいどこへ向かっているのだろうか。


    「次は野菜を購入すべき。八百屋さんに向かうがいい」


    「梨乃。食事のバランスを調査しているわけじゃないから」


    　僕は梨乃に小声でつっこみながら、いくみを追跡する。


    　商店街は駅から遠ざかるにつれて、人通りもまばらになる。シャッターが閉まったままのテナントも増えて、少しさみしい雰ふん囲い気きになってくる。


    　駅前よりは尾行がバレる可能性も上がってきたってことでもある。十分に距離を取っておかないと危険だ……。


    　信号をひとつ超えて、さらに商店街の先へと進む。徐々にお店が少なくなり住宅街へと街の風景が変わりつつある。もしかしてこのまま家に帰ってしまうのではないか。そんな疑念が沸いてきた頃だった。


    　再びいくみの歩みが止まる。訪れたのは年季の入った整骨院だった。


    　今度はなんだ？　身体からだがどこか悪いのか？

  



  
    身体の悩み、すっきり解決


    



    　冷え性！　腰よう痛つう！　肩こり！　疲れが取れない……。


    　そんな症状でお悩みの方、お気軽にご相談ください！


    　その他、高血圧、食べちゃいけない動物を食べての食あたりにもいいツボあります。

  



  
    Answer's
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    梨乃：じつは最近、冷え性がひどくなってきて。睡眠中に手足が冷えてしかたがないのだ。
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    ふみ：私は肩こりが……。
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    おじさん：うっ……急に腹痛が……。やっぱり慣れないものを食べるんじゃ……。

  



  
    「梨り乃のとふみが相談してどうするんだよ！　……っていうかさっきのおじさんまたかよ！」


    「赤あか松まつさん。あの方は私たちと進行方向が同じなだけの独り言が多いおじさんです」


    　それならいいけど……。とにかく、集中してもらわないと。


    「ふみちゃんの肩こり、おっぱいのせいなんじゃないの？」


    「そ、そうなんですかね」


    「むむ……私だって、肩こりくらいは……」


    「梨乃ちゃんのは疲れ目が原因じゃない？　パソコンのバックライトを調節したら？」


    「なぜ原因を眼がん精せい疲ひ労ろうに決めつけるのだ！」


    「ちょっと、三人とも！　いくみに注目！」


    　僕は三人の注意をいくみに戻す。


    　いくみは店主と思おぼしきおじさんと親しげに話すと、慣れた様子で治療用のベッドの前に立ち……おもむろにお客さんを揉もみ始めた。揉む側？　まさかの整骨院サイド……。


    　もしかしてこの店でバイトしているのか？　だとしたら相当の時間、待つことになるが……。


    　しかし、いくみが整骨院に滞在したのは十五分ほどだった。


    　お客さんひとりの首のあたりを何回か突いただけ。突き終えると、店主になにか要求していた。店主はいくみの勢いに負けたのか、しぶしぶハンコを取り出してなにかに押す。


    　いったいなにをしていたんだ？　すごく短い時間バイトして、ハンコを押すように要求？　謎なぞだ。行動が謎過ぎる。


    　とにかくいくみは整骨院をあとにすると、商店街をさらに進んでいく。


    　本当に尾行の意味があるのか？　そんな疑問が心の中に生まれてくるが、ここまできたら、最後までつきあうしかない。


    　いくみが商店街のある大通りから、脇わきへとそれた。


    　住宅街を抜けて、階段のある小道を縫ぬうように移動していく。地元住民だけあって複雑なルートを迷いなく進んでいく。


    　今度はどこでお菓子をもらおうとしているのか……。もしくは他人の家でごはんとか食べちゃうんじゃないのか……。


    　いくみが次に向かったのは神社だった。


    　商店街の喧けん騒そうがウソのように静せい謐ひつで穏やかな空気が流れている。


    　大きな茅かやの輪なんかもあって、なかなか立派な神社のようだ。


    　どうやら菅すが原わらの道みち真ざね公を奉まつった天てん満まん宮ぐうのようだけど、まさかいくみが学問の神様にお祈りするとは思えないが……。


    　境内をうろうろ歩くいくみ。誰もいないことを確認すると、境内の隅すみにちょこんと座る。


    　誰かを待っているのだろうか。

  



  
    【祈き願がん】


    
      ゆたか

    


    



    　せかいがへいわでありますように。あとかぞくがなかよくくらせますように。あと犬のコロのはながぐんぐんとなりますように。

  



  
    Answer's
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    梨乃：もしコロの鼻がぐんぐんとなることが生存競争に有利に働けば、何千年か後にはコロの子孫は鼻がぐんぐんとなるだろう。
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    ふみ：きっとゆたか君がコロのことをいっぱいかわいがってあげれば、鼻もぐんぐんとなるし、しっぽもふんふんとなるし、耳はむにゅんとなるでしょう。

  



  
    


    


    【鬼大吉】


    



    超絶幸運　待ち人来きたる。待たざる人でも来る。待ち犬、待ち猫も来る。季節関係なしにサンタも来る。　


    衆人羨せん望ぼう　驚くほどの健康、トラオを食べてもおなか壊さず。身長二倍に。商いの好機。そのへん掘っても油田出がち。温泉レベルは週一で出る。


    



    良縁圧倒　辻つじ角かどを曲がる度たび、理想の異性と接触。超可愛い転校生五ダースほど現る。空から女の子落下確実。いなかった幼おさな馴な染じみすら発生。

    


    


  



  
    「だから、絵馬に答えなくていいし、おみくじ引かなくていいから！」


    「でも鬼大吉ですよ。すごくないですか？」


    　ふみがなんともうれしそうに言う。


    「すごいけど、いくみに集中しないと。こんなことしてる間に……」


    　僕がふみの油断をとがめようとしたときだった。


    　突とつ如じよ、いくみが立ち上がり、神社の裏口に向かって、ぶんぶんと手を振りはじめた。両手をあんなに大きく振って、すごい歓迎っぷりだ。


    　夕ゆう闇やみに包まれて、神秘的な雰ふん囲い気きをかもし出す本殿、その脇わきから人影が現れる。


    　男性だ。年齢は三十代だろうか……。手には大きな紙袋を持っているが……。


    　いくみの前に立つ男性。まるでチビッ子にするかのようにいくみの頭をよしよしと撫なでた。いくみは嫌がるどころか、なんともうれしそうな表情だ。


    「ねえ、ねえ。もしかして、いくみちゃんの恋人じゃない？」


    　彩あや香かがいくみに負けないくらいうれしそうな表情で言う。


    「まさか……。年齢もぜんぜん違うし」


    　否定してみたものの、いくみのあの表情を見ていると、ちょっと不安にはなる。


    「赤あか松まつさん。いくみさんがなにか渡しますよ」


    　ふみが言うとおり、いくみがなにかを差し出した。小さなカード状のもの……。なんだろう？　男性はそれを見て困ったような表情を浮かべているが……。


    「告白するんじゃないですかね？　神社で男女が密会してるんですよ。ラブレターですよね？」


    　ふみはいささか興奮した様子だ。身を乗り出して、食い入るようにふたりを見つめている。


    「それにしては小さくないかな？　違うと思うけど」


    「封筒に入れればあれくらいの大きさですよ。あれ？　もしかして赤松さん。いくみさんがラブレターを出すとイヤなのですか？」


    「そんなんじゃないけどさ……」


    　そりゃ、いくみに彼氏がいたとしたらショックだけど。ただそうは思えないだけで……。


    　ふみの推測によるとラブレターであるカード状の物体を男性はじっと見つめる。


    　何度もじっくりと確認して……。つき返した！


    「ああっ！　いくみさん、ふられてしまいました！」


    「そうとは限らないのではないか。妻子のある男性で、証しよう拠この残るものは受け取らないという可能性も」


    　梨り乃のがよりハードな推測を付け加え始める。そんなドロドロした状況なのか？


    「なるほど、禁断の愛ですね……どうなるんでしょうか」


    　いくみはなおも執しつ拗ようにカード状のものを渡そうとする。頑かたくなに受け取ろうとしない男性。


    　ついに、いくみと男性の間で口論が始まる。


    　さらにいくみが先ほど購入したパンを男性の胸に突きつけた。どういうことだ？


    『どうして受け取ってくれないの？　離婚してくれるっていったじゃない！』


    『あれは遊びだよ。ラブレターとかやめてくれないかな』


    『いやっ。じゃあ無理心中してやる。ふたりでフランスパンを喉につまらせましょう！』


    　……ふみ、勝手に声をあてないでもらえるかな。


    　想像力があるのは結構だけど、まず間違いなくそんな話はしてないと思う。


    　ふみにめちゃくちゃな予想をされているとは露知らず、いくみは男性と口論を続ける。


    『あんなに愛してるって言ってくれてたのに』


    『やめてくれよ。あれは一晩限りの過ちなのさ』


    　ふみのあてたセリフはさておき、いくみと男性の口論は激しさを増す。


    　口論がヒートアップしすぎたのか、いくみが突然、男性の紙袋を奪い取った。動揺する男性。


    『おいっ、なにをするんだっ』


    『私のプレゼントも返すって言うのね。いらないわよ。こうしてやるっ』


    　いくみは紙袋の中身を荒々しい手つきで取り出す。


    　それはヘルメットとマスクの中間のようなもの、おそらく変身ヒーローの頭部だ。


    　そしてそれを男性の頭に無理やりかぶせた。


    『あんなに愛し合ったのにっ！　あんなにこれをかぶり合ったのにっ』


    「ふみ、いい加減にしようよ。もう絶対に違うから」


    　僕は我慢しきれず、ふみのアテレコをストップしてもらう。


    　いくみに無理やりヘルメットをかぶせられた男性は視界を奪われ、おろおろしている。


    　これは本格的な暴行事件に発展か……？


    　握手した！　無理やりヘルメットをかぶせておいての握手！　なんなんだこれは？


    　男性はしぶしぶといった感じで握手を終えると、神社の境内から立ち去ってしまう。


    「こうなったら本人に聞いてみるしかないね」


    　彩あや香かはそう言うと、いくみに向かって歩き出す。


    「あっ。みんななにしてるの？」


    　突然現れた僕たちの姿に目を丸くするいくみ。


    「いくみこそなにをしているのだ？　そしてさっきのは何者なのだ？」


    　梨り乃のがいくみに向かって言う。


    「あれはコガネンだよ」


    　いくみはさも当然であるかのように言うが、だからそいつは何者なんだ……。


    「とりあえず、詳しく話を聞かせてもらいましょうか。いくみちゃん」


    　彩香の言葉にうなずくいくみ。


    　僕たちはとりあえず喫茶店に入って詳しい話を聞くことにしたのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　イヤなあだ名をつけられるのは傷つきますよね。つけた方はちょっとした冗談のつもりでも、つけられた側にとっては深刻なときもあるようです。


    　実はおなやみ相談コーナーで余っているあだ名があります。非常につつましく、清純な女子が使用していた由緒正しいあだ名です。


    　もしよかったら「ホルスタイン（オス）」を襲名してみてはいかがでしょうか？


    人によってはたいへんうらやましがるあだ名だと思うのですが……。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「中身がかっこよかったら、名前なんてなんでもかっこよく感じるの！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　授業で複数のグループをつくるときにいつも自分は余りものになります。積極性がないせいかなかなか声がかけられず輪の中にうまく入れません……。自分の存在感をみんなにアピールするにはどうすればいいでしょうか？


    
      （没ぼつ地ち 独どく男お）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    　群れで生活するサルでも必ずボッチのハナレザルは出現する。自分は単独行動タイプのハナレザルなのだと割り切るべき。畑を荒らすタイプだと。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    隠者のように孤立することによって出る存在感もあると思います。たまに「あっ悟りそう」とつぶやけば、あえて孤立していると思われるはずです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    名作、桃太郎を参考にするんだっ！お菓子で釣れば仲間はすぐできるっ！

  



  
    【相　談　３「経営が苦しい」】　喫茶ロマン　仁に藤とう 邦くに夫お


    



    　かれこれ三十年ほど喫茶店を経営しているのですが、最近徐々に客足が減ってきています。


    　フードメニューのカレーの改良、価格の見直し、メニューにハートマークを多めに書き入れるなど、私なりに努力はしているんですがなかなか経営状態は回復しません。


    　そもそもこの中央通り商店街自体に徐々に、活気がなくなってきていると感じています。


    　どうにかして商店街に活気を戻し、学生のみなさんにもっと利用してもらいたいのですが、どうしたらいいでしょうか。学生の視点でアイディアをいただければと思います。

  



  
    Answer's
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    梨乃：ＰＣＲの設置など理系のグッズが充実したサイバー商店街に。
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    ふみ：ゆかりの偉人小こ金がね井い小こ次じ郎ろうにまつわるグッズを作る。
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    いくみ：コガネンが復活すれば解決してくれる！

  



  
    　再び商店街に戻った僕たちは先ほどの出来事について詳しく聞くべく、喫茶店に入った。


    　いくみにとっては行きつけのお店なのか、


    「マスター、こんばんは」


    「おや、いくみちゃん。今日きようはお友達とかい？」


    　などとマスターと気さくに会話しながら、慣れた様子でカドの席に陣取る。


    　マスターの趣味なのか、少しでも売り上げの足しにと思っているのか、店内ではキーホルダーなどのアクセサリーや健康グッズの販売もしていてなんだか雑然としている。


    　喫茶店に入った瞬間、


    「ブレンドコーヒーとお悩み！」


    　彩あや香かはブレンドコーヒーと同時にお悩みも注文する。


    「お悩み？」


    「なにか悩んでることないですか？」


    「そ、そうですね……悩みですか……」


    　マスターが戸惑いながらも出してくれたお悩みがこの「経営が苦しい」だった。


    　……どうもメニューにハートマークが多いと思ったらそんな理由があったのか。絶対お客さんは増えてないと思うけど。


    「いくみちゃんの事情を聞く前に、まずは人生相談。それがお悩み相談コーナーのスタイルでしょ」


    　彩あや香かは当たり前のように言うが、そんなスタイルを確立した覚えはない。


    　しかしせっかくマスターが悩みを相談してくれたので、とりあえずお悩み相談コーナーを開始する。


    「たしかに商店街に活気がないと喫茶店だけに来る人っていないですよねえ。紅茶美お味いしいのですが」


    　ふみが自分の注文した紅茶を飲みながら言う。


    「いまや買い物はネットで行おこなうのがベストだから。値段、品ぞろえ、あえて商店街で購入するメリットがない。時代の流れなのではないか」


    「梨り乃のは冷たいなあ。楽しいじゃん。商店街」


    「それほど楽しくないから客足が遠のいているのだろうに」


    　梨乃のストレートな表現にマスターがエスプレッソを一気飲みしたかのような苦々しい表情を浮かべている。大丈夫か梨乃の水だけ補給してもらえないんじゃないのか……。


    「どうしたら梨乃さんにとって楽しい商店街になると思いますか？」


    「うーむ。まずは専門的な機器の充実かな。さらに検索によってどの商品がどれくらいの価格で販売されているかすぐにわかるようにする。検索できたらそこへの移動が面倒だから、すべて検索画面からネットで購入できるようにする。商店街以外の店の商品も購入できればなおいい」


    　それはただのネットショッピングじゃないか。もはや商店街をやめてしまえと言ってるようにしか聞こえない。


    「そんなの寂しいですよ。こうやってみんなで喫茶店でお茶するのは、ネットじゃできないことですよ」


    　ふみが寂しそうに言う。


    「スカイプしながらそれぞれ飲めばいい」


    「そんなのダメです。お店の雰ふん囲い気きとかあるから会話もはずむのです」


    　ふみの言葉にマスターの表情がピザトーストのチーズのようにトロンとなっている。


    「そうは言っても現実は厳しい。この商店街の利用者が減少しているのは事実なのだから」


    「そうですね。少し個性を出せばいいかなと思うんです」


    「個性？」


    「たとえば地元の偉人の名前を商店街につけて、全面的に押し出せば、歴史好きの人が来ると思うんですよ。商店街の名前にして、グッズも販売して、それにちなんだメニューなども作ったりして」


    　ふみが歴史好きらしい意見をプレゼンする。それはいいと思うのだが、この西東京あたりに歴史上の偉人なんていたろうか。僕には思い当たらないのだが。


    「誰か偉人っていたっけ？」


    「それは……ちょっと待ってください。調べます」


    　ふみも思いつかないのか、あわてて携帯電話を取り出しネットで検索し始める。


    「……小こ金がね井い小こ次じ郎ろうさん」


    「誰だよ！　知らないよ」


    　いくみが言うとおり聞いたことない。


    「江戸時代の俠きよう客かくのようです」


    「きょう？　なにそれ」


    　いくみは説明されても理解できないようだ。


    「いまで言うところの、暴力団の方で、最後は島流しになってます」


    「ダメじゃん！　暴力団グッズ作ったら！」


    「島流しカレーとか美お味いしそうじゃないですか？　トロピカルな感じで」


    「島流し＝トロピカルには納得しかねる！」


    「ほかにもっと別の偉人はいないのかな？」


    「ちょっとすぐには……」


    　しょんぼりとうなだれるふみ。その肩を励はげますようにぽんといくみが叩たたく。


    「いるじゃないか。とびきりの偉人が」


    「え、どなたですか」


    「コガネンだよ。ヒーローの。さっきふみも見たでしょ。いつだってピンチを救ってくれる。それがヒーローだよ」


    　いくみは前に乗り出して席から腰を浮かせながら話している。いささか興奮気味だ。


    「さっき神社にいた方ですよね」


    「そうだよ。この中央通り商店街の平和を守るヒーローだよ。昔はさっきの神社でもショーとかやってたんだよ。子供のころから大好きだったんだ」


    　いくみの話によるとこの商店街には一時期ご当地ヒーローのようなコガネンというキャラクターがいたらしい。


    「ああ、なつかしいねえ。コガネン、いくみちゃんはまだ好きなんだよね」


    　マスターはそう言いながら苦笑いを浮かべる。


    「コガネンはね、この街の平和を守るすごい人なんだ。それで秘密結社もなんとかしてもらおうと、ポイントを貯めたんだ」


    　いくみは先ほどのカード状のものを差し出す。カードには〝小金井ポイントカードさくら〟と印字されている。商店街で買い物をするとポイントが貯まるらしい。ポイントを貯めるためにいろんな店を回っていたのか……。最後は整骨院で強引な行為に及んでたけど。


    「たしか、ポイントカードを貯めるとコガネンと握手できたんだったね。一番少ない五ポイントの特典だったな。なにせ握手はタダだからね」


    　マスターはその当時の思い出をぽつりぽつりと話し始める。


    「コガネンはね、うちの商工会で作ったヒーローなんだけどね。あれは十年くらい前かな……。小こ金がね井いをもじってコガネムシのヒーローにしたんだけどさ。活動期間は半年くらいだったかな」


    「どうしてすぐに終わっちゃったんですか？」


    　ふみが不思議そうに言う。


    「単純に人気がなかったんだね。企画倒れとはあのことだね」


    　マスターは恥ずかしい思い出であるかのようにちょっと照れている。


    「企画倒れとかいいの！　ショーが終了しただけ。いまでもヒーローとしては頑張ってるの」


    　いくみはなおもコガネンの弁護を続ける。


    「コガネンは終了するって言ったら、いくみちゃんがね、泣いちゃって、泣いちゃって、それで仕方なく、中に入ってる飯いい田だ君に頼んでね。いくみちゃんがポイントを貯める度に会いにいってもらってたんだよ」


    「中に入ってるとか言わないで！　コガネンはコガネンなんだから」


    「ははは、さすがにもういろいろ事情とかわかってるはずなんだけどね。いくみちゃんも。相変わらず強ごう情じようだな」


    「強情とかじゃない。コガネンのことを尊敬してるだけだよ」


    　いくみは口を尖とがらせてムキになって反論する。


    「なぜそんなに思い入れがあるのだ？」


    　梨り乃のはいくみの過か剰じような思い入れに不思議そうな顔をしている。


    「子どものころショーを見て、感動して、ダッコもしてもらって……それで私もヒーローになってコガネンと一緒に悪と戦おうって思って、それで運動を頑張るようになったんだ」


    「いくみさん、ヒーローになるために運動頑張っているのですか？」


    　ふみが目を丸くする。


    「いまは違うよ！　きっかけだよ。きっかけ。とにかくコガネンがきっかけをくれたんだ。頑張ってたなあ。ランニングしたり、腕立てしたり……一いつ生しよう懸けん命めいやることの大切さを気づかせてくれたんだ」


    　いくみは当時を思い出したのか、少し感傷的な感じで語る。


    「いくみさんにとっては大事な存在なんですね」


    「そうなの。とにかく私には永遠のヒーローなんだから」


    　ふみの言葉に何度もうんうんとうなずくいくみ。


    　そして突然歌を口ずさみ始める。テンポよいリズミカルな曲調。


    　どうやらコガネンのテーマソングのようだ。


    



    澄んだ空を眺めて誓う　街の繁栄を


    商店街に笑え顔がおと活気を


    コガネムシのように大地を踏みしめ


    合い言葉は「地獄へまっしぐらだ！」


    子どもの笑顔がパワーの源


    ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ


    コガネンすぐ敵倒せ


    中央通りの地獄の門番


    



    「やっぱり、いい歌だな……」


    　歌い終えたいくみは感極きわまった様子だが……。


    「いくみ。歌詞がおかしくないか？　地獄って……仮にもヒーローなのに」


    　梨り乃のが怪け訝げんな表情を浮かべる。


    　たしかに商店街のヒーローに地獄の門番は明らかに変だ。


    「梨乃はコガネンの歌知らないだろ。こうだったって！」


    「たしかに知らないが……。変なものは変だ。マスターはどう思いますか？　コガネンの歌覚えてますか？」


    「うーん。本当にぼんやりとしか記憶してないんだけど、『すぐ敵』じゃなくて『宿敵』だった気が……『地獄』も『自宅』だった気がするなあ」


    　マスターの言葉に急激に自信なさそうな表情になるいくみ。


    「そうだっけ？　そんな気もしてきたな……」


    「もう一度歌ってもらっていいですか、宿敵と自宅に変更して」


    　いくみはうなずくともう一度コガネンのテーマソングを歌い始める。


    



    澄んだ空を眺めて誓う　街の繁栄を


    商店街に笑顔と活気を


    コガネムシのように大地を踏みしめ


    合い言葉は「自宅へまっしぐらだ！」


    子どもの笑顔がパワーの源


    ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ


    コガネン宿敵倒せ


    中央通りの自宅の門番


    



    「なんだか、引きこもりの歌になってるけど、そんな出で不ぶ精しようなヒーローだったの？」


    　僕の疑問にぶんぶんと首を横に振って否定するいくみ。


    「やっぱり地獄で合ってたんだよ！　マスターが間違ってる！」


    「いくみさんはそう言ってますけど。マスターはどう思います」


    　ふみの言葉に腕組みして考え込む。


    「うーん。私の記憶だと、そもそも大地じゃなくてライチだったと思うけど」


    「ライチ関係ないじゃん！」


    　いくみがそれこそ違うと主張するが、マスターも譲ゆずらない。


    「その当時、商店街の八や百お正まささんがライチを目玉商品にしてたと思うんだよ。だからさりげなくライチって入れることになったんだよ」


    「そうかな。私は大地って聞こえてたんだけどな」


    　いくみはなおも不満げにぶつぶつ言っている。


    「あと、笑え顔がおで合ってたっけ？　私の記憶では瀬せ川がわだった気が……」


    「瀬川って誰ですか」


    　今度はふみが驚きの声を上げる。


    「トンカツ屋さんの瀬川さんだよ。知らない？」


    「いくみさんそれは絶対に違いますよね？　いくみさんの記憶ではどうですか？」


    「うん。絶対違う！　それは五番だ！　五番で『トンカツ瀬川おかわり自由』だよ」


    　五番もあるのかよ！　そして五番だとしてもその歌詞はどうなんだ！


    「君たちはまだ子どもだったからはっきり覚えてないんじゃないのかな。私の記憶のほうが正確だと思うが」


    「そんなことないマスターが間違ってる！」


    「歌ってごらんよ。しっくりくるはずだから」


    　うながされてマスターの記憶バージョンでいくみがもう一度歌う。


    



    澄んだ空を眺めて誓う　街の繁栄を


    商店街に瀬川と活気を


    コガネムシのようにライチを踏みしめ


    合い言葉は「自宅へまっしぐらだ！」


    子どもの瀬川がパワーの源


    ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ


    コガネン宿敵倒せ


    中央通りの自宅の門番


    



    　なんだか瀬せ川がわさんの子どもにやたらと執しゆう着ちやく心のある危ない引きこもりの歌になってきた。


    「こんなんじゃない！　コガネンの歌をバカにするな！」


    「最初よりは絶対近づいていると思うがね！」


    　睨にらみ合ういくみとマスター。僕としては別にどんなテーマソングでもいいんだけど。


    「絶対に瀬川じゃない。思い出したよ。毛皮だよ」


    「私も思い出した。活気じゃない楽器だった」


    　なんだかいくみとマスターの思いつき合戦になってきた。


    



    澄んだ空を眺めて誓う　街の平和を


    商店街に毛皮の楽器を


    コガネムシのようにライチを踏みしめ


    合い言葉は「自宅へまっしぐらだ！」


    子どもの毛皮がパワーの源


    ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ


    コガネン宿敵倒せ


    中央通りの自宅の門番


    



    　すごい気持ちの悪い歌詞になっちゃってるし。子どもの毛皮って、すっごい怖いんだけど。


    「もう。せっかくの歌詞が台なしじゃん！」


    　いくみがぷりぷり怒って、すっかりふくれてしまっている。


    「そう言われてもねえ。だったら飯いい田だ君本人に確認するくらいしかないかな」


    「だから、飯田君て人はコガネンじゃないの！　あれは仮の姿なの」


    　本当にいくみは強ごう情じようだ。


    「そうだ。その飯田さん、悩みはないですかね？」


    　会話に割って入ったのは彩あや香かだった。またしてもらんらんと目を輝かがやかせて……。


    「どうだろう。そりゃ誰だって悩みはあると思うけどね」


    「ヒーローの悩み相談に答えるっておもしろいって思わない？　これはなかなかないチャンスなんじゃないの」


    「ダメッ！　コガネンに悩みなんかない！」


    　いくみがぶんぶん首を振って必死に否定する。


    「いいじゃない。ヒーローにも悩みがあったって。そのほうがいまっぽい設定だと思うけど」


    「コガネンは悩まないタイプのヒーローなの。コガネムシなんだから悩まない！」


    　コガネムシだからって理由もよくわかんないけど。とにかくいくみにとってコガネンは完全無欠のヒーローであってほしいらしい……。


    「じゃあ、しかたない。あくまで飯いい田ださんってことで飯田さんの悩みを聞くぶんにはいいでしょ」


    　彩あや香かがいくみをなだめるように言う。


    「飯田はあくまで仮の姿で、コガネンが本体だから……。それなら」


    　しぶしぶ認めるいくみ。


    「大丈夫ですよ。いくみさん。きっと飯田さんの悩みも、世界平和についてとか、この世界から悪がなくなるにはどうしたらいいか。みたいな素敵なお悩みだと思いますよ」


    「そうだよね……。コガネンに関係ないのでおなじみの飯田だけど。でもそうだよね」


    　自分で自分を納得させるように何度もうなずくいくみ。


    　こうして僕たちは街のお悩みに続いて、ヒーローの中の人のお悩みに答えることになったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　喫茶店の売り上げを伸ばすためには商店街に活気が戻ることが一番。そのためにどうしたらいいか僕たちなりに考えてみました。インターネットを活用する。地域の偉人に焦しよう点てんを当てる。そしてコガネンを復活させるなどの案が出ました。


    　それぞれ一長一短があるとは思いますが、そのなかでもコガネンの復活は実現の可能性が高いように思えます。回答者のなかにも思い入れの強い者もおりますので、僕たちもコガネンの中の人の悩みを解決して、コガネン復活に協力できればと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「いつだってピンチを救ってくれる。それがヒーローだよ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　兄が就職に成功したのはいいのですが、実家離れがなかなかできません。どうしたら自立してくれるでしょうか？


    
      （安やす永なが 大だい樹き）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    熊の子どもが親離れできないとき母熊は隙すきを見て逃げ


    出すそうだ。お兄さんの隙を見つけて引っ越してしまえ！


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    劉りゆう備びは自分の子どもといえども、


    邪魔になれば容よう赦しやしませんでした。


    隙を見つけてお兄さんを馬車から捨てましょう。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    引退のセレモニーを。


    お兄ちゃんに花束を渡して実家を引退してもらおう！


    最後は手を振りながら実家を一周だ！

  



  
    【相　談　４「友達が信じてくれない」】　南みな瓜うり 雨あめ次じ


    



    　地球外生物研究クラブで野外活動中に空に何か浮かんでいるのを見つけたんです。


    　よく見るとそれは、なんとＵＦＯじゃありませんか！


    　僕は興奮して思わず近くにいた友達のＨに見たことすべて話したのですが、あいつはまったく信じてない様子で笑ったんです。


    　同志として驚くはずのところをあいつは……。


    　あいつを見返してやるにはどうすればいいでしょうか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：見間違いだ。おそらく人工衛星または金星を誤認したのだろう。

    


    [image: ]


    ふみ：リアクションできない深い理由があるのです。実はお友達が宇宙人なのです。
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    いくみ：声が出てないんだ！　本気が伝わってない。友達の家の前で信じてもらえるまで「ＵＦＯを見た」と叫び続けるんだ。

  



  
    　飯いい田ださんからの相談はまだ届いていなかった。


    　とりあえず、メールで残っていた相談に回答して、通常どおりの活動も行おこなってもらう。


    　街に出て相談を探すのもいいと思うけど、部室に集合して、生徒から寄せられた質問に答えるのがやっぱり基本なのだ。


    「みなさんはＵＦＯとか信じますか？」


    　この相談に一番興味がありそうなのはふみだった。学校の七不思議も暗記してたし、オカルトっぽいことに興味があるようで、ＵＦＯの話にもどことなくうれしそうだ。


    「ＵＦＯかぁ、私はびみょーかな。ちょっと子供っぽくない？」


    「ヒーローは信じているのにですか？」


    　いくみの答えにふみが目を丸くする。


    「あれは、まあ、本当にいると思ってるっていうか、大切な存在っていうか……」


    　ばつが悪そうに答えるいくみ。もしかしたらコガネンはいくみにとってちょっと変わった形の初恋みたいなものなのかもしれない……。


    「もちろん梨り乃のさんは信じないですよね？」


    「定義通り、未確認の飛行物体は存在するだろうが……。宇宙人の乗り物としてのＵＦＯが存在して、それが地球に来ていると思っているのか？」


    　梨乃の口く調ちようがすでに不機嫌そうだ。梨乃は占いとか超能力とか非科学的な話題にはどうしても感情的になってしまうのだ。


    「私は見たことないですけど、きっといると思いますよ。梨り乃のさんは信じないのですか？」


    「信じる信じないで語る時点でおかしい。むろん地球以外の惑星に生命がいることは必然だと思うが、地球に円盤型の乗り物で来たりはしていない。そもそも宇宙人といいながら、フォルムは地球の人間から想像できるレベルのものばかりだし。ナンセンスだ」


    「梨乃は私の超能力も信じてくれなかったしっ」


    　いくみは以前スプーン曲げを僕たちの前で実演してくれたのだが……。


    「いくみの超能力は、たんなるおもしろい顔ではないか！」


    「顔は関係ない。曲がったじゃん！」


    「だれも曲げた瞬間を見ていないのだから、超能力だとは限らない！」


    　たしかにスプーンは曲がったのだが、顔がおもしろすぎて誰もいくみの姿を正視できず、結局真相はわからずじまいだったのだ。


    「とにかく相談者の見間違いだ。今後は、笑われないように科学的に正しい発言を心がけるがいい」


    　梨乃はそう断言して話を終えてしまう。とりつく島がないとはこのことだ。しかしふみにとっては夢のない言動だと思えたのか、しつこくくいさがる。


    「じゃあ梨乃さんは、なになら信じられるのですか？　幽霊は？」


    「ありえない！」


    「前世はどうです？」


    「ありえないし、覚えてない前世など定義自体がナンセンス！」


    「予知能力はどうです？」


    「そのうち量子コンピュータが実現してくれるだろう」


    「じゃあ、じゃあテレパシーは？」


    「……人間ではありえないが、イルカやクジラのコミュニケーションはある意味テレパシーのようなものだな」


    「やっと認めてくれましたね。テレパシーだけ」


    「認めてはいない。動物のコミュニケーション能力の多様性を認めただけ。そもそも情報伝達手段として音声で十分ではないか。テレパシーなど必要ない。映像通話機能すら、いまいち浸透しないのに」


    「つまらない女子だよ。これじゃペットのうずらも可か哀わい想そうだよ」


    　いくみが梨乃に聞こえるようにつぶやく。


    「なにがつまらないのだ！　うずうずは関係ないだろ」


    「だって意味がないとかコンピューターがどうとか、夢がないよ」


    「あるではないか。量子コンピューターの夢が！　テレパシーより夢がある」


    「テレパシーだって夢はありますよ。テレパシーが使えるのだからお互いがお互いを認識しあいますよね。私たちの知らないところでテレパシー能力者だけの集まりとかあるはずです」


    　ふみはそう言うとテレパシー能力者の集まりがどのようなものか語り始める。


    



    　哲てつ也やが初めて自分以外のテレパシー能力者に気づいたのは高校の入学式だった。


    　体育館で初めて耳にする母校の校歌。その単調なリズムとは別に次々と脳に直接響きわたる新しいクラスメイトたちの思念の波。


    「たいくつだな」「彼女できるかな」「おなかいたい」


    　人がたくさんいる場所は苦手だ。哲也は押し寄せる思念の波によって少し気分が悪くなっていた。早くこの場から解放されたい。そんなことを考えていたときだった。


    　──あら、新入生にテレパスがいるわ。


    　これまで聞いたことのないはっきりと澄んだメッセージが哲也の脳に届く。清らかな鈴の音ねのような響き。


    　テレパスの距離と位置がなんとなくわかる。体育館の正面、壇上からだ。これから挨あい拶さつしようとしている生徒会長桐き生りゆうみゆきが小さく僕に手を振る。


    　──入学式が終わったら生徒会室にいらっしゃい。


    　また澄んだメッセージが哲也の脳に響いた。


    



    　会長のテレパシーにいざなわれて生徒会室に入ると、そこには驚くべき光景が広がっていた。


    　勢ぞろいした生徒会役員。


    　会長、副会長……全員の役職はわからないが輪を描えがくように配置されたイスに座っている。全員無言。しかし音声で言葉を交わしていないだけで、活発な情報交換が行おこなわれている。そう生徒会役員全員がテレパスだったのだ。


    



    ──じゃあ、今日きようのテーマについてなんだけど。


    ──引き続き迷惑テレパシーについて。


    　──私のところにこんなテレパシーがいっぱい送られてくるの超うざいんだけど。転送テレパシーするね。


    



    　特別テレパシーのお知らせ。


    　貴方あなたに［ななこ］様よりテレパシーが届いております。


    



    　とつぜんのテレパシーごめんなさい。ななこ（43）です。


    　じつは私って、とってもエッチでセレブな熟女エスパーなんです。


    



    　恥ずかしいですけど、いま、私、誰とでもテレパシーしたい気分なの♡


    



    　もちろんお金には困ってないので謝礼はこちらからお支払いします。


    



    　もりあがってきたらテレパシーだけじゃなく、お互いを透視しあったり……、そして、最後にはサイコキネシスで貴方あなたのスプーンをぐにゃぐにゃにしちゃうかも♡


    



    この続きはこちらにテレパシーをお願いします。


    出会い系テレパシー倶く楽ら部ぶ～わくわくテレパス～


    登録無料、テレパシーし放題、さくらエスパーは一切なし。


    登録エスパー百万人突破国内最大の大人のエスパーの交流サイトです。


    ※プレミアムエスパー登録料金は別途八十万ほどかかります。　


    無料登録後、十秒で自動的にプレミアムエスパーに登録します。


    支払いがない場合、暴力エスパーによる恫どう喝かつテレパシーがひっきりなしに送られてきます。


    



    　その後も、ひっきりなしに能力者特有の悩みが飛び交う。能力者の将来について、テレパシー以外の能力者との交流についてなどなど。


    　どうやら生徒会を隠れ蓑みのにテレパスがひそかに情報交換を行おこなっているようだ。


    　──どう？　哲てつ也や君。これが生徒会の本当の姿。一年では私たちの仲間になる資格があったのはあなただけみたいね。よろしくね。将来の会長さん。


    　生徒会長のメッセージが脳内に届く。グラスに入った氷が転がるような。そんな響き。　


    ──あっ。大丈夫です。


    ──えっ？　なにが大丈夫なの？


    ──僕、こういうのいいっす。面倒そうなんで。


    　哲也は生徒会への参加を断ことわったのだった。そう哲也はテレパスでもあり、面倒くさがりでもあったのだ。


    



    「……といった感じの出会いと別れがあったりすると思うんです」


    「長いよ！　不安になる長さの妄もう想そうだよ。一瞬終電を逃のがすことも覚悟したよ！」


    　僕はようやく話し終えたふみに満まんを持じしてつっこむ。


    「私が言いたいのは、こんな感じで、人にはいろんな人生があるから、想像力を働かせてみては？　ってことです。きっと相談者さんのお友達にもＵＦＯに関する人に言えない事情があるのかもしれないんです」


    　むしろたとえが長すぎて言いたいことが伝わらない珍しいタイプだ。


    「ふみの話はややこしいんだよ。それに大事なのは相手じゃなくて自分でしょ。まずは自分の気持ちが伝わることが大事なんだよ」


    「それはそうなんですけど。そう簡単にはいかないですよ」


    「簡単だよ。声を出せばいいだけ。自分が本気なことを見せつけてやればいいんだよ」


    「だからといって、人の家の前で叫んでは捕まってしまいます」


    「宇宙人だって、よく捕まってるだろっ！」


    　よくわからない反論をするいくみ。


    「いくみさんの言いたいことはわかるのですが、声を出すだけでは……」


    「ふみ、信じてないね。じゃあふみのしたいことはなに？　いま思ってることを声に出してみて」


    「あの……お腹が……すこし空きました」


    　ふみが恥ずかしそうに、うつむきながら答える。……ふみ、お腹空いてたんだ。


    「なに？　伝わらない。声が小さいよ。もっと大きな声で！」


    　いくみはふみの何倍も大きな声で答える。


    「お腹が空きましたっ」


    「ぜんぜん。伝わってこない。もう一回っ！」


    「お腹が空きましたぁっ！」


    「はい。伝わった。ほらっ。よっちゃんイカ！　あげる」


    「あ、ありがとうございます……」


    　いくみによっちゃんイカを手渡され、なんともいえない表情を浮かべるふみ。


    「どう？　声を出せば、出てくるんだよ。よっちゃんイカが」


    「いくみさん。なんというか、それは、さじ加減ひとつでどうとでもなってしまうのでは？」


    「まだ、わかってないね」


    「わかるもなにも、いくみさんがよっちゃんイカをくれただけじゃないですか。おいしいですけど」


    　よっちゃんイカをほおばりながらも、まだ食い下がるふみ。


    「ふみはまだまだわかってないね。仕方ない。さあ、外に出て声出しだっ。みんな声出していくぞっ！」


    　いくみは大声をあげなから、元気よく部室を飛び出す。


    　しぶしぶ梨り乃のとふみもそれにしたがって、部室の外へ出て行く。


    



    「なにやってるのさっ！」


    　いくみの声出し一発目は意外なセリフだった。


    「おやおや、お悩み相談コーナーのみなさん。こんなところで、奇き遇ぐうだね」


    　部室の外に出た僕たちを出迎えるように男子生徒が現れる。


    　第一新聞部の部長、浅あさ野の浩こう太ただった。


    　一時はお悩み相談コーナーをパクって、合宿まで邪魔したワガママかつ強心臓な男だ。


    「あっヘンタイの人。なんの用だよ？」


    　いくみは露骨に敵意をむき出しにして言う。


    「失礼な。ヘンタイじゃないよ。普通だよ。自分の性欲をはっきりとした形で表に出しているだけださ」


    　浅野は悪びれることなくむしろ胸を張って答える。


    「で、なんの用？　パンツならここにはないぞ！」


    「パンツを探してここに来たんじゃないよ。それに僕が欲してやまないのは体操着だよ」


    　いくみの鋭するどい視線にも浅野はたじろぐことはない。


    　浅野はそう言いながら、カメラをお悩み相談ＢＯＸボツクスがあった場所へと向けるとシャッターを切る。壁に残る黒ずみや、部室の周囲の様子を綿密に撮影しているが……。


    「まさか第一新聞部でも犯人捜しをするつもりじゃ？」


    　僕の問いに浅野はにっこりと微笑ほほえみを返す。


    「別に第一新聞部が調査したっていいだろ。学校で起こった事件なんだから、君たちだけの事件じゃない。それに第二新聞部の部室の前で起こった事件の真相を第一新聞部が解き明かしたら、なかなか赤っ恥だろ」


    　浅野はそう言うと少しずつ角度を変えながらシャッターを連写する。


    　浅野……なんて奴やつだ。もしかして、まだ第二新聞部を潰つぶす野望を捨てていないのか？


    「ちょっと、勝手に撮っちゃだめだよ！　うちらの焦こげなんだから」


    　いくみが炎上跡あとの前に立ちふさがって、浅野の撮影を阻はばむ。


    「ちょっと、それはワガママじゃないかな。ここは学校の施設なんだから、誰のものってことはないだろ」


    「ダメだよねえ？」


    　いくみが僕に尋ねる。


    「うーん。撮ってほしくはないけど、止める権利もないかな……」


    「だろ。ここは穏便に撮影させてよ」


    　浅野は当然だと言わんばかりの表情で、改めてカメラを構える。


    「ダメだ」


    　いくみが、浅野の構えたカメラの前に立ちふさがる。


    「なんで。だから、ここは学校の施設だって」


    「……声が出てない」


    「え、なに？」


    　さすがの浅あさ野のも動揺しているようだ。


    「どうしたいのか。大きな声で言ってみて」


    「さ、撮影させてほしいんだけど」


    「伝わらない。もっと大きな声で！」


    「カメラで撮影したい。壁の写真と、ついでにパンチラ写真も！」


    「はい。伝わったっ。ふみのパンチラ撮っていいよ」


    「勝手に伝わらないでください！」


    　許しを得たとばかりに、えげつない角度でふみにレンズを向ける浅野。そのレンズからふみは必死に逃げ回り、ついには梨り乃のの背中に隠れてしまう。


    「あんまりふざけていると、先生に報告して、本当に撮影できなくするぞ」


    　梨乃はふみをかばいながら浅野を睨にらみつける。


    　その表情から本気を感じたのか、浅野はカメラをふみに向けるのをやめる。


    「まあ、まあ落ち着いて。ちょっとした、冗談だよ。ここは穏便にいこうじゃないか」


    　浅野は困ったような表情を浮かべる。


    「では、今日きようのところは撮影はやめて帰ってもらえるかな。ふみがおびえている。もしかしたらＰＴＳＤかもしれない」


    　そこまで言うほどおびえているようには見えないが……。梨乃なりに、第二新聞部に気をつかって、浅野を遠ざけてくれているのだろろう。


    「わかった、わかった。じゃあ、交換条件。重要情報を教えてあげよう。その分、撮影させてもらう。それでいいだろう」


    　浅野の提案に、梨乃は腕組みして考え込んでしまう。


    「どうする？」


    　梨乃は判断を僕に委ゆだねる。現場の写真を撮影許可する代わりに重要情報か……。


    「わかった。交換条件を受けよう」


    　僕の言葉に浅野はうなずくと、ポケットから紙切れを取り出す。なにかスケッチブックの切れ端のような厚手の紙だ。


    「事件当日、不審な人物がいなかったか聞き込みをしてね。当日このあたりをうろうろしていた怪しい生徒がいたらしいんだよね」


    「興味深い情報ではないか」


    　梨乃は浅野からまともな情報を得られて少し驚いているようだ。


    「誰かまではわからないけど……美術部の部長に証言を元に似顔絵を書いてもらったんだよね」


    　スケッチブックの切れ端を受け取る梨乃。ふみも梨乃の肩越しにそっと似顔絵を覗き込む。


    「これはっ…………ほがらかくんではないか！」


    　苦く悶もんにゆがむ表情、なにかを叫んでいるように大きく開かれた口。梨り乃のの言うとおり、以前僕たちがマスコットキャラクターに採用しようとしたほがらかくんにしか見えない。


    「なぜ、犯人が架空のキャラクターなのでしょうか？」


    「単に美術部の部長は描かき分けがまったくできないのだろう」


    　ふみと梨乃もあきれた様子で似顔絵を眺めている。


    「ふふふ。勝ったな……いつまでもほがらかくん似の男でも捜してるがいいよ」


    　いくみは似顔絵を見終えると誇らしげに胸をそらす。完全に勝ち誇っている。


    「おや、その様子だと第二新聞部はもっと捜査が進んでるってことかい？」


    「ふふん。当たり前だろ。なにせこっちには正義のヒーローがついてるからね」


    「よくわからないけど、ってことはあのことに気がついてるのかな？」


    　浅あさ野のがいくみを試すような笑みを浮かべる。


    「あのこと？」


    「捜査が進んでるんだったらもちろん知ってるだろ。あれを」


    「当たり前だよ。これだろ、この焦こげがＨＨＨ団のマークになってるんでしょ！　知ってるさっ！」


    　いくみは例の焦げ跡あとを指差す。


    「ああ……なるほどねえ。おもしろいね」


    　しげしげと焦げ跡を覗き込む浅野。いくみ……完全にひっかけられてしまった……。


    「ダメですよ。いくみさん。教えちゃ」


    「えっなに私だまされたの？」


    「ありがとういくみちゃん」


    　浅野がいたずらっぽく微笑ほほえむ。


    「よくもっ。でも負けないぞ。この事件は私たちが解決する。絶対に先に犯人を捕まえてみせるからな！」


    「じゃあ、競争だね。正々堂々と勝負しようよ」


    「望むところだ！　勝つのは私たち！　犯人を捕まえるぞ！」


    　いくみは相変わらず、声だけは出していた。


    　なぜか犯人捜しで競争をすることになってしまった……。競争もなにも、犯人なんて見つけられるとは思えないのだが。なにより浅野が絡むときは面倒なことしか起こらないし……。


    　僕は誰にも聞こえないよう小さくため息をついた。

  



  
    【回　答】


    



    　お友達は本当のところＵＦＯの存在を信じていないか、もしくはＵＦＯに悲しい思い出があって、ＵＦＯの話をされるとトラウマをえぐられてしまうのかもしれません。


    　もしどうしても気持ちを理解していただきたいのであれば、声をもっと出していくべきだとの意見もでました。自分の本気が伝わるまで、心の限り、思いをこめて叫んでみるのもいいかもしれません。


    　逮たい捕ほされない範囲でですが。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「さじ加減ひとつでどうとでもなってしまうのでは？？」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　この前、親に引きこもりとか言われました、ネットばかりしてるわけじゃないのに。


    
      （阿あ部べ 矩のり行ゆき）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    引きこもりこそテクノロジーが生んだ未来のライフスタイル。もっと引きこもるべき。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    達だる磨ま大師は洞どう窟くつに九年間こもりました。引きこもりながらも、たまに「あっ悟りそう」とつぶやけば文句は言われないはずです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    きっとひ弱なイメージを持たれているから引きこもりと言われちゃうんだ。鉛なまりのマウスを使って腕の筋肉をムキムキにしちゃえ！

  



  
    【相　談　５「女に好かれない」】　三十五歳　飯いい田だ 浩ひろ之ゆき


    



    　どうも女に好かれません。こっちとしてはそれなりに気をつかっているつもりなのですが、全然感触がありません。ぶっちゃけモテたいですが、モテないにしても女に嫌われないくらいにはなりたいです。最悪、定期的に肉体関係を持てる女くらいはキープしたいです。自分は結構トークも立つほうで、おもしろいこととか言って、友達にはウケたりするのですが、不思議と女にはウケません。むしろウザがられている気がします。


    　絶対盛り上がる鉄板トークテーマベスト５も開発して、準備万端なのですが、それも最近は効果が薄れてきた気がします。ＪＫの意見も取り入れて最新の盛り上がる鉄板トークテーマベスト５をつくりたいです。

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：会話の中にそこはかとない知性があれば笑いは必要ない。

    


    [image: ]


    ふみ：楽しませようとしてくれている気持ちは伝わっているはずです。

    


    [image: ]


    いくみ：実はコガネンだったことをちょっとバラせばモテモテ間違いなし。

  



  
    　翌日、喫茶店のマスターからメールが届く。約束どおりコガネンの中の人、飯いい田ださんから相談を聞いてきてくれたようだ。


    　どうやら現在のコガネンは女性に好かれていないらしい……。


    　しかも、ちょっとずうずうしさを感じる文面。そこからはヒーローらしさは微み塵じんも感じられない。


    「飯田！　なんでこんなことで悩んでいるんだ。飯田はあくまで仮の姿だけれども、こんな相談を送ってくるなんて……。地球の平和についての相談かと思ってたのに……」


    　いくみがプリントアウトしたメールをびりびりと破り捨ててしまう。


    　相当がっかりしているんだろうけど……。中の人が飯田さんなことを知っているくせに、かたくなに認めないせいで悔くやしがり方が、ややこしい。


    「まあまあ、中の人は普通の男性なのですから、過か剰じような思い入れはむしろ可か哀わい想そうですよ」


    　ふみががっくりと肩を落とすいくみをなぐさめる。


    「正義のヒーローなんだぞ。なんでモテるとかそんなこと考えてるのさ」


    　いくみがショックを受けているところ申しわけないが、このメールにはまだ続きがあった。相談のメールに添付ファイルがあったのだ。そうコガネンの鉄板トークテーマだ。


    　僕はそれをプリントアウトしたものを三人に見せる。


    



    俺おれの鉄板トークテーマ　ベスト５


    



    ５　お風ふ呂ろに入るときどこから洗う？


    ４　ＳかＭかでいったらどっち？


    ３　うんこ味のカレーか、カレー味のうんこ食べるとしたらどっち？


    ２　いくら払えばパンツ見せてくれるか？


    １　ゴリラと素手で戦うならまずどこをねらう？


    



    　さっきまでいくみを励はげましていたふみが部室の畳の上に倒れ込んでしまった。


    　どうやらあまりの下品さにショックを受けたようだ。


    　すごい……。すごい酷ひどさだ。


    　これでベスト５って、ベストじゃない会話はどうなっているんだ……。


    「なぜ、ベスト５のうち４つが下ネタで、残りひとつがゴリラとの戦い方なんですか……」


    「……頑張って盛り上げられそうかな？」


    「ちょっと無理かもしれません。軽く読んだだけでめまいが……」


    　ふみは目を伏せたまま何度もため息をつく。


    　いくみも憧あこがれのヒーローがセクハラ＆ゴリラの話について悩んでいるとなったらさぞかしショックを受けているだろう……。


    「ゴリラは上半身がすごいからローキックから入るべきだよね　それからウンコ味のカレー！」


    　普通に話題に乗っかってるし！


    「なんで普通に答えてるんだよ！」


    　いくみは僕につっこまれてもポカンとしている。なにがおかしいのかわからないって感じだ。


    「えっ？　なにが？」


    「いくみさん。このベスト５は下品すぎですっ！」


    「そう？　正直おもしろそうな話題ばっかりだと思ったんだけど。むしろ飯いい田だを見直したよ。ねえ梨り乃のも盛り上がりそうな話題だと思うよねえ」


    　梨乃がいくみの目をじっと見つめたあと。真顔で首を静かにゆっくりと左右に振る。


    　絶対に無理だとの強い意志を感じる。


    「ここまで下品だと、なぜこんな話題がしたいのか、むしろそっちに興味がわいてくる。どういう脳のメカニズムなのだろう……」


    　梨乃はじっとプリントされたトークテーマベスト５を見ながら考え込んでしまう。


    「赤あか松まつさんもやっぱりこんな話題が好きなのですか？」


    　ふみが僕の顔を覗のぞき込んでいる。


    「い、いや、どうかな……」


    　即座に否定すべきなのはわかっているが、自分の心にほんの少しだけ、否定しきれないものを感じている。ウソをついて自分だけ助かって、相談者を悪者にしていいものだろうか……。


    「まあ、下ネタの楽しみも、理解できないことはないというか……」


    「で、ふみはお風ふ呂ろでどこから洗うの？」


    「いくみさんやめてください！」


    「なんで？　いいじゃん教えてよっ」


    　いくみはまったく躊ちゆう躇ちよがない。ノリノリである。


    「そんなこと知ってどうするのです」


    　ふみは顔を真っ赤かにして、目を伏せてしまう。


    「別に知ってもしようがないけど、あれでしょ。恥ずかしがらせるのが楽しいんでしょ。ねえ、赤あか松まつっ」


    　ここで僕にパスするか！　まあそれが正解なんだろうけど、なんでいくみまでこっちサイドなんだ。飯いい田ださんの下品さにがっかりしてたのはなんだったんだ。


    「じゃあ、いくみさんはＳかＭかでいうとどっちなんですっ？」


    　ふみが顔を真っ赤にしながらもいくみに対抗する。一方的にいじめられたのが悔くやしかったのだろう。


    「ふみをこうしていじめてる時点でわかるでしょっ。ねえねえ、どこから洗うのさ。ねえねえ」


    　執しつ拗ようにせまるいくみ。セクハラするおじさんそのものだ。


    「そ、それはむ、胸……」


    「あの？　相談者はこのトークで失敗してるって話だから。別に実じつ践せんしなくていいから」


    　僕はふみに助け船を出す。あまりにも追いつめられていて可か哀わい想そうだ。


    「なんだよ。ちょっと試しただけじゃん。思ったより盛り上がるね」


    「盛り上がってません！　ぞっとしました！」


    　ふみがうらめしそうにいくみを睨にらんでいる。


    「よし、お試し終了。じゃあ気分を切りかえて、ここからが本番」


    　セクハラでダメージを負ったのはふみなのに、なぜかいくみが気分の切りかえを宣言する。


    「本番ってなにを……」


    　僕の言葉の終わりを待たずにいくみが意気揚よう々ようと宣言する。


    「超盛り上がる話題ベスト５をつくってあげようよ。このベスト５なんか相手にならない、圧倒的に盛り上がるやつを！」


    　ぐっと拳こぶしを握りしめ、それを高々と掲かかげる。しかし梨り乃のとふみは冷ややかな視線でその姿を見つめている。ちっとも乗ってきてない。


    「なんだよ。おーっ！　ってきてよ」


    「そもそも我々の普段の会話がすれ違い気味だと思うのだが」


    　梨り乃のが元も子もない発言をする。


    「すれ違ってないよ！　盛り上がってるよ。仲良し三人だよ！」


    「…………すまない」


    「おい、なぜそこで謝る！」


    　いくみと梨乃の温度差がすごい。


    「私たちの趣味が違いすぎて、どうしていいのかわからないことが多いですよね……」


    　ふみも梨乃に同調する。


    「だからこそだよ！　この三人で盛り上がれるならかなり使えるってことだよ」


    「もしそんな話題があると仮定すればだが」


    　梨乃がぼそりとつぶやく。


    「探せばきっとある。梨乃は理系だから、この中だと、やっぱりウンコの話題が好きそうだね」


    「失礼な！　この中で選ぶなら、まだゴリラではないのか！」


    「じゃあゴリラで盛り上がる話題を考えようよ」


    「ならばゴリラの知能がどの程度か議論しあうというのは？」


    「そんなのつまんないよ！」


    　梨乃の考えを即行で否定するいくみ。


    「ならばゴリラの絶ぜつ滅めつを防ぐための……」


    「つまんない」


    「ならば自分で考えたらどうだ！」


    　さっそく喧けん嘩かになってしまった。


    　こんなことで盛り上がる会話などつくり出すことができるのか……。僕の不安をよそに、とりあえず議論というか口喧嘩は続く。ののしり合い、いがみ合ったかと思えば急に仲良くなってころころ笑い合ったり……。うーん、喧嘩しているのか、本当におもしろい話題を開発することができたのか、よくわからない。


    「うん。とりあえずこんなところかな？」


    　いくみは満足げにうなずくと、僕に向かって新しい盛り上がるトークテーマを発表する。


    



    ５　ゴリラをまずどこから洗う？


    ４　ゴリラ味のカレーか、うんこ味のゴリラ食べるとしたらどっち？


    ３　パンツかカレーかでいったらどっち？


    ２　いくら払えばゴリラをカレーで洗ってくれるか？


    １　お風ふ呂ろと素手で戦うとしたらどこからパンツ？


    



    　ひどい、ひどすぎる……。この話題で盛り上がってる人を見たらまず間違いなく猛烈な不安を覚えるだろう。


    　なんであんなに議論してこんなことになってしまったのか……。うんこ味のゴリラってそもそもゴリラ食べるなよ……。


    「もう、いくみさん。自分の意見ばっかり採用しないでくださいよ！」


    「なんで？　盛り上がったじゃん」


    「盛り上がったというよりは、いくみさんの発言を必死にたしなめていただけなんですが……」


    「私があれほど提案したゴリラこぼれ話がまったく採用されてないではないか！　ニシローランドゴリラの学名がゴリラ・ゴリラ・ゴリラなのだぞ」


    　どうやら梨り乃のはゴリラのこぼれ話を披ひ露ろうしたようだが……それは普通の判断でも盛り上がる話題としては採用されないだろう。


    　ひとしきり、新トークテーマについて議論を交わし終えたときだった。


    「それで、この新しい盛り上がるトークテーマなんだけど、どうする？」


    　いくみがちらちらとふみを見ながら、ぽつりと言う。


    「それは、まあ、飯いい田ださんにお伝えしないと意味ないのではないですか？」


    　ふみは当たり前だという表情。


    「やっぱりそうだよね……」


    「あれ、やっぱりこのトークテーマじゃおかしいって気がつきましたか？」


    「そんなことはない。超おすすめトークテーマだよ！」


    　このトークテーマに自信があるのもどうかと思うが、自信があるわりに歯切れが悪い。


    「あれ、もしかしたら、飯田さんに会いたくないのですか？」


    「そんなことないけど……。コガネンとしてしか会ったことないから……」


    「行きましょう。いくみさん。直接伝えないと」


    　さっき、セクハラトークでいじめられたしかえしとばかりに、いたずらっぽい笑みを浮かべるふみ。


    　珍しくふみがいくみの手を取り、強引に立ち上がらせる。


    　こうして僕たちは再び商店街へと向かったのだった。


    



    　コガネンの中の人のお店は予想とかなり違った趣おもむきだった。


    　雑貨屋さんと聞いて、おばさんっぽい小物なんかを販売しているお店だと勝手に想像していたのだが、予想とはずいぶんと違っていた。アジアンなグッズがところ狭しと並んでいる。


    「あれ、なんだかエキゾチックですてきなお店じゃないですか」


    「ほんとうだ。なんだかかわいいのがいっぱいあるね」


    　いくみも狭い店内にぎっしりと並ぶ東南アジア風の小物や衣類に目を輝かがやかせている。


    「こんな感じのお店の方だと、セクハラトークテーマも東南アジアのしきたりかと思って許せてしまいますねえ」


    　ふみ、それは違うと思う。ふみは育ちがよくて上品なのにどこか隙すきがある。


    「いらしゃい……」


    　相談者でもあるコガネンの中の人、飯いい田ださんが現れたのは僕たちが店内に入ってかなりの時間が経過してからだった。


    　気だるそうに伸びきった髪で覆おおわれた頭をぼりぼりと搔かいて、レジのあるカウンターの前へと座る。年齢は三十五歳くらいだろうか。


    「もしかして、飯田さんですか。その、コガネンの仮の姿の……」


    　ふみがいくみをちらっと見ながら飯田に話しかける。いくみはその様子を梨り乃のの背中に隠れて遠巻きに見ている。


    「ははっそうだよ。人生相談の人？　おや、いくみちゃんまで。ごめんね、この前は。いまさらポイント貯めて『秘密結社を倒して！』なんて言われて、びっくりしちゃって」


    「いいよ……。五ポイントは握手のポイントだから。秘密結社を倒すポイントじゃないし」


    　いくみも悪かったと思っているのか、ばつの悪そうな表情だ。


    「ははっ。そうだね。そういうことにしようか。秘密結社は五ポイントだけじゃね」


    「それで、コガネンはどんな活動だったんですか？」


    　ふみの質問に飯田さんは腕組みしてしばらく考える。


    「あれね……。きつかったなあ」


    　飯田さんにとってはイヤな思い出のようで苦笑いを浮かべながらその当時のことを話し始める。


    「商工会でこの商店街を活気づけようってことだったんだけどね……。いろいろ雑でね。予算もなくて敵がふたりしかいなかったり……戦闘員Ａを倒すとすぐもうボスの怪人だったもん」


    　そう言うと自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「そこがリアルファイトって感じでよかったんだよ」


    　いくみがなんとかフォローしようとするが、本人はフォローされたくないようだ。


    「リアルだったかな。戦闘員Ａを倒した後、怪人倒して、時間余っちゃうからもう一回戦闘員Ａを倒してたりしたけど……」


    「そこから〝人はキック一発で戦闘不能にはならない。とどめはしっかり刺すべき〟って勉強になったよっ！」


    　なにを勉強しているんだ。とどめの刺し方じゃなくて普段の勉強頑張れよ。


    「そう言ってもらえるのはうれしいけど、ダメだったな……モテなかったし」


    「モテなかった？」


    　いくみが飯田さんの発言にあっけに取られている。


    「正直な話、モテたくて引き受けたんだよね。モテなかったなあ」


    　モテたくてヒーローショーを引き受けたのか……。万が一人気が出たとしても、正体を明かせないから永遠にモテないと思うが。


    「やめてよ。コガネンは私の憧あこがれだったんだから、モテたいとか夢が壊れるよ」


    「いやいや、その当時二十五の男性だよ。そりゃモテたいよ。このアジアン雑貨の店も森ガールとか言ってしまう判断力がゆるい女子にモテないかなと思って始めたんだから」


    　モテたくてアジアン雑貨なのか……。残念ながらお客さんはさっきからひとりも入ってこない。おそらくモテてもいないだろう。


    「ほかにもモテたくて、ピラティスを始めようとしたり、モテたくて山に籠こもって座ざ禅ぜんを組んだりしたけどちっともモテなかったよ。結局、ピラティスってなんなのかさえわからずじまいだったよ」


    「やめてくれよ！　正義のヒーローがピラティスしないでくれよ！　私もピラティスがなんなのかは知んないけど！」


    　いくみの悲痛な訴うつたえをちっとも意に介さず、飯いい田ださんはなおも自分のモテたさについて熱く語る。これまでにしてきたモテるための明後日あさつての方向への努力を切々とアピールする。


    「ねえＪＫたち。どうしたら俺おれはモテると思う？」


    　どうやら結局どうしたらモテるのかさっぱりわからないみたいだ……。


    　いくみは子どものころの夢が粉々に砕け散ったショックで肩を落としている。


    「まず、ＪＫ呼ばわりの時点で恐ろしいほどの警戒心をいだかせますが……。そもそもなぜそれほどまでにモテたいのですか？」


    　気落ちしたいくみの代わりにふみが答える。


    「モテたさに理由なんかないさ！　とにかくもうモテたい。ゆるそうな女をモノにしたい。この気持ちはピュアなものなんだよ」


    「脳の機能すべてが男性ホルモンに支配されているような人だな」


    　梨り乃のはまるで珍獣を観察するかのような目で飯田さんを見つめる。


    「さあ、ＪＫが考えた盛り上がる話ベスト５をくれ！　僕はＪＫの意見には耳を傾ける主義なんだ！」


    　飯田さんがすっと迷いなく手を伸ばす。ここまでくるとなんだか清すが々すがしい気分にすらなる。


    　僕はもうとっとと渡すものを渡して終わりにしてしまいたい気分になっていた。先ほどつくりたての新鉄板ウケるトークテーマベスト５を書きとめた紙をポケットから取り出す。


    「待って」


    　いくみがポケットからメモ用紙を出すのを制止する。


    「もう一度、コガネンショーやってくんないかな？　きっと商店街も盛り上がるし、子どもたちも喜ぶと思うんだよね」


    　いくみは飯田さんの目をまっすぐ見つめる。その熱意を感じとったのか、先ほどまでへらへらしていた飯いい田ださんの表情から笑みが消える。


    「ツルペタのＪＫ。いや、いくみちゃん、君の気持ちは十分に伝わったよ。それほどまでコガネンを愛してくれている人がいたなんて思いもよらなかった。本当にうれしかったよ」


    　中の人が新ベスト５を受け取ろうとしていた手をいくみに向かって差し伸べる。がっしりと握手するふたり。


    「じゃあ、もう一度やってくれるんだねっ！」


    「それは無理だ。モテないから」


    「なんだよっ！」


    「いまはまだモテたくてモテたくて必死なんだ。人の思い出なんかぶっちゃけどうでもいい」


    「バカ！　コガネンっていうか飯田のバカ！」


    　まさか断ことわられるとは思ってなかったのか、いくみはいまにも泣きださんばかりだ。


    「まあ待って。そうそう、僕というか、コガネンからいくみちゃんにプレゼントがあるんだよ。この前、せっかくポイントを貯めてくれたのに、喧けん嘩かしちゃったからね。そのお詫びのしるしだよ」


    「グッズくれるの……？」


    　すぐに機嫌が直ってしまった！


    　飯田さんはにっこりと微笑ほほえむと店の奥へと消えていく……。


    「これなんだけどね。けっこうレアだと思うよ」


    　飯田さんは五分ほどで戻ってきた。手にはそのレアグッズとやらが……。


    　それはコガネンのスーツだった。


    「これコガネン本体だよね」


    「そうだよ。レアだろ」


    「でもこれもらっちゃったら……もうコガネンに……」


    　戸惑いの表情を見せるいくみ。さすがに受け取りづらいのか、まごまごしている。


    「いいんだよ。いくみちゃんも、もう子どもじゃないんだから、ヒーローに頼っちゃダメだ。コガネンにもらった勇気を武器に自分で戦うんだ。だから秘密結社の件は自分で解決してほしいって。本格的な事件を持ち込まれても、正直キツいし」


    　中の人は優しい笑え顔がおを浮かべて、そっとコガネンスーツを手渡す。


    　それを大切そうに胸に抱きしめるいくみ。


    　いいシーンっぽいけど。体ていよく面倒なことから逃げているだけのような気がしてならない。だからスーツあげるってだけの話だ……。


    「ありがとう、大切にするよ」


    「コガネンスーツは洗濯すると奇跡的なレベルで縮むからドライクリーニングに出すんだよ」


    「わかった。でも、これは記念でもらうんじゃないよ。ちゃんと二代目コガネンとして受け取るんだから」


    　いくみの目にいつもの挑戦的な輝かがやきが戻っている。


    「いくみさん。すばらしい決心です」


    　ふみの言葉に力強くうなずくいくみ。


    「うん。この商店街の平和は二代目コガネンが守るよ」


    　そう言うと受け取ったスーツを僕に手渡す。


    　なんで僕に手渡す!?


    「頼んだぞ二代目！」


    「なんで僕が！」


    「コガネンは男って決まってるだろ」


    「知らないよ！」


    「やってあげたらどうです？　いくみさんのためにも」


    「イヤだよ。なんで僕が……」


    「赤あか松まつはコガネンの才能ある気がする！」


    「そんな才能いらないよ！」


    　僕といくみは二代目になるならないの押し問答を続ける。


    「大丈夫。なれる！」
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    「なりたくないんだよ！　ねえ、梨り乃のも……」


    　このまま一対一だと、なんの進展もない。ここは梨乃かふみに間に入ってもらって……。


    　梨乃とふみはすっかりコガネンからアジアン雑貨に興味を移していた。


    「梨乃さんなにか欲しいものあります？」


    「私はこれといって……アクセサリーとか興味がないから……」


    　梨乃は目の前に並ぶアクセサリーや小物、お香などを見て少し戸惑った様子だ。


    「これなんてかわいいですよ」


    「用途がわからないのだが……」


    「ブレスレットじゃないですかね。つけてあげます。あら似合いますよ」


    「うむ……。かわいい可能性が高い……」


    　なに普通にきゃっきゃとショッピングを満喫しているんだ！


    「あの、僕二代目コガネンにされそうになっているんだけど」


    「このネックレスも素敵ですよ。梨乃さんは綺き麗れいな黒髪だからアジアっぽいアクセサリーがとっても似合いますね」


    　ふみが梨乃の黒髪をかきあげると背中に回って、今度はネックレスをつけてあげている。


    「ふむむ……なるほど、これもまたかわいい可能性が極大に……。だが私に使いこなせるだろうか……」


    「ちょっと……」


    「このごっつい指輪は？　かわいいし、いざというときメリケンサックにもなるぞ」


    「なんでいくみまでショッピング組に移籍してるんだ！」


    「赤あか松まつさん。少し待ってください。女子の買い物に楽しくつきあってくれる男子はモテると思いますよ」


    　ふみ……。なんで僕をモテるで丸めこもうとしているんだ。モテたくて必死なのは僕ではないんだけど。とはいえ、モテると言われて断ことわる勇気もない。ここは女子の買い物をぼんやり眺めて待つしかなさそうだ……。


    「赤松さんにはこの変な箱などどうでしょう？　燃えてしまった相談ＢＯＸボツクスの代わりになるかもしれませんよ」


    　いちおう気をつかって僕用のものも見つくろってくれる。ド派は手でなガネーシャのイラストが描えがかれた木の箱。はじめから変な箱と呼ばれているだけあって、かなり変だが……。


    　まあ変な箱だけど、相談ＢＯＸがないよりはマシか……。


    　僕が変な箱の値段を確かめようと手に取ったときだった。


    「そうか、箱だ」


    　梨乃がジャラジャラとブレスレットだらけになった手をパチンと叩たたく。


    「なにが？　この箱気に入った？」


    「そうじゃない。相談ＢＯＸボツクス自体を燃やさなければいけなかったのだ」


    「なんの話？」


    「相談ＢＯＸの中に燃やさねばならないほど都合の悪い相談が入ってたのではなく、相談ＢＯＸそのものが都合の悪いことになってたのかもしれない……部室に戻ろう」


    　大量のアクセサリーですっかり無国籍なビジュアルにもかかわらず、梨り乃のが真ま面じ目めな表情を浮かべている。


    「あの、すいません。そろそろ学校に戻らなきゃいけないので、買い物は改めて」


    「いいよ。いま持ってるのあげるよ」


    　中の人が唐突にそんなことを言い出す。


    「でも……けっこうな量ですし」


    「いいんだよ。ＪＫの盛り上がるトークテーマももらったし、それにコガネンの二代目就任祝いだ！」


    　お代はこれで十分といいたいのか、新トークテーマベスト５が書かれたメモを人さし指と中指で挟んでひらひらとかざしてみせる。


    「あの、さっき持ってたアクセサリー、プレゼントだって」


    「ほ、本当かいいのか」


    　梨乃が満面の笑みを浮かべている。


    「そんなつもりで持ってたわけじゃなかったのに、ラッキーだね」


    　いくみはいつのまにか、小こ脇わきにチャイナドレスと寝ね釈しや迦か仏ぶつを抱えている。


    　そんなの持ってなかったじゃないか！　もらえるって思った瞬間つかんだな！


    　僕は丁てい寧ねいに頭も下げながらも足早にお店を出る。


    　部室に戻る必要があるのも確かだが、新トークテーマベスト５を読まれる前になるべく遠くへと逃走したかったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　モテようとする強い気持ちはむしろ女子を遠ざけるようです。そして女子が遠ざかるとより一層モテたいとの気持ちは強くなる。こうしてモテへの気持ちがデフレスパイラルを呼び、そのスパイラルの生み出した悲しき副産物、それが盛り上がるトークテーマベスト５だったのではないかと思います。


    　とにかく盛り上がるトークテーマベスト５は下品すぎると一部の女性を除いて不評でした。今後は男性ホルモンの支配から逃のがれてもう少し上品なトークテーマを見つけてください。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「女子の買い物に楽しくつきあってくれる男子はモテると思います」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　ペットとして我が家で犬を飼うことになりました。名前をつけたいのですが、なにかいい名前はないでしょうか？　犬種はビーグル犬で、とってもやんちゃな性格で誰にでも懐なつくかわいい奴やつです。


    
      （村むら山やま 雄ゆう）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    ………………びぐびぐ。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    やんちゃで誰にでも懐なつく……呂りよ布ふちゃん。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    新しいお兄ちゃん！

  



  
    【相　談　６「浮気されているっぽいです」】　三年　岩いわ原はら さとみ


    



    　つきあって三か月になる彼氏がいるのですが、すっごくかっこよくて私なんかにはもったいないくらいの人なんです。


    　でも、もしかしたら浮気されてるかもしれません。


    　つきあったすぐはあんなにラブラブだったのに、最近はなんだかそっけないし、一時間に一度は来ていたメールのペースも落ちてきてるし。それにほかの女子を見る視線もちょっと怪しい感じなんです。でも「浮気してるの？」って聞いても当然、「してない」って答えられちゃうし。


    　すねるとあわてて優しくしてくれるんですが……。やっぱりモテる人だし……。浮気してるのかも……。


    　本当のことが知りたいんですが、どうしたらいいと思いますか？

  



  
    Answer's
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    梨乃：男性とは浮気する生き物。

    


    [image: ]


    ふみ：じっと目を見ればわかるはずです。

    


    [image: ]


    いくみ：尾行して証しよう拠こをつかみ、腕を折る。

  



  
    「悩み相談を行おこなう前に報告がある」


    　梨り乃のは炎上した相談ＢＯＸボツクスを僕に返却しながら言う。


    「ｐペーＨハーメーターで調べたら、強いアルカリ性の液体が付着した痕こん跡せきがあった。それに燃えてわかりにくくなっているが、ここを見て」


    　梨乃は検査用に切り取った部分の近辺を指さす。


    「あら、すこし溶けちゃってますね。本当にかすかにですけど」


    「おそらく水酸化ナトリウムの水溶液だ。誰かがこのＢＯＸに水酸化ナトリウムの水溶液をかけてしまったのだ。近くに生えていたオオバコが枯れていたのもおそらく溶液が付着したため。炎上させたのは中身を消すためではなく、ＢＯＸ自体を消すのが目的だったのではないか？」


    　いくみは梨乃の解説を口を真ま一いち文もん字じに結んで聞いているが……。


    「ふむむ……なるほど。……ぜんぜんわかんない。で犯人は誰？」


    　真剣な顔をしただけだった。


    「そんなにすぐにはわからない！　ただ、持ち出し禁止の薬品を持ち出せる人間である可能性が……」


    　梨乃の言葉を最後まで聞かずにすっくと立ち上がるいくみ。


    「化学の藤ふじ田た先生だな！　怪しいと思ってたんだ。あいつが悪の秘密結社の人で、お悩み相談ＢＯＸに火をつけたんだよ！」


    　藤ふじ田た先生は非常に地味な先生で、授業中も余計な話はせずに淡々と教科書を読み上げていくタイプ。なにを考えているのかわからないところはあるけど、でも教師がそんなことするだろうか……。ほがらか君に似ていないこともないが、そもそもほがらか君は苦く悶もんの表情が強すぎて似顔絵としては成立していない気がする。


    「いくみさん。どうするつもりですか？」


    「とっちめて、謝らせる！」


    「まだ藤田先生とは決まってませんよ。可能性の話です。早まった行動は慎つつしんでください」


    　ふみがなだめるが、なかなかいくみの興奮は収まらない。


    「私たちの相談ＢＯＸボツクスに火をつけられたんだぞ！」


    「孫そん子しにも『算多きは勝ち、算少なきは勝たず。いわんや算無なきに於おいてをや』とあります。まずはじっくり考えて、それから行動するのです」


    「むむむっ……ぜんぜん意味はわかんない。でも『いわんや』っていわれたら我慢するしかないか……」


    　いくみの納得の仕方はともかく、藤田先生の身長は百七十五センチ前後に見える。梨り乃のが靴のサイズから推測した身長に近い。それに革靴を履いているのも間違いない。


    　しかし確たる証しよう拠こはない。ふみの言うとおり、証拠がないまま先生を問い詰めたりするのは危険すぎる。現時点ではこれ以上は踏み込めない。


    「この話はここまでにしよう。まずは相談に集中しよう」


    　僕はいったん相談ＢＯＸ炎上の推理を中断して、まずは今日きようの相談に答えてもらうことにした。


    「なんでこんな勝ち組の相談にのんなきゃいけないのさ」


    　いくみがプリントアウトされた相談を見ながら口を尖とがらせて不満げに言う。


    　そう言われても、炎上した相談は廃棄になったし、メールの相談も使い切り、新たな相談がこれしか来ていないのだ。


    「まあまあいくみさん。別におつきあいしている人が勝ち組と決まっているわけではないですから」


    「浮気されてるもなにも、のろけてるだけじゃん！　こっちは箱を燃やされてるのにっ！　なんで、さらに彼氏の自慢をされなきゃいけないのさ」


    　ふみがなだめてもなかなか機嫌を直そうとしない。なおもぶつぶつ文句を言い続けている。


    「梨乃はどう思う？」


    　いくみはまだヒートアップ中なので、梨乃に話を振ってみる。


    「男性が自みずから遺伝子を残そうとすれば、なるべく多くの女性に求愛行動するのは本能としては理にかなっている……」


    「えっ。梨乃さんは男性の浮気はＯＫな方なんですか？」


    　ふみが驚きの声を上げる。僕も正直驚きだ。梨り乃のがそんな解放的な恋愛観を持っていたなんて……。


    「まさか。女性が男性の庇ひ護ごを独占しようとするのもまた本能。浮気など許さん！」


    　梨乃はなぜか僕を睨にらみつけながら言う。結局浮気を許さないのはわかったけど、なんで僕を睨む……。


    「そ、それで、う、浮気をしているかどうか確かめる方法なんだけど……」


    　浮気をしたわけでもないのに、睨まれるとなんだかあわててしまう。


    「それは浮気の定義による。物理的になにかしら接触があれば、証しよう拠こもつかめるが、気持ちの問題では確かめようがない」


    「目を見ればわかりますっ！」


    　ふみは力強く主張する。


    「そんなにはっきりわかるかな」


    「わかるはずです。ウソをついている人は目をそらします。ねえ赤あか松まつさん」


    　ふみが僕の目をじっと見て言う。


    「それは、人によるんじゃないかな。そらす人が多いと思うけど」


    　なんだか話の流れ上、僕まで目をそらしづらい。


    「おばあちゃんが言ってました。『色恋沙ざ汰たは目を見ればわかる』って、だからおじいちゃんを剪せん定ていバサミで突いたのは間違いではないって」


    「おじいさん、浮気したんだ……そしておばあさんの使用武器は剪定バサミなんだね」


    「突いたといってもヒザです。愛のある無む双そう奥おう義ぎ、超音速螺旋剪定いくつになってもおんなはおんなでした」


    　愛があっても奥義は出すんだ……。どこまで本当かわからないけど、とにかく、ふみにウソをつくときは目だけはそらさないようにしよう。


    「そうだ、梨乃さんウソ発見機ってありますよね。あれってどういう仕組みなんですか？　ご家庭でも簡単にできたりしないんですかね？」


    　ふみは急に思いついたのかぱちんと胸の前で手を叩たたく。たしかにご家庭でウソ発見機のようなものを作ることができたら、一気に解決だが……。一方話を振られた梨乃は「うーん」と小さくうめくと腕組みをしてしまう。


    「おそらくウソ発見機とはポリグラフのことを言っているのだろうが、そもそもあれはウソが発見できる機器ではないし、ご家庭では簡単には……」


    「ウソを発見する機械じゃないんですか？」


    「心しん拍ぱく数すうや脳波、体温の変化を記録しているだけで、ウソをついているからといって必ずしも心拍数や脳波に影響が出るとは限らない。脈みやく拍はくなどは訓練でコントロール可能だし、ウソをついている人間がウソをついていると自覚してなければなにも現れない」


    「でも普通の人はそんな訓練してないですよ。できないですかねえウソ発見機」


    　残念そうなふみ。その肩にそっといくみが手を添える。


    「機械に頼るな。それくらい人力でなんとかなるっ！」


    　また体力でなんとかしようとしているようだ。


    「人力でどうやるのです？」


    　不思議そうに小首をかしげるふみ。


    「みんなの力を合わせれば、なんでもできる！　赤あか松まつ、ここに座れ」


    　いくみは部室の中央に据すえられていたちゃぶ台をどけると、そこに僕を座らせる。いったいなにを始めようとしているんだ？


    「梨り乃のは脈みやく拍はくの係ね。赤松の脈拍をとって！　私は心しん拍ぱく数すうと体温」


    　そう言いながら、いくみが突然僕の胸に飛び込んでいる。


    「ちょっとなにを……」


    　問答無用で僕の左胸に耳をぴたりと当てるいくみ。さらにその体勢で右手を伸ばし僕のおでこに手を当てる。


    「さあ、梨乃、脈拍をっ！」


    「う、うむ……」


    　梨乃はいくみの勢いに負けたのか、おどおどしながらも僕の手をとると、そっと手首に自分の細い指を当てる。


    「じゃあ私は赤松さんの目を見ます。おばあちゃんの教えです」


    　ふみが僕の前に正座すると鼻と鼻がくっつきそうなくらい顔を近づけてくる。


    　胸の中にいくみ、梨乃が手を握り、そしてふみの顔がすぐそこに……。


    　これが人力ウソ発見機ということなんだろうけど……。


    　いいシステムじゃないか。これでウソが見抜けるかどうかさっぱりわからないけど、ウソが見抜けなかったとしてもいいシステムであることは決定だ。


    「じゃあ、質問。この前、ここに来たとき、うまい棒が一本減っていた。私はうまい棒の数はきっちり管理するタイプなのだ。赤松。私のうまい棒食べたでしょ！」


    　いくみが早速質問を始める。


    　うまい棒がなくなったのか？　どうでもいいけど、まったく心当たりがない


    「た、食べてないよ」


    「いくみさん。目が泳いでいます！　もうすっごく泳いでいます。バタフライです！」


    「うーむ。心臓もだ！　死ぬんじゃないのかって感じだ」


    「脈拍もハツカネズミのようなペースだ」


    「ウソついてるな！　食べたな私のうまいのを」


    「違うって！　ウソついてないって」


    　…………この状況で平静でいられるわけがないだろ！　質問の前から心臓といわず、すべての臓器がフルスロットルで誤作動を起こしてる状態だって！


    「じゃあなんだ、この心臓は？　おでこも熱いぞ！」


    「うむ。手のひらもすごい汗だぞ……。大丈夫か？　もしかして死ぬのか？」


    「死なないけど。あのねえ。普通こうなるって！」


    「そうか、ならばいいけど。それから、いくみ。まずは質問前の状態を記録しないと、比較にならないぞ」


    「よし、まず一回みんなで静かにしよう！　みんな、しぃーっ！」


    　梨り乃の、ふみ、いくみが黙りこむ。三人の視線が僕に集中する。


    　胸にはいくみ、手は梨乃、そしてふみの顔……。静かにされるとむしろ冷静でいられない。このすばらしい状況に意識が集中して、身体からだが反応してしまう。


    「いくみさん！　余計に目が泳いでいます。個人メドレーです！」


    「脈みやく拍はく数すうも依い然ぜん、上昇中だ……。一秒間に十六連射くらいしている。死ぬのか？」


    「心臓もむしろ速くなった！」


    　もう限界だ！　これ以上この状況を続けたら、エラいことになってしまう。本当に心臓がどうかなってしまうかもしれないし……。それに、もうモラル的なものを保っていられない！　それに下半身のオートパイロットで稼か働どうする部分が、もう……。


    「鼻血ですっ！　赤あか松まつさん大丈夫ですか！」
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    　ふみが僕の目の前で驚きの表情を浮かべている……。ついに鼻血が出たか。そりゃ鼻血も出る。出るがいいさ、鼻血っ！


    「むむっ……実験中止だな」


    　梨り乃のはそう言うと僕の手を離す。


    「そうですね。残念ながら失敗です」


    「鼻血を出してまで、うまい棒についてとぼけたかったのか！」


    　いくみはまだ僕を疑っていた！


    「違うから！」


    「とにかく赤あか松まつさん血を止めましょう。ティッシュを」


    　僕はティッシュをもらって、鼻の穴につっこんでしばらく相談を中断する。


    　鼻血が止まるのを待っているというよりは僕の中では気持ちを落ち着けている感じだ。しかしすごかった。思い出すとまた鼻血が出るかもしれない。いったん忘れて、夜寝る前に改めて思い出そう。


    「とりあえず、人間ウソ発見機は無理だってわかったところで、いくみの回答なんだけど」


    　そもそも浮気を見破る相談だった。


    「やっぱり証しよう拠こをつかむのは足だと思うんだよね。尾行すれば、わかるよ」


    「そうかもしれませんが、相手に気づかれてしまったら、喧けん嘩かになりませんかね？」


    「私の尾行がバレるとでも？　忍者でも犬でも尾行できる自信がある！」


    　いくみは胸を反らして自慢げに言う。自分は尾行にまったく気づかなかったくせに……。


    「いくみが得意でもしかたあるまい。浮気を疑う相手すらいないのに」


    「いいの！　とにかく私は尾行とか超得意なのっ！　それに、前、私のこと尾行したでしょ。だから私も誰か尾行したいの！」


    「まったく気持ちが理解できないのだが……」


    　梨乃はいくみを奇妙な生物を発見したかのような目で見る。


    「じゃあ尾行のコツを教えてあげるのはどうかな？　そしたら相談者もできるかも」


    　僕はいくみに本題に戻ってもらうよう誘ゆう導どうする。


    「うむむむ……コツかあ……口で言えるものではないな」


    　口で言ってくれよ。人生相談なんだから！


    「なにかないかな？」


    「やっぱり実際にやってみせるしかない！」


    　すくっと立ち上がるいくみ。


    「いったい誰を尾行するつもりなのです？」


    「もちろん化学の藤ふじ田ただ！」


    　いくみが不適な笑みを浮かべる。


    　たしかにお悩み相談ＢＯＸボツクス炎上の容疑はあるが、先生を尾行するのか。失敗したら大変なことになりそうだけど。


    「大丈夫だ！　私の尾行は絶対に見つからないから。それに万が一見つかっても私の逃げ足はものすごく速い！　ぜったいに捕まらない！」


    　ぐっと拳こぶしを握りしめて、力強く宣言するいくみ。


    「いくみさんだけ逃げ切れても私たちが捕まってしまいますよ」


    　ふみが不安げな表情で言う。


    「そのときは私の名前は言うなよ。ウソ発見機にかけられたら鼻血を出して中止に追い込んでくれ」


    　そう言うといくみは部室を飛び出してしまう。


    



    　校舎の裏に生えた大きなイチョウの木。ここの木の陰からなら窓越しに職員室の様子がうかがえる。僕たちはイチョウの木の根元を掘り返しながら、藤ふじ田た先生の様子を観察する。


    「尾行のコツは近づきすぎないこと、そして自然なカムフラージュ。見張ってるって相手に気づかれないようにすること。そして一番大事なのは飽きちゃってほかのことに気をとられないことだね」


    　いくみはさもいいことを言っているかのように、当たり前のことを伝授してくれる。


    「カムフラージュはわかるのですが、タイムカプセルを埋めるのって自然ですかね？」


    　ふみは僕が小さなスコップで土をほじほじするさまを覗のぞき込みながら言う。


    「この木の下が一番見張りやすい。そして木の下でやることといえば、タイムカプセルを埋めることだろっ！」


    　二学期始まってすぐの時期にタイムカプセル埋めるのはいくみが主張するほど、自然とは思えないが……。と思いつつもほかに木の下でやりそうなことが特に出てこないので、文句を言うにも言えない。


    「さあ、頑張って掘って！　掘ってるフリじゃ気づかれちゃうよ」


    　職員室まで距離があるから、掘ってるフリで十分だと思うけど……。そう思いながらもしぶしぶスコップを突き立てる。


    　カツン──なにかにスコップの先端が当たる。金属に当たったような感触。なんだろう……掘り進めると、鉄の箱のようなものが見えてくる。


    「なにそれっ？　もしかしてあれじゃない七不思議の埋まい蔵ぞう金きんじゃないの？」


    　いくみは偶然出しゆつ土どしてしまった鉄の箱に目を輝かがやかせている。


    「埋蔵金にしてはちょっと小さくないですか？」


    「埋蔵金の地図かもよ。赤あか松まつ。早く掘り出してよっ！　やったふごーだ！　ふごー！」


    　まさか……でも同じ七不思議のひとつ、秘密結社ＨＨＨ団は実在する可能性が高まってきた。ないとは思うけどもしかしたら……。


    「仮に埋まい蔵ぞう金きんでも学校で掘り出したものが私たちの財産になるとは思えないが……そんなことより……」


    「もう梨り乃のは夢がないな。とにかく開けてみようよっ」


    　いくみは僕が箱を掘り出すやいなや、箱の蓋ふたにとりつく。鍵かぎなどはかかっていないようで、すんなりと開く。中に入っていたのは一枚の紙だった。


    



    　五年後の俺おれへ


    　やあ元気か？　俺だよ。五年前のＤＡＩＣＨＩダイチだ。俺たちのバンドＤＥＡＴＨデスの調子はどうだい？　ビッグになってるかな？　五年後の俺のことだ。そろそろ四大ドームツアーの準備で忙しかったりするのかな？　ニューヨークでのレコーディングお疲れ！


    　五年後の俺はきっと音楽的な成功とともに経済的な成功までも若くして手にしてしまっているだろう。


    　きっと誰もがうらやむリッチな成功とはうらはらに心は渇かわいていると思う。心の渇きはどんなコエンザイムでも潤うるおせない。なにエリアスを飲んでも潤せない。


    　そう心を潤すことができるのは愛と情熱。それだけだ。


    　だから俺は五年後の俺に向かって情熱を届けようと思う。五年後のＤＡＩＣＨＩ、この歌で音楽に必要なハートを取り戻してくれ。そして、東京ドーム２デイズを乗り切ってくれ。


    



    ＯＨ！　ＷＯＯ　ＹＥＡＨ！


    ＤＡＤＡ　ＤＩ　ＰＵＰＵＰＩ　ＤＯ


    それはなにもない部屋


    打ちっ放しのコンクリの冷たい壁


    あるのはギターがただひとつ


    そして空からになりたてのジャックダニエルの瓶


    そうそれが俺の部屋


    いまは実家暮らしだけど、ひとり暮らしを始めたときの予想


    ＯＨ！　ＷＯＯ　ＹＥＡＨ！


    ＤＡＤＡ　ＤＩ　ＰＵＰＵＰＩ　ＤＥＡＴＨ


    大人たちはやめろやめろと言うが


    俺たちは音楽をやめないのさ！


    十五の夜！


    はやくひとり暮らしを始めたいけど、バイトはつらいのでやめちゃったぜ！


    それはやめちゃったけど音楽は別なんだぜ


    ぜったいやめないぜ！　Ｆコードをぜったい押さえれるようになるぜ


    ＯＨ！　ＷＯＯ　ＹＥＡＨ！


    イノセント　ワールド！


    



    　それはＤＡＩＣＨＩダイチが埋めたタイムカプセルだった。


    　まだバンドを結成した直後なのか、悲しいくらいの情熱だ。ボーカルの女の子の風ふ呂ろを覗のぞこうとして解散することになるとは予想だにしていないだろう。


    「……世の中には見ない方が、幸せなものもあるのですね。戻しておきましょうか」


    　手紙を読み終えたふみがぽつりと言う。


    「捨てちゃえば……」


    　いくみが投げやりな態度で言う。すっかり埋まい蔵ぞう金きんだと思いこんでいたようで、相当ショックなようだ。


    「捨てるのは悪い気がするね。本人も掘り返さないかもしれないけど、戻しておこうか」


    　僕はＤＡＩＣＨＩが掘り返す可能性よりもこの酷ひどい詩を永久に葬ほうむりさるために箱に戻すと、再び土をかける。


    「そんなことより、化学の藤ふじ田た先生が職員室を出たぞ」


    　梨り乃のががっくりうなだれているいくみに言う。


    「えっ？　いつ？」


    「声をかけたではないか。それなのにいくみが箱に夢中になって」


    「しまった。すっかりこの箱に気をとられた！　先生どこいった」


    「学校から出ていったから帰ったのではないか？」


    「急いで追いかけるぞっ！」


    　いくみはあわてて校門に向かって走り出す。


    　自分で言っていた注意事項をまったく守れていない。それでいてそんなことをちっとも気にしていないようなのがすごい。


    　学校から駅までのルートはそれほど多くない。最短の道順を選択して藤田先生の姿を捜す。


    　藤田先生に追いついたのは駅の直前だった。この時間で駅前にいるということはどこにも寄り道せずに駅へと直行したようだ。


    「いたっ。電車で逃亡しようとしてるぞ」


    「普通に帰宅しようとしてるんじゃないですか？」


    「とにかく尾行再開だ」


    　僕たちはいくみに従って先生に続いてホームへと向かう。


    



    「先生のお住まいってこちら側でしたっけ？」


    　新しん宿じゆく方面へと向かう急行電車の車内。となりの車両に座っている藤ふじ田た先生をちらちらと見ながらふみが言う。


    「尾行するなら事前に住所くらい調べておくべきだったな」


    　梨り乃のの言うとおり、これでは先生が怪しい行為をしているんだか、そうじゃないのかすら、わからない。それに仮に先生になにか隠し事があるとしても今日きよう尾行しただけでなにかわかるはずないのだ。いくみにつられて無む謀ぼうなことをしたもんだ。


    「もし見つかったらどうします？」


    「別にみんなで電車に乗ってるだけだよ。変じゃないし」


    　不安そうなふみに対していくみはむしろ楽しそうだ。


    「このまま先生のお宅まで尾行して、お宅の近所で見つかったりしたら言いわけできませんよ」


    「そのときは……先生が好きで告白しにきたことにしたらいいじゃん」


    「私がですか？　そんなのイヤですよ」


    　ぶんぶん首を振って拒否するふみ。


    「じゃあ梨乃ってことにしよう。化学好きだろ」


    「断ことわる。私はウソをつけない質たちなのだ」


    「じゃあ赤あか松まつ」


    「あっー？　僕が!?　男だよ」


    「いいじゃん。男でも」


    　いくみは平然と言うが、そのウソを引っぱったまま高校生活を送るとなると重すぎる。それに万が一、ＯＫされたら大変なことになってしまう。


    　そんなことを考えているうちに電車は終点の西せい武ぶ新宿駅へと到着してしまった。当然ながら先生もここで降りる。


    　ここからＪＲの駅まで歩いて移動だろうか……。


    　しかし先生はＪＲの新宿駅へと向かわなかった。歩く方向が逆だ。歌か舞ぶ伎き町ちようの繁華街へと消えていく。


    「おもしろくなってきたぞ」


    　いくみはそう言うと意気揚よう々ようとその後を追う。


    　歌舞伎町は制服で歩くとむしろ目立ってしまう街だ。


    　一方先生は客引きのお兄さん方を軽やかにスルーして繁華街の中心へと進んでいる。目的地が決まっているのか、迷いなく歩いていく……。


    　突然先生が立ち止まった。そして左右の様子を確認する。まるで追跡者がいないか確認するかのような行動。


    「隠れろ！」


    　いくみは鋭するどく叫ぶとゲームセンターの中に飛び込む。あわてて僕たちもその後に続く。


    　どうやら見つからなかったようだ。


    　先生は僕たちの姿に気づくことなく、そそくさと一軒の店の中へと消えていく。


    　店の名前はラムタラ新宿店。


    　少々エッチな映像の品ぞろえに関しては無類の充実ぶりのＤＶＤショップだ……。


    「先生でもこういった映像を観賞するのですね……」


    　ふみはなんだか申しわけなさそうな表情でラムタラの看板を眺める。さっききょろきょろしていたのは教師として人目が気になったのだろう。


    「秘密結社どころか、まったく必要のないプライバシーを暴あばいてしまったな……」


    　梨り乃のはいくみに反省をうながすような口く調ちよう。やはり簡単に人を疑ったり、ましてや尾行などしてはいけないのだ。


    　少なくともそんなことはラムタラグループは望んでいない。


    「しかたない。せっかくだからゲーセンで遊んでいこうよ」


    　なにがしかたがないのか。いくみはそう言うとクレーンゲームに駆かけ寄る。


    　僕たちはいくみのクレーンゲームの腕前を存分に見せつけられた。


    　ゆうに一時間は鑑賞させられ、ようやく帰ることになる。


    　僕と梨乃がゲームセンターを出たときだった。


    「おや、君たちは……」


    　目の前にいたのは藤ふじ田た先生だった。鉢合わせ。最悪のタイミングだ。ちらりと後ろを見ると、いくみとふみがクレーンゲームの陰に隠れている。


    　どうやら見つかったのは僕と梨乃だけのようだ。


    「ど、どうも先生っ偶然ですね」


    　僕はなるべく平静を装よそおう。大丈夫だ。尾行していたことはバレていないはずだし、ラムタラから出てきたところで鉢合わせしたわけでもない。気まずくもないはずだ。


    「高校生がこんな時間にこんな場所にいるのはあんまり感心しないな」


    「はあ。ここのゲームセンター、クレーンゲームが充実してまして……」


    「そうか……ふたりで来たの？」


    「ええ。ふたりきりです」


    　ここはいくみとふみの名前を出す必要はない。被害は最小限にくい止めないと。


    「ふーん」


    　先生はそう言うと、僕と梨乃をしげしげと交互に見て、


    「まあなかなかお似合いのカップルじゃないか、うらやましいよ」


    　そう言いながら、にこやかな笑みを浮かべているが、どうもメガネの奥の目は笑っていないような……。


    「はあ、まあ、ありがとうございます」


    　とにかく否定すると、ややこしいことになる。ここは肯こう定ていしておこう。


    「高校生らしい交際をするぶんには教師としてなにも言うことはないが、このあたりはいかがわしいお店やホテルも多いからな。まさか……」


    「ち、違いますっ！　そんな関係では……脈をとるくらいしかしてません！」


    　梨り乃のが顔を真っ赤かに紅潮させて否定する。あわてているのか、よくわからない言いわけだ。


    「そ、そうか脈をとるって、熟年夫婦みたいだが、まあ詮せん索さくはよそう。気をつけて帰りなさい。ちゃんと送っていくんだぞ」


    　先生は僕の背中をぽんと叩たたくと、駅の方角へと歩いていく。


    　そのタイミングを待っていたのか、ふみといくみがゲームセンターから飛び出してくる。


    「まさかふたりがつきあってるなんて！　びっくりした！」


    　いくみが出てくるなり、梨乃をからかい始める。


    「バカな。あの状況ではそうするしかないではないか！」


    「わかってるって、でもウソはつけないとか言ってたくせにぃ」


    「ウソはついていない。……脈をとった仲ではある」


    　梨乃はまた顔を真っ赤にする。ほんとうに恋愛の話が苦手なんだな……。


    「とにかくふたりはこれで先生とラムタラ公認の恋人同士ってわけだな」


    　ラムタラは公認してなかったが……なおもいくみは梨乃をからかい続ける。


    　ラムタラはさておき、さっきの別れ際の先生、ちょっと引っかかることがある。


    「ねえ、梨乃。さっきの先生なんだけど、別れ際に僕の背中叩いたよね……」


    「赤あか松まつも気がついた？」


    　いつのまにか梨乃が真顔に戻っている。


    「カバンを右手で持って、左手でポンッて」


    「……左利きだ」


    　お悩み相談ＢＯＸボツクスに火をつけたのも左利き。尾行は完全に失敗に終わったかと思っていたのだが、ますます先生への疑いを深めることになった。


    　これからどうするべきか。これ以上踏み込むのは危険があるかもしれない……。


    　そんな僕の迷いを表現しているかのように、ラムタラの看板の周りを電飾の明かりがぐるぐると回り続けるのであった。

  



  
    【回　答】


    



    　浮気をされているかもしれないとのこと、さぞかし心配なことと思います。


    　我々おなやみ相談コーナーのメンバーとしては浮気を見破るには尾行がベストと考え、実際に尾行の訓練を行おこないました。その結果、わかった尾行のコツをお伝えします。


    　カムフラージュのために木を掘らないでください。


    　尾行の集中をそぐものが出土する可能性があります。


    　また、尾行とは別に、おなやみ相談コーナーではご家庭で簡単にできる人力噓うそ発見器をテストしてみましたが、残念ながら噓を見破ることはできませんでした。


    　しかし恋人同士のスキンシップとしては効果が抜群だと確信しております。


    　浮気を見抜くことはできませんが、少なくとも仲良くなれるのでおすすめします。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「世の中には見ないほうが幸せなものもあるのですね」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　私はツイッターをやっていて、少し下品なツイートをすることがあります。それだけならいいのですが、先日、父親や妹にアカウントがバレるという大事件が起きてしまいました。もう生きた心持ちがいたしません。どうしたらよいでしょうか？　迂う闊かつに下品なツイートができなくなって非常に困っております。


    
      （高たか崎さきルミ子こ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    複数アカウントをつくってＴＰＯを踏まえて情報を管理するべき。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    どんな下品なツイートでも、最後に「──フリードリヒ・ニーチェ」。とつければ名言っぽくなります。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    現実の厳しさから目をそむけちゃダメだ。むしろ、どんどん下品なツイートを連発して、お父さんに見せつけてやろう。最終的に悟りを開けるよ。お父さんが。

  



  
    【相　談　７「コガネンの二代目になってほしいんだけど、どお？」】


    



    　人生相談ってその最終的なゴールはヒーローだと思うんだよね。それに赤あか松まつには常にコガネムシ的ななにかを感じていた。初対面のときから、あっこいつはコガネムシみたいだなってこっそり思ってたんだ（いい意味で）。顔色もよく見ると黄緑っぽいし（いい意味で）。そのコガネムシっぽさをいまこそ役に立てるときがきたんじゃないかな？　二代目コガネンとして活動してみないか？

  



  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：やってあげたら？

    


    [image: ]


    ふみ：いいじゃないですか。新しい自分が発見できるかもしれません。

    


    [image: ]


    勇　樹：お断ことわりします。

  



  
    　新しいお悩み相談ＢＯＸボツクスにはなかなか相談が投とう函かんされなかった。やはりこのいささかサイケデリックなカラーリングとデザインが悩みを募集している雰ふん囲い気きではないのか、それとも僕が彫刻刀で開けた投函口がちょうどガネーシャの目の部分で、プライバシーを守る目線みたいになっちゃったのがいけないのか……。メールでも浮気の相談以来、来てないし……。


    　そんな状況でようやく届いた待望の相談。それはいくみからの相談だった。


    　しつこい。なぜそこまでコガネンにこだわるんだ。


    「あのねえ。やらないから」


    「別にいいじゃん。やってよ、コガネン」


    　いくみが甘えるような口く調ちようで僕の袖そでをぶんぶん引っぱる。


    　ヒーローになることをねだられても困るんだが……。


    「梨り乃の、なんとか言ってあげてよ」


    　僕はもっとも冷静そうな梨乃に助けを求める。


    「いいではないか。せっかくだから二代目になってあげたら？」


    　梨乃はからかうような口調で言う。


    「そうですよ、きっと楽しいですよ」


    　ふみまで……。役に立つ方法はほかにもいろいろあるだろうに。


    「そもそもなんで僕なんだよ。もっと広く募集したら？　第二新聞部でなりたい人募集しようか？」


    「ヒーローが中の人を募集したら夢がないじゃん。正体は秘密なの！　それに赤あか松まつは才能あるよ。コガネンの」


    「なんだよコガネンの才能って」


    「あるんだよ。そこはかとなく。赤松の奥底に熱いコガネムシ魂だましいを感じるんだよ」


    「感じてほしくないなあ。コガネムシ魂」


    「なんでさ。コガネムシの瞬発力とパワー、ねばり強さ、礼儀正しさ、それを持った改造人間。それがコガネンなんだよ」


    「コガネムシはまったく瞬発力がないと思うんだが」


    　梨り乃のがコガネンの設定に小首をかしげる。


    「いいの。ただの設定なんだから」


    「そういうところを雑にするから、人気がなかったのではないのか？」


    「いいの。かっこよさ重視なのっ！」


    　いくみは口を尖とがらして抗議する。


    「いくみさん。コガネンの敵っているんですか？」


    「ああ、コアラ伯はく爵しやくね。半人半コアラの悪の秘密結社のボスだよ」


    「なんでコガネムシの敵がコアラなのだ！　コアラはユーカリしか食べないのだぞ。せめてコガネムシを捕食する動物にしたらどうなのだ」


    「細かいことはいいじゃん！　悪かったんだぞ、コアラ伯爵！」


    　梨乃の言葉にムキになって反論するいくみ。なんだか自分の家族を悪く言われているかのような怒りっぷりだ。


    「それにしても、どなたが爵位を授さずけたのでしょうね？　半分コアラの怪人に」


    「ふみまで細かいこと言い出して！　いいの。マント着てるから伯爵なのっ！　子どものころの思い出をバカにしないでよ！」


    「別にバカにはしてないのですが、もし赤松さんが二代目に就任を考えているなら、できるだけ設定を思い出しておいてあげたほうがいいかと。そうじゃないと赤松さんも引き受けるなんて言えないですよね」


    「もう、なんでコガネンの設定知らないのさ」


    　いくみは「しかたないな」とつぶやきながら、カバンから筆記用具を取り出し、コガネンの設定を書き始める。すらすらとよどみなく進む筆ふで。普段勉強はまったくできないのに、なんでこんなことは暗記しているんだ……。


    



    コガネン


    



    　悪を憎み、中央通り商店街と樹液を愛する孤独な正義のヒーロー。普段は穏やかな性格で子ども好き。だが悪に対する闘志は誰よりも強く、人を守るためには自己犠ぎ牲せいも厭いとわない。


    〝ヤマモト電気店〟によってひそかに開発されたコガネムシ型アーマーをまとい、ねちっこい寝技を中心とした戦闘を行おこなう。


    　また複数人に囲まれ寝技が通用しないとき、地面がぬかるんでいるときは〝本下工務店〟提供の武器であるコガネン鉄パイプ、コガネンスパナをふるって悪を倒す。


    　またコガネン胸ポケットには焼き立てパンの専門店〝サンマリー〟のフランスパンを装備しており、いつでも栄養補給が可能。


    　悪を倒したあとの居酒屋〝庄や〟での打ち上げがなによりの楽しみ。〝ヘアーサロンモア〟で「コガネンを見た」というとシャンプー料金が無料になるのも特徴だ。


    



    　なんだかスポンサーの事情が見え隠れする設定だ……。まあ商店街のヒーローだからしかたないんだろうけど……。


    「じゃあこれ覚えてね」


    　いくみはコガネンの設定が書かれたノートのページを切り取ると、無理やり僕の手に握らせる。


    「だから、僕は引き受けてないから」


    　しかし僕の抗議はいくみの耳に届いていない。夢中になって次のページになにやら書き続けている。


    



    コアラ伯はく爵しやく


    



    　暴力による商店街の支配をもくろむ悪の怪人。


    　別のイベントで廃棄になっていたコアラの着ぐるみが頭の部分しかなかったので、黒い布で身体からだを覆おおってみたら伯爵っぽかったのでコアラ伯爵となった。


    　グルメサイトへのサクラ投稿を積極的に勧誘し、その裏で２ｃｈにお店の悪口を投稿、さらに路上喫煙、ぼったくりバーへの勧誘、三十万もするイルカの絵の購入をしつこくすすめるなど悪あく行ぎようの限りを行う。プライベートでは優しい二児のパパ。


    



    　コアラ伯爵の設定がひどい。怪人というよりただの迷惑な人だ……。


    　いくみはコアラ伯爵のページを切り取ると、梨り乃のに手渡す。


    「梨乃もちゃんと覚えておいてよ。コアラ伯爵のほう」


    「なんで私がコアラ伯はく爵しやくになるのだ！」


    　まさか自分に振られるとは思ってなかったのか梨り乃のは目を丸くしている。


    「コアラに詳しいアピールしてたじゃん！」


    「なりたくて言ったのではない！　それに誰でも知っていることしか言ってないし！」


    「いいじゃん。で、ふみが戦闘員やってよ」


    「私がですか？」


    「それで私がさらわれた女の子やるの」


    「完全にミスキャストではないでしょうか？」


    「いいじゃん。やろうよ、ヒーローショー。商店街に協力しようよ」


    「もっとほかの方法で協力しませんか？」


    「やだ、やだ。ヒーローショーしたい！」


    「なぜそこまでこだわるのです？」


    　ふみが不思議そうな表情を浮かべる。


    「だから子どものころの憧あこがれだって言ってるだろ」


    「それにしても、ちょっとまるで松まつ永なが久ひさ秀ひでの茶器に対する執しゆう着ちやくを彷ほう彿ふつさせる執着っぷりです。なにか深いワケがあるのではないですか？」


    　たとえがちっともわからない……。誰なんだ。松永さん。しかし、さっきまで手足をばたばたさせて駄々をこねていたいくみが急に神妙な表情になっている。どうやら深い理由があるようだ。


    「私ね。おじいちゃんっ子だったんだよね」


    　ぽつりぽつりといくみが話し始める。


    「うちはさ、子どものころから、お父さんもお母さんも仕事しててね。それでよくおじいちゃんが面倒みてくれていたんだ。それで商店街にもおじいちゃんとよく一緒にいったんだよね」


    「おじいさんはお元気なのですか？」


    「三年前に……」


    「そうですか」


    「だから、コガネンはおじいちゃんとの思い出なんだよね」


    　おじいちゃんとの日々を思い出したのか、いくみの目にはかすかに涙がたまっている。


    「そんなわけがあったのですね。赤あか松まつさんどうですか、引き受けてあげたら」


    「うーん……まあ」


    　これは断ことわりづらい。どうしていいかわらかず、僕はへにゃへにゃと曖あい昧まいな笑え顔がおを浮かべる。


    「やってくれるの？　ありがとう！」


    　なんともうれしそうな顔。目をキラキラさせて……。こんな笑顔を見せられたらますます断れなくなってしまった。


    「私はやらないからね」


    　と思いきや、梨り乃のが断ことわった！　あっさり断った。


    「いいよーだ。コガネンが引き受けてくれたから。あとでコアラ伯はく爵しやくやりたくなっても交ぜてあげないよ！」


    「何世紀経たってもやりたくなるわけないだろう！」


    「あっそ。じゃあ私は赤あか松まつと特訓するから。明日あしたから特訓ね」


    「ああ……うん」


    　結局梨乃のコアラ伯爵はなくなり、僕だけコガネンを引き受けたかたちになってしまった。


    



    　翌日の放課後、僕は教室を出てグラウンドへと向かった。


    　今日きようはお悩み相談の日ではないのだが、いくみから〝コガネンの特訓をするからグラウンドに来い〟とメールを受けたのだ。


    　サッカー部が元気よく声を出しながら、短距離のダッシュを繰り返している。僕はその様子をぼんやりと眺めながらいくみを待つ。


    　待つこと三十分、予定の時間からかなり遅れて、ようやくいくみが現れる。


    「よく来たな、二代目コガネン」


    　西日を背に受け、仁に王おう立だちするいくみ。
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    　スパッツにＴシャツ姿。すでに臨りん戦せん態勢だ。


    「まあ、約束しちゃったからね」


    「いいぞ。約束は必ず守る。それがヒーローの基本っ！」


    　自分は遅刻してきたくせに……。


    「よし、まずはストレッチ、そして筋トレだ。さあヒザを伸ばして座って」


    　いくみは僕が座ると待ちかまえていたかのように背中にぐいぐい体重をかけ始める。ヒザの裏が伸びて軽く痛みが走る。


    「いたたた……」


    　しかしいくみは容よう赦しやない。さらに開脚しての前ぜん屈くつ。


    「身体からだ硬いよ。そんなんじゃコガネンの二代目になれないぞ」


    　……そもそもコガネムシはそもそも前屈したら中身出ちゃうと思うんだけど。


    　しかし僕にそんな異論を差し挟む余裕をいくみは与えない。何通りもの念入りなストレッチから腹筋、背筋、そして腕立て伏せ。怒ど濤とうのようなトレーニングメニューが続く。


    「ほらほら、もう一回！」


    「コガネムシの根性見せてみろ」


    「そんなことじゃ、クワガタに挟まれちゃうよ！」


    「これが終われば樹液が飲めるよ！」


    「もうギブアップなの？　だらしないぞ。このコガネムシ野郎！」


    「まだいける！　限界を超えるんだ。殺虫剤で全ぜん滅めつさせられた二百匹の兄弟たちを思い出せ！」


    　……その設定初耳だよ。知らない設定じゃパワー出ないし……。


    　とにかくあと一回……。くうぅ。


    　いくみの叱しつ咤た激げき励れいを受けながら、最後の力を振り絞しぼって、自分の身体を両腕で持ち上げる。


    　本当にもうできない。両腕は僕の体重をささえきれず、そのまま地面に倒れ込む。


    「よくやったよ。赤あか松まつ」


    「はぁ……。はぁ。一回……コガネムシのこと……悪く言ってなかった？」


    「細かいこと気にするな！　とにかくよくやった！」


    　いくみは僕を起こすと、ドリンクのボトルを手渡してくれる。味は普通のスポーツドリンク。よかった本当に樹液じゃなくて。


    「特訓中悪いんだけどさ。急に筋トレしても、遅い気がするんだけどね……」


    　スポーツドリンクでひと息つくと、文句を言う気力もよみがえってきた。僕はそもそも運動があんまり好きじゃない。好きだったらはじめから運動部に入ってるし、なんでこんなにハードなトレーニングをしなければいけないんだ。


    「そうじゃない。コガネンに必要なのは筋力じゃない」


    「じゃあなんでこんなきついこと……」


    「根性だよ。根性を鍛きたえているんだよ。赤あか松まつが何回腕立てできるかはどうだっていいんだ。自分の限界を一回でも超えられる。それがコガネムシ魂だましいなんだ」


    　コガネムシがそんなキャラだとは思ってなかったけど……。


    「そしていま見事にコガネムシ魂を見せてもらった。合格だ」


    「そりゃどうも」


    　別にいくみに合格をもらってもいいことはないのだが……。僕のそんな思いを察してか、いくみが言葉を続ける。


    「合格のご褒ほう美びに、私の特別なマッサージを施ほどこしてあげる」


    　いくみはそう言って僕の手を引くと、倒れ込んでいた僕を引っぱり起こした。


    



    　いくみと僕は新聞部の部室へと戻ってきていた。


    　いまから特別なマッサージをしてくれるらしいが……。


    　たしかに僕の身体からだはいつも使わない筋肉を酷こく使ししたせいであちこちパンパンではある。


    「このマッサージは本当に特別だから。誰にも教えないって約束して」


    　なんだ。誰にも教えてはいけないマッサージって……。


    　いくみは僕の顔をじっと覗のぞき込んで返事を待っている。


    　まさか、まさかとは思うが、限界を超えて頑張った僕にご褒美的な？　そういった方面のマッサージ……いやいや、そんな馬ば鹿かな。


    　でも正座して、じっとこっちの顔を見ている表情はなんだか思い詰めたような。重大なことを決心したって感じもするけど……いやいや。


    「も、もちろん絶対に誰にも言わないよ」


    「本当？」


    「僕はマッサージ関係の秘密は誰にも話さない主義だよ」


    　さらに顔を近づけてじっと僕を見つめるいくみ。秘密で特別……。期待感が高まらないはずはない。


    「じゃあ、横になって」


    　僕は静かにうなずくと、畳の上に大の字になる。もうここからはいくみにすべてを委ゆだねてしまおう……。


    「絶対に秘密だからね」


    　いくみはそう言いながら、ゴソゴソと自分のカバンを探り始める。そして取り出したのはノートの切れ端……。


    　なにか真剣な表情で確認すると視線を僕へと戻す。


    「おいっ。なんで、あお向けに寝ているのさっ！」


    「えっ？」


    「えっ、じゃなくて。普通うつ伏せじゃない？」


    「ああ、うん。いまうつ伏せになる途中だったんだよ」


    　くっ！　やっぱり違ったか……。僕もまさかとは思っていたんだ。ただ特別で秘密のやつだから……。ちょっと期待してしまったけど、普通に考えたらそんな展開があるわけないし。ぐぬぬ……間違えた。この早とちりは恥ずかしい。


    「じゃあ、えーと、うつ伏せになってもらって……」


    　そんな僕の苦く悶もんをよそに、いくみはノートの切れ端と睨にらめっこしながら僕の背中へと手を伸ばす……。


    　ちょっと待て。もしかしていまから勉強してマッサージするのか？


    「それなにを見てるの？」


    「うちのおじいちゃんが開発した、すっごく効くツボだよ。この前、私が寄った整骨院、覚えてる？　あそこ元々はおじいちゃんの店だったんだ。あの店でおじいちゃん、人体のこーぞーを研究しまくってたんだ。えーと……」


    「ちょっと！　ツボを押す前にえーとって言うのやめてもらえるかな。ものすごく不安なんだけど」


    　僕は身体からだを起こすといくみが覗のぞき込んでいる紙の切れ端を確認する。


    



    



    ヒミツのツボ


    



    　　（・Э・）


    　　　　□　←このへんをぎゅって押す


    　□□□□□□□　←このへんはぜったいダメ（死んじゃうツボ）す


    　□　□□□　□


    　　　□□□


    　　　□　□　　←このへんもダメ（身長が縮むツボ）


    　　　□　□


    　　　□　□　←　このへんもダメ（すっぱいものが食べたくなるツボ）


    



    



    「メモが雑なんだけど！」


    「そうかな？」


    「普通ツボの書いてある人体の図って、もっと細かくない？」


    「大丈夫だよ。おじいちゃんは精確な図を描かいてたけど、おとうさんがちょっと簡単にして、それを簡単に描いたのがこれだから。安全。安全！」


    「なんでそれが安全ってことになるんだ！　現状その図だから安全じゃないんだよ！」


    「いいから、寝て」


    　いくみは僕を強引にうつ伏せに寝かせると、僕の上にまたがる。


    「すっごく不安でしかたがないんだけど。安心する要素がひとつもないよ」


    　いくみを振り払って逃のがれようかとも思ったが、背中に伝わるいくみのお尻しりの感触に負けた。女の子ってこんなに軽いんだ。体重をかけられているはずなのに、ちっとも苦しくない。


    　やがていくみの親指の感触が背中を刺激し始める。腰のあたりから徐々に上昇して肩けん胛こう骨こつから肩へ。意外なことにちっとも痛くない。それどころか非常に気持ちいい。過度な負ふ荷かをかけた筋肉がほぐされていく。


    　いくみの指は肩から首へ。


    　そして狙ねらいを定めるかのようにぴたりと移動が止まる。


    「てええぃ！」


    「ぎぃへぇ？」


    　突然首に衝しよう撃げきが走る。もしかしてこれがその秘密のツボなのか。もろ声帯のあんまり押しちゃいけないあたりを押されている気がするんだけど……。


    「ちょっと、いまの大丈夫？　　ノドをかなりの勢いで押したよね……ん？　　あっあー……んっ？」


    　僕は耳に届いた自分の声に目を丸くする。普段聞きなれた自分の声とぜんぜん違う。しっとりしたラジオＤＪのような低いバリトンボイスだ。


    「あっごめんっ。これクリス・ペプラーのツボだった」


    「ちょっとやめろよ。めっちゃ声がダンディーじゃないか。戻してくれないか」


    　抗議している声もすごく甘くてダンディーだ。


    「かっこいいっ！　大人っぽい声ですごいかっこいいよ！　これでいいじゃん」


    「あのねえ。かっこいいかどうかは別として、元の声に愛着があるから。それに高校生でこんな映画のナレーションみたいな声は怖いよ。しかも僕はメガネだよ。違和感がすごいよ」


    「うん。うん……いい話だなあ」


    　うっとりと聞き入られてしまった。


    「どこがいい話なんだ！　いいから戻しなさい」


    　なんだか声に引っぱられてしゃべり方までダンディーになってきてしまった……。


    「せっかくかっこよくなったのに……えーとっ」


    　いくみは再び僕の背中に乗ると、メモを確認し直す。


    　首の付け根、後頭部、肩と三か所を続けざまに指圧される。その瞬間、全身に電気が走ったような衝撃が駆かけ抜ける。本当に大丈夫か？


    「あー、ああー」


    　声は問題ない。いつもの声に戻っている。


    「よかった。声が戻った。危ないところだった。まったくいくみはそそっかしいな。でもそんなところがかわいいんだけど」


    　あれっ？　なんだか僕の意思とは関係なく余計なこと口走っているぞ。自分ではそそっかしいまでしか言うつもりなかったのに……。


    「ほんとっ？」


    「ああ、ちょっとドジなところもいくみなら全然許せちゃうね。かわいいから。それにしても、夕日がきれいだね」


    　なんだ、なんだ？　心からわき上がる、キザなセリフ。むしろキザなセリフを言わないと落ち着かない気分だ。


    「よかったぁ。怒ってるかと思ったよ」


    「こんなキュートな女の子を怒ったりしないさ。……おかしくない？　夕日が本当に……ねえ、おかしくない？」


    　僕はわき上がり続けるキザなセリフをなんとか抑え込んでいくみに抗議する。


    「あれ？　ごめん。声を戻すときにスケコマシのツボを押しちゃったのかな？」


    「なんだぁ。そんなことか。でも本心が伝えられて、よかったよ。アイラブユー。早く戻せ」


    「こっちのほうがよくない？」


    「そうだね。いくみに愛の言葉を素直に伝えられるのは、とっても素敵なことさ。いいから戻せ！」


    　僕は自みずからうつ伏せになって、早く元に戻すようにアピールする。どうなってるんだ。この秘伝のツボは。めちゃくちゃ恐ろしい効果だが、全然地上最強と関係ない。代々そろってちょっと残念な家系なのか？


    　いくみが改めて僕の背中に乗ると、首、こめかみ、頭頂部、肩を次々に指圧していく……。


    「ちょちょちょちょと、なおったはいいいいいいいいけどけおどど舌の回転がよすぎで、すきゃだらだびだぶぶだららどぶべべべ、まともにしゃべれなくなってんだけどぼぺぽ」


    「ごめん、これスキャットマンのツボだ！」


    「はやはやはやはやはく、ももももとにもどりすきゃだら」


    「ごめんごめん」


    「だからこれはペプラーのツボじゃないか。やめてよ。こんばんは。クリス・ペプラーです」


    「おおぅ。いい声～！」


    「戻してくれないと、お仕置きしちゃうぞ。いたずら子猫ちゃん」


    「いい声で、キザなセリフ～」


    　おい！　僕の身体からだで遊ぶな！　僕は身振りと表情で本気の抗議を伝える。もうこれ以上変なツボを押したら、出るとこ出る。法廷での闘争も辞さない。


    「ごめんって。悪気はなかったんだよ。ちょっとメモがさ。雑だったから」


    　だから最初に言ったじゃないか！


    　とにかくもう一度いくみにツボを押し直してもらう。


    　首、肩、こめかみ、頭頂部、肩、首、後頭部……。まるでパスワードを解除しているかのように、複雑な手順を踏む。


    「あーああー。いくみ。本当に勘弁してよ」


    　よかった。声も普通。発言内容も普通だ。ようやく元の自分に戻れた。


    「ほんと。びっくりしたね」


    　いくみはちょっと申しわけなさそうに僕のことを上目づかいで見つめる。そんな顔されても、「困った子猫ちゃん」とか言わないぞ。もうスケコマシは解除されているのだ。


    「本当にあのままだったらどうしようかと思ったよ」


    　慎重に手足や腰を回してどこか異状がないか確認する。


    　幸い痛いところはどこにもない。……というかさっきまでパンパンだった筋肉のハリがなくなっている。ついでに肩こりもなくなった。


    「あれ？　なんだか、すでに疲労回復してるんだけど」


    「えっ？　なんで？　おかしいな、まだ秘伝のツボ押してないんだけどな……」


    　いくみは必死にメモを確認しているが、もう回復しちゃったので、僕としてはどこを間違ったのかはどうでもいい。


    「おかしいな。これが秘伝のツボで、これが死ぬツボで……これが関節がぷらんぷらんになるツボでしょ。これがくるぶしがぽろっと取れるツボ……」


    　なんだそのツボは……。声が一瞬おかしくなっただけですんだのは運がよかったのか……。


    　もう絶対にいくみにはマッサージしてもらわない。そう決心したときだった。


    「あ、いた。赤あか松まつさん、いくみさん大変です」


    　ふみと梨り乃のが部室に飛び込んでくる。


    　そして、その後に続いて転がり込んできたのは浅あさ野のだった。


    「すまん。ちょっと休ませて……」


    　息を切らし、声が震えている。髪も乱れ、制服にも木の葉や泥が付着している。


    「声が出てないよ。もう一回」


    　いくみは浅野が弱っているのおかまいなしだ。


    「休ませてほしいっ」


    「伝わらない。もっと声出してっ！」


    「怪我をして、しかも追われてるんだ。ここで休ませてほしい」


    「よし。伝わった。はい、よっちゃんイカ」


    　いくみが浅野の口によっちゃんイカをねじ込もうとする。


    「いや、いまはいい」


    　拒否する浅野の胸ポケットに無理やりよっちゃんイカをねじ込むいくみ。


    　よっちゃんイカはさておき、いったいなにがあったんだ……。


    「梨り乃のさんが、赤あか松まつさんといくみさんがなにしてるのか、覗のぞき見したいと言うので、私たち旧校舎の裏に隠れてたんですけど、そうしたら、近くの茂みに浅あさ野のさんが倒れてたんです」


    「いらない説明を加えなくていい。とにかくコイツが倒れているのを発見したのだ」


    　梨乃はふみの発言に顔を真っ赤かにしている。


    　もしかして、いくみと僕の仲が気になって……。まさか梨乃に限ってそんなことはないか。


    　それよりいまは浅野だ。


    「どうやら、深入りしすぎてしまったようだ。俺おれとしたことがドジを踏んでしまったよ……」


    「浅野さん口から血が」


    　ふみに言われて浅野はハンカチで口をぬぐう。もしかして暴力を受けたのか？


    「ふみちゃん悪いけど、名前は呼ばないでもらえるかな。連中に聞かれるとまずい」


    　そう言いながら、窓からそっと外を覗くと、すぐに身を伏せる。その直後、通り過ぎていく複数人の足音。どうやら追われているみたいだが？


    「いったいなにがあったのです？　秘密結社を調べるといってましたが……」


    　ふみの言葉に静かにうなずく浅野。


    「ＨＨＨ団は実在する。それだけはたしかだ……」


    　いつになく真剣な浅野。
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    「もしかしてＨＨＨ団との接触に成功したのか」


    　梨り乃のも興味津しん々しんの様子だ。


    「……全ぜん貌ぼうはつかめなかったが……。接触を持つことには成功した」


    　浅あさ野のはそう言うと大切そうに抱えていたカバンを探る。


    　そして取り出したのは……体操着だ。


    「この体操着が決定的な証しよう拠こなのか？」


    「……これは関係ない。この奥に入っているから邪魔でいったん出しただけだ」


    「女子の体操着ではないか。なんでそんなものを持っているのだ？」


    　梨乃の指摘のとおり明らかに女子の体操着。これは浅野が持っていてはいけないものだ。


    「……それはこの問題とは関係ない……」


    「盗とったのだな」


    　梨乃の目が冷たい。明らかな軽けい蔑べつのまなざしだ。


    「……万が一、盗ったとしても、それはいまから君たちに託す重要情報とは関係ない」


    　浅野…………。盗ったんだな。


    「体操着を盗んだ人の重要情報は信頼度がいちじるしく落ちるとは思わないのか」


    「いまはそんな偏見を持っているときではないだろう！　体操着を盗ったとか盗らないとか、そんなことを言い合っている時間はないんだ！」


    「その前にそれ貸してっ！」


    　いくみは浅野の手から素早くハンカチを奪い取り、折りたたまれていた紺色の布を広げる。それはハンカチというには大きく、そして形状が女性の身体からだにフィットしすぎるものだった。


    「これスクール水着じゃん！」


    　いくみがその紺色の布を自分の身体に当ててみせる。まごうことなきスクール水着だ。


    「……だからいまそれは関係ない！　問題は俺おれがなにで血をぬぐったかではなく、どうして血を流すほどの危険にみまわれたかだ！」


    「じゃあなんで？」


    「それは……まあ……体操着を盗んでいるときに見つかって殴られたんだが……そんなことは関係ない！」


    「自分で言ったんだろっ！」


    「いいから、早く重要情報を渡させるんだ！」


    　浅野は自分のカバンの中からＩＣレコーダーを取り出す。


    　しかし梨乃、ふみ、いくみの表情は冷え切っている。秘密結社ＨＨＨ団に関する重要な情報が入っているのであろうレコーダーを汚きたないものを見るかのような目で見ている。


    　台なしだ……。せっかくの重要情報が完全に台なしだ。


    　とにかくそれでもＩＣレコーダーを再生してみる。


    　しばらくごそごそとノイズが流れたのちに、人の声が再生される。　


    ──ようこそ、新しき入団希望者よ。我々の掟おきては知っているね。


    ──はい。団については一切を秘密にすること。そしてこの団に忠誠を誓うこと。


    　返事をしたのは浅あさ野のの声だ。声をかけているのは誰だかわからない。藤ふじ田た先生の声にも聞こえるが……。くぐもっていて判断がつかない。


    「残念ながらメンバーは全員覆ふく面めんをしていた」


    　浅野がそのときの状況の解説を加える。だから声が不ふ明めい瞭りようなのか。


    ──では入団の儀式を執とり行おこなう。一歩前へ、まずはボディーチェックをさせてもらうよ。


    ──ちょっと待って、触られるのは……。


    ──こいつなにか持ってる……なんだ……女子の体操着じゃないか！


    ──返せ！


    ──こっちのポケットにもなにかあるぞ……こっちも女子の体操着じゃないか！


    ──これは俺おれのだ。貴き様さまらにはやらん。


    ──あっ録音してやがる。ま、待て！　うわっ。


    　このあとはどたどたという音、そして浅野の荒い呼吸が続く。


    「逃げるとき、とっさに体操着をまいてね、あいつらそれで足をすべらせて転んだんだ」


    　まきびしかよ！　浅野、いったい何枚体操着を持っていたんだ。


    「大丈夫なのですか？　いま逃げられたとしても、すぐに見つかってしまうのでは？」


    　ふみが不安そうな表情を浮かべる。


    「じつはこっちも覆面をしていたんだよ。ＨＨＨ団は入会を許されるまではお互いに顔と素す性じようを明かさないしきたりがあるのさ。それにもちろん接触時には身分を偽いつわっているからね。僕だとは気づかれていないはずさ」


    　浅野は誇らしげに笑みを浮かべる。


    　それなら問題なさそうだが……。


    　それにしても本当に秘密結社が存在していたなんて……。


    　七不思議の[image: ]うわさによると、かなり古くからあって、いまでは街の名士になっているＯＢも多数存在しているとか……。どこまで本当かわからないが、不気味だ。


    「世話になったね。この借りは必ず返すよ」


    　浅野はあたりに怪しい人物がいないことを確かめて部室から出ていく。


    　僕はさすがに浅野の身を案じながらその姿を見送る。


    　これ以上危害が加えられないといいが。


    



    　その翌日、新しいお悩み相談に一通の封筒が投とう函かんされていた。


    　やっと新しい相談が来たか。僕は意気揚よう々ようと封を切る。

  



  
    【警告「あまり僕たちに関わりを持たないでください」】


    
      ＨＨＨ

    


    



    　新聞部のみなさん僕たちのことをあまり詮せん索さくしないでいただきたい。我々はメンバーそれぞれが秘密を守ることを固く誓いあい、鉄の結けつ束そくを誇っています。もしあなたたちが我々の秘密を知り、それを公おおやけにすることを望むのなら、我々も持てる力を発揮せねばなりません。ヘタな探求心を持つと大きな代だい償しようを払うことになります。


    　世の中には知らなくともよいことがあり、知ってしまっても見て見ぬふりをすべきこともあるのです。みなさんがこれ以上深入りすることなく、これからも健康で楽しく学校生活を送れることを願ってやみません。


    　いまなら引き返すことができます。

  



  
    　浅あさ野ののヤツ、身分を偽いつわったって、さては第二新聞部を騙かたりやがったな！


    　なにが「この借りは必ず返す」だ！　この人でなし！


    　こっちが謎なぞの秘密結社に狙ねらわれる羽は目めになっちゃったんじゃないか？


    　まさか襲おそわれたりしないよな……。


    　しかもＩＣレコーダーをきっちり預あずけられてるし！


    　完全に第二新聞部の仕業みたいになってるじゃないか。


    　僕は悔くやしさのあまり脅きよう迫はく状じようをくしゃくしゃにして、部室の壁に投げつける。


    　脅迫状は自分の想像より軽やかにまっすぐ飛んでいく。


    　虚むなしいことにいくみのマッサージのせいか、妙に肩の調子だけはよかったのだった。

  



  
    【回　答】


    



    　今日きよう家に帰ってからじっくり考えたのですが、やっぱりコガネン無理かもしれません。


    　代々僕の家に伝わる家か訓くんで、「赤あか松まつ家の人間はヒーローだけはやってはいけない」。そんなルールがあったような気がしないでもないです。


    　それからあのマッサージ受けてから、視力が上がっている気がするのですが、気のせいなのでしょうか？　あと体重を量ったら今け朝さから三キロ減っていました。さらに背中がかゆくてしかたがありません。いったいどれがマッサージの効果なのか不安でしかたがありません。


    　そのうえ、秘密結社から狙ねらわれる可能性まで出てきました。


    　正直不安で不安でしかたないです。


    



    



    ◎最後に赤松個人から───────────────────────


    　メッセージ


    「すっごく不安でしかたがないんだけど。安心できる要素がひとつもないよ」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕は読者の年齢層が高めです。このまま中年の星になるのも悪くはないのですが、小学生ファンも欲しいです。どうすれば良いでしょうか？


    
      （田中 ロミオ）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    小学生の嗜し好こうを徹底分析するべき。そうすれば、妖精さんミニ四よん駆くが発売となるのは自じ明めいのこと。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    小学生を射いんと欲すればまず親を射るのです。ロミオ作品はテストに出ると情報を流しましょう。地理のテストに。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ドッジボールでロミオの本に当たったらセーフのルールを広めようぜ！

  



  
    【相　談　８「変質者の被害に悩んでいます」】　城き所どころ 聡さとし


    



    　ここ最近、愛する我が商店街の近辺でいわゆる変質者の方が徘はい徊かいしているとの報告が相次いでおります。


    　全ぜん裸らにコートという度が過ぎるオシャレな出いで立ちで、商店街周辺をうろつき、ひとり歩きの女性を狙ねらいコートをはだけるというとんでもない輩やからです。


    〝変質者に注意〟との張り紙で注意を喚かん起きしようかとも思ったのですが、被害者に注意を喚起しても変質者がいる限りはどうしようもありませんし、我が商店街のイメージも落ちてしまいそうです。どうにかしてこの憎き変質者を闇やみから闇へと葬ほうむってしまいたいと思っているのですが。なにかいい方法はないでしょうか。

  



  
    Answer's
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    梨乃：アウトプットではなくインプットを抑える。性的興奮を喚かん起きしない街づくりを。
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    ふみ：こんなときは陽動作戦です。女装したおじさんに街を歩かせ変質者を混乱させましょう。
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    いくみ：コガネンを復活させて捕まえてもらう。

  



  
    　あれから秘密結社の襲しゆう撃げきなどはないまま、通常のお悩み相談の日を迎える。


    　本当は秘密結社のことが不安でしかたがないが、僕が不安がると三人も不安になるだろう。僕は努めて平静を装よそおう。


    　今回の相談は中央通り商店街組合の会長さんからの相談。喫茶店のマスターが商店街の会長さんにわざわざ聞いてくれたらしい。


    「治安が悪くなるのは商店街としては重大な問題でしょうね」


    　ふみが言う。


    「それはそうだろうな。しかし理解できん。これほどメリットのない犯罪もあるまい。見せてもらえるならまだしも自分が見せるのだぞ」


    　梨り乃のは腕組みをするとぼそりとつぶやく。


    「そうですね。女性にはちょっと理解しがたい衝しよう動どうですよね。やはり勝った気になるんでしょうか？」


    　ふみが僕の顔を覗のぞき込む。


    「僕に変質者の気持ちを聞かないでもらえるかな！」


    　男性代表ってことで僕に聞いたんだろうけど、そんな真顔でじっと見つめられても僕にはそんな趣味はないので答えようがないんだけど。


    　……ずっと見つめられてる。答えを待っているのか……。だからそんな目で見られても、僕は変質者じゃないので……。


    「恥ずかしがる女の人を見ると、征服感があるんじゃないのかな……」


    「なるほどぉ。そういう気持ちだったのですか」


    「くれぐれも言っておくけど、僕は違うからね……そんなことよりそれぞれの回答を」


    　なんだかふみに感心されてしまった。このまま変質者の気持ちを代弁していると僕が変質者の気けがあると誤解されそうなので、しっかりと釘くぎを刺して、回答について詳しく聞いていくことにする。まずは梨り乃のの回答だが……。


    「変質者をひとりひとり捕まえるのではなく、変質者がそんな気分にならない街にするしかないと思うのだ」


    　梨乃が腕組みをしながら難しい顔で答える。


    「イギリスで街灯を青色にしたら犯罪者が減ったという話を聞いたことがありますけど」


    　僕もふみのエピソードはなんとなく聞いたことがある。日本でも青い街灯にする地域が増えているとかなんとか……。


    「残念ながら、青色の街灯は必ずしも犯罪率の低下に効果があるとは言い切れないらしい。でも街灯を取り替えなくとも知恵と工夫でどうにかなると思うのだ」


    「どんな方法があるのかな？」


    　僕の質問に梨乃は再び腕組みして熟じゆつ考こうに入る。


    「……ポスターとか」


    「普通じゃん！」


    　いくみが大げさにずっこけてみせる。たしかに防犯ポスターならすでにどこの街にもやたらと貼はってある気がするが。


    「普通のなにが悪い！　ベースは普通でそこからアレンジするのだ。変質者だけに向けたポスターを作製すれば、効果があるはず。『犯罪を減らそう』みたいな文面ではなくピンポイントで性的興奮を削そぐような文面にするのだ」


    「たとえばどんな文面ですか？」


    　興味深そうに身を乗り出すふみ。


    「それは……『お母さんのことを思い出して』とか。ほら、聞いたことがあるんだけど、お母さんのことを考えると、その、そういうテンションじゃなくなるのだろ？」


    　梨乃は顔を真っ赤かにして僕に話を振る。こんな話を振られても答えにくい。


    「そ、そうだね。たしかに。効果あるかもしれないね」


    　僕の効果がありそうとの言葉で対抗心が芽生えたのか、いくみがまっすぐに手を挙げて発言を求める。


    「じゃあ、じゃあこれはどう？　『今日きようはカレーだよ』は？」


    「……意味がわからないのだが」


    　梨り乃のが自分の意見にもかかわらず困惑している。


    「今日きようはカレーかぁって思ったら、もうカレー気分になっちゃってムラムラしないでしょ！　ねえ赤あか松まつ」


    「それはどうかな……っていうか、僕をムラムラ判定係にするのもどうかな」


    「では『ここには五十万の英えい霊れいが眠っています』というのはどうでしょう」


    　ふみの案が怖い！


    「たしかになんだか申しわけない気持ちにはなって効果抜群かもしれないけど……、でもウソだよね」


    「はい。ウソです」


    「ウソはズルいよ」


    　いくみがなぜか悔くやしそうに言う。なんだか変質者のテンションを落とす言葉を考える大会みたくなってきた。


    「そろそろ、ふみの意見に移ろうか、この陽動作戦っていうのは？」


    「はい。商店街の有志のみなさんで定期的に女装して街を歩いてもらうんです。女性だと思って襲おそいかかったら、おじさんだった。その経験が一度でもあれば、変質者の心にもしかしたらおじさんかも……という疑ぎ心しん暗あん鬼きの気持ちが芽生えると思うんです。兵へいとは詭き道どうなりです」


    　なんだか戦国時代の計略みたいなアイディアだ……。


    「たしかに変質者は疑心暗鬼になるだろうが、商店街のおじさんたちにもかなりのダメージがないか？」


    　梨乃が反論を加える。ヘタすると変質者はいなくなっても、女装体験によっておじさんたちのなかから新たなる変態が生まれる可能性がある。


    「ずっと女装しているわけではないのです。交代でたまにでもやれば、効果があるはずです。ほかにも女装させた虎とらを放てば効果倍増です」


    「虎は女装させても四し足そく歩行なのだが……見間違うかな……」


    「虎はたとえばの話です。とにかく変質者の心理状態を揺ゆさぶるのです。一見女性に見えるけど、本当に女性か？　あれはおじさんなのでは？　あれは間違いなく女性だっ！　うわっ！　違った。仁に王おう像ぞうだった……。みたいな状況になれば、勝ったも同然です」


    「うーむ。やはりポスターのほうがいいと思うが……」


    　梨乃はふみのアイディアがいまいち腑ふに落ちないといった様子だ。


    「じゃあ、両方やればいいじゃん。ポスターも女装も」


    　いくみはさらに言葉を続ける。


    「迷ったときは全部やっちゃえばいいんだよ。ポスターも女装も、そして私のコガネンのアイディアも」


    　たしかにそう言えばそうだ。この相談はどうするべきかひとつに決めるような問題じゃないから、全部アイディアとして提案するのも悪くないかも……。


    「そうですね……。でも本当に全部実行したら、すごい街にはなってしまいますね」


    　商店街のあちこちに貼はられる『お母さんのことを思い出して』『今日きようはカレーだよ』『ここには五十万の英えい霊れいが眠っています』と書かれたポスター、その前をうろうろする女装したおじさんと虎とら、それにびくびくする変質者……。たしかにすごい街だ。


    「でも全部やるとしてもまずはコガネンだからね」


    　またいくみが余計なことを言い出しそうな予感……。


    「梨り乃のとふみのアイディアは私たちだけではできないけれども、コガネンが街をパトロールするのは私たちだけでもできるじゃないか、二代目もいるんだし」


    　目を輝かがやかせて僕を見つめるいくみ。


    　僕は二代目就任を受じゆ諾だくした覚えはないが、先日、中の人から譲ゆずり受けた変身スーツは部室の隅すみに紙袋に入れて保管されている。


    　いくみは勝手にそれを畳の上に広げ始める。


    　小こ金がね井いをもじって、コガネムシをモチーフとしたヒーロー、コガネン。


    　それは理解できるのだが、昆こん虫ちゆうっぽさがありすぎてグロい。


    　コガネムシ型のヘルメットは口元から伸びる触しよつ覚かくの印象が強すぎるのか特殊なガスマスクのようにも見えるし、黒と緑を基調としたカラーリングも迷めい彩さい服みたいだし、背中にある羽っぽいなにかも、要らない感がすごい。


    　これで商店街の活性化ができたら奇跡としかいいようがない……。


    「うーん。やっぱりかっこいいね」


    　いくみがうれしそうにヘルメットを手に取ると、勝手にかぶってポーズをとる。


    「複眼の再現具合が無駄にリアルだ……。ヒーローとしてはどうかと思うが」


    　梨乃はその姿を凝ぎよう視ししながらつぶやく。


    　梨乃の言うとおり、ヒーローにしては眼めのサイズが小さいし、六角形が蜂はちの巣のように並んだ格こう子し状のデザインが絶妙に気持ち悪い。この姿を見ればいくみが地獄の門番と歌詞を覚えていたのも納得できる。


    「おおっ、装着しただけで強くなった気がするよ」


    　頭部だけコガネンのいくみは軽快にステップを踏みながら僕たちの周りをぐるぐると回る。


    「なんだか、気持ち悪いね」


    　正直に感想を言ったのがまずかった。頭だけコガネンのいくみが僕に飛びかかってくる。


    「なにをっ！　くらえっ必殺！　コガネン飛びつき腕ひしぎ逆十字」


    「いたたた。なんでヒーローなのにサブミッション？　折れる、折れる」


    「コガネンはロシアの特殊部隊でコマンドサンボとシステマを学んだという設定なのだっ！」


    　なんだ、そのものものしい設定は？　いくみはなおも恥ち骨こつをてこに体重をかけ、ぐいぐいと僕のヒジを伸ばしにかかる。


    　いいのか？　女の子がそんな部分をてこにする技をかけて。


    　僕のヒジにおもいっきり、当たってはいけない部分が当たって、しかも自みずからぐいぐい押しつけてくるなんて、ヒジの……いたたた。ヤバい！　キまる！　ヒジに当たる感触に精神を集中していては危ない！


    　これで親指が天井の方向に向けられたら完全にキめられてしまう。


    　脚で床を蹴けり反動をつけてキめられている右腕の方向に身体からだをよじると、空あいている左手で右手をつかみロックする。


    　これで、体重の軽いいくみがヒジをキめることは──。


    　腕をロックした瞬間だった。すでにヒジには体重がかかっていない。


    　いくみの身体が僕の上でヘビのようにうねる。


    　いくみの左右のふとももが僕の首を挟みこむ。むっちりとした弾力、頰ほおに伝わるいくみの体温。視界にはいくみのふとももと股こ間かんがどアップで展開されている。


    　こ、これは……。ビジュアル的にも、感触的にも……天国のような……この感触は……。


    　三角締めだ！　いかん！　落ちる！　本当に天国に逝いってしまう。


    　タップするか……。


    　しかし女子のふとももに挟まれ、鼻の先に股間があるなんて、こんな貴重な体験をたかが頸けい動どう脈みやくの圧あつ迫ぱくごときで自ら放棄してもいいものだろうか……。もう少し堪たん能のうしてからでも遅くはないだろうか。この感触のためならまだ頑張れる。


    ……まだ…………………もう少し…………………。


    …………………………………………………………………………………………………………。


    　いかん！　いま落ちていた！


    　僕はいくみのふとももを二回タップする。首と肩の圧迫が解とかれ、新鮮な空気が肺へと流れ込む。


    「はぁはぁはぁ」


    「いくみ。危ないではないか。おふざけがすぎるぞ！」


    　梨り乃のがいくみを叱しかる声がかすかに聞こえる。


    「まさかこんなに粘ねばるとは思わなくって……。つい全力で。ごめんな」


    　いくみの顔。あお向けになって荒い呼吸を続ける僕を心配そうに覗のぞき込んでいる。


    「いや、いいんだ。大丈夫」


    「それにしてもすごい根性だった。久しぶりに熱いファイトになったよ」


    　いくみは感心しているが、技がよかった。あの技の流れなら、一日二十セットは連続でかけられてもいい。


    「いやいや。大したことないよ」


    「謙けん遜そんするな。赤あか松まつは才能あるよ。コガネンの。コガネンの武器は圧倒的な根性と必殺の両足タックルなんだ」


    「じ、地味な武器だね」


    　必殺のタックルが決まってから普通の攻撃を繰り出すことになるだろうけど、展開はそれでいいのか……。


    「よし。決まった」


    　いくみは僕の疑問をよそに、大きくぱちんと手を叩たたく。


    　なんだ、なにが決まったと言うんだ？


    



    　三十分後後、僕たちは中央通り商店街のはずれに来ていた。


    　かなり以前に閉店した店ばかりで、落書きまみれのシャッターが続いている。


    　当然ながら人通りもまばらだ。


    「さあ、セクシードレスに着替えた私がおとりとなって、ここをうろうろする。すると変質者が私の魅力に引き寄せられてやってくる。そこで赤松が復活したコガネンに変身！　コガネン大勝利。ヒーローの復活で商店街大にぎわい。こうして世界に平和が訪れるのだった」


    　いくみは満足げにうなずく。最後どうして世界に平和が訪れるのかは納得いかないが筋書きとしては理解しやすい。


    　いくみは中の人が営いとなむ、アジアン雑貨の店からロスタイムぎりぎりで奢おごりにしてもらったチャイナドレスに着替えている。


    「問題はいくみがおとりで適切なのかだが……」


    　梨り乃のがいくみの姿をじっくり観察する。深々と入ったスリット。身体からだのラインがはっきりわかるタイトなデザイン。着る人によってはかなりセクシーな衣装なんだろうけど……。


    「もし変質者が来たとき、ふみじゃ危ないだろっ！　ここはアイディアを出した私がやる」


    「おとりなどしたくはないが、なぜ私をはじめから選択肢から除外しているのだ……」


    　梨乃は悔くやしそうにぼそぼそつぶやくがいくみの耳には入っていない。僕に紙袋に入ったコガネン変身セットを手渡すと、熱いまなざしを向ける。


    「頼んだぞ。二代目コガネン。圧倒的な根性で変質者を倒すんだっ！」


    　全然自信ないんですけど。しかしいくみのこの情熱の前ではどうにも断ことわれない。たぶんそう都合よく変質者も出てきてくれないし、最悪いくみなら自分でなんとでもできるだろうけど……。


    「じゃあ私はこのあたりで非常にセクシーにしてるから、赤松はここの陰に隠れてて。梨乃とふみはちょっと離れて」


    　いくみがテキパキと指示を始める。


    　僕はいくみのいる閉店したお店の隅すみに隠れて待機。梨乃とふみはさらにひとつ後方のお店の陰からなりゆきを見守ることになった。


    　まあつきあってやるしかないか。そんな気持ちで僕は建物の間にある狭い隙すき間まに身を隠す。


    



    　さらに一時間後。


    　いくみが僕の前をプリプリとお尻しりを振りながら通り過ぎていく。これで何往復目だろうか。おそらく五十往復はしているのではないだろうか。


    「なぜだ。なぜこのセクシーに食いつかない！」


    　いくみが相当イライラしている。


    　不機嫌な女子がチャイナドレスでお尻をプリプリさせながら同じ場所を行ったり来たりしている……。シュールすぎて、むしろいくみが変質者に見える。


    「オウ！　セクシーガール！　セクシーガールが歩いているよ」


    　もう自分で説明しながら歩き始めちゃってるし……。ますます怖い。


    　そろそろ遅い時間になってきたし、この辺で終わりにしてもいいだろう。僕がいくみに中止を伝えようとしたときだった。


    「きゃあああ」


    　僕の後方、セクシーガールの反対側から悲鳴が聞こえる。この声はふみだ。


    　僕はあわてて通りへと飛び出す。


    「ちょっと、なにやってるの！」


    　ふみと梨り乃ののもとへと駆かけ寄ろうとした僕の手をいくみがつかんで引きとめる。


    「なんで止める？」


    「コガネンに変身してないっ！」


    「そんなこと言ってる場合じゃないだろ。早く行かないと、もしかしたら……」


    「大丈夫、私が行くから。まず変身して」


    　いくみはそう言うとふみのもとへと駆け去っていく。


    　しかたない。なるべく早く着替えないと。


    　僕はヘルメットを装着して、次に服を脱いでスーツに着替える。しかし初めて着るスーツの構造がどうなってるのかよくわからない。ファスナーはどこだ？


    「赤あか松まつなにしてる。早くしろ」


    　いくみの声にも張りつめたものを感じる。相手は男だ。いくみだって女子。任せるわけにはいかない。


    　しかし、着替えがうまくいかない。強引に脚をつっこんでみるが引っかかって入っていかない。


    　もういい！


    　僕は着替えを中断して現場へと駆けつける。


    　いくみと対たい峙じするトレンチコートの男。


    　ふみは恐怖からか男に背を向けてうずくまっている。それをかばうように及び腰で立つ梨り乃の。


    「やめろ！」


    　僕はあらん限りの声で男に向かって叫ぶ。


    「なんだおまえ。ここは俺おれのなわばりだぞ！　俺が先だ！」


    「なにを言ってんだ！　いいから離れろ！」


    「セクシーガールキック！」


    　僕の声に気を取られていた男の腹部に深々といくみの回し蹴げりが突き刺さる。


    「ぐぅ。俺が先客なのに……」


    　男は呻うめきながら走り去っていく。


    「待てっ！　逃がさんっ」


    　追いかけようとするいくみの手を今度は僕が引っぱって止める。なにをされるかわからない。追いかけるのは危険だ。


    「もういいから。今日きようはここまでにしよう」


    　僕の言葉に不満げではあるが、うなずくいくみ。


    「ふみ。もう大丈夫だぞ」


    　梨乃の声にようやく顔を上げるふみ。

  


  [image: ]



  
    「きゃああああ。別なのがいるじゃないですか」


    　ふみは僕を見るなり悲鳴を上げる。


    　しまった。頭だけコガネンでズボンを脱いでいる状態だった。


    「違う。これは赤あか松まつだ。安心しろ」


    　梨り乃のがあわてて説明してくれる。


    「まさか赤松さんが変質者だったのですか！　どうも変質者の気持ちがわかると思ったら！」


    「違う！　本当に！　着替えが間に合わなかっただけで」


    　僕は否定しながらも、手に持っていたコガネンスーツで下半身を覆おおう。


    「ちょっと待て、その前になぜ私じゃなくてふみが狙ねらわれるんだ！　問題はそこだ！」


    「それは当然だろう」


    　いくみに冷静に答える梨乃。


    「当然じゃない！　やり直し。赤松もう一回やろう！」


    「もう変質者逃げたから……」


    「じゃあ赤松が変質者やってよ！」


    「だから僕は違う！」


    　こうして僕はヒーローどころか危うく変質者にされてしまうところだったのだ。

  



  
    【回　答】


    



    　お悩み相談コーナーで議論しあった結果、いろんな変質者への対策案が出ました。


    　変質者対策専用のポスターを作る案、おとりを使って変質者の気持ちを混乱させる案、そしてかつての商店街のヒーロー、コガネンが商店街をパトロールするとの案です。


    　詳しくは明かせませんが、実はコガネンと僕は知り合いです。そこで実際にテストで商店街のパトロールをしていただきました。


    　その結果、残念ながらコガネンの活躍はありませんでしたが、最終的には変質者を追い払うことはできました。しばらく変質者は商店街に現れないでしょう。


    



    



    ◎最後にコガネンから商店街のちびっこと──────────────


    　商工会のみなさんにメッセージ


    「変質者は結果的にやっつけたけど、コガネンの活躍で、ではないぞ。あんまりコガネンに期待しないでほしい！」

  



  
    【おまけの相談】


    



    　僕は休み時間は静かに過ごしたいのですが、教室内の俗にいうリア充のグループがとてもうるさいです。このことはきっとクラスの誰もが思ってると思います。でも僕には勇気がなくて何も言うことができません。しかしうるさいからと言って教室の外へ避難するのは何か負けた気がするので嫌です。どうしたらいいでしょうか？


    
      （柳やぎ沼ぬま 良よし祈き）

    

  



  
    ＊Rino's Answer＊


    



    音には音で勝負。逆向き再生した赤ちゃんの泣き声を流せば、リア充たちは吐き気とめまいを引き起こすだろう。


    


    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    偽報の計でリア充たちを陽動です。「校庭にフキノトウが生えてるよ」と[image: ]うわさを流すのです。


    


    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    どんなアウェイでも動揺しない心を鍛きたえるんだ。プロテイン飲もうぜ！

  



  
    【相　談　９「浅あさ野の先輩が消えてしまいました」】　一年　よしたか


    



    　ごぶさたしています。以前お世話になった、よしたかッス。あのクリクリのかわいい少年ッス。


    　大変です。浅野先輩が消えてしまったッス。僕と浅野先輩はいつも喫茶店で道行ゆく人を眺めてどこまでならいけるかストライクゾーンの広さを競い合う仲なんスが、ここ数日、競い合ってないッス。三日前に、先輩は「すごい特ダネをゲットした。このあと情報提供者に会ってくる。それから、あのおばちゃんカワイイ。ぜんぜんストライク」と言い残し、それっきり姿が消えてしまいました。


    　ところでいくみさん、ふみさんは僕のど真ん中のストライクなんス！　どうしたらふたりとお付きあいできるでしょうか？　ちなみに順番をつけるなら、ふみさんいくみさん、あともうひとりの人の順です。

  



  
    Answer's
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    梨乃：別に悔くやしくない。貴き様さまのエストロゲン受じゆ容よう体たいの調子など興味が……。
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    ふみ：梨り乃のさん落ち着いてください。そんなことより浅あさ野のさんが大変です。
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    いくみ：ということは…………浅野をさらったのはよしたか、おまえだっ！

  



  
    　浅野が消えた。


    　確認してみるとここ三日学校も欠席しているらしい。三日前というと、浅野が僕たちに会った最後の日でもある。あの日浅野は情報提供者と会ってくると僕たちにも言い残していた。


    　本当に誘ゆう拐かいされたとなるとこれは大おお事ごとだ。部活のレベルを超えて、本格的な事件だ。


    「いくみさん。よしたかさんが犯人ではないと思うんですけど。それから梨乃さん、機嫌を直してください」


    「私はいつもどおりだ。あんな坊ぼう主ず頭あたまの発情の条件になど興味ない！」


    　誰がどう見ても不機嫌になっているが、いまはそんな場合ではない。どうすればいいのか真ま面じ目めに考えないと。


    「やっぱり、ここは先生に報告して、学校に任せたほうがいいんじゃないかな」


    「コガネンが人に、先生に報告って！」


    　いくみがぺしっと手の甲で僕の胸を叩たたく。……なんでつっこまれた？


    「せっかく、『お手柄、コガネンといくみさん』ってなるチャンスなのになんで諦あきらめちゃうんだよ」


    「ここまで大事になると、そんなこと言ってられないから」


    「大事だから、お手柄なんでしょ」


    　いくみはちゃぶ台を拳こぶしで叩いて、決意を表明する。


    「通常でしたら赤あか松まつさんの意見に賛成なのですが、もし犯人が秘密結社だとしたら、先生も信用できないです。もしかしたら報告しても握りつぶされてしまったり……」


    　ふみが怯おびえたような表情を浮かべる。まさかとは思うが事実、浅あさ野のの消息がつかめないのだから、否定できない。


    「もし僕たちで浅野を捜すとしても、まったく見当が……適当に捜しても」


    　僕がそう言ったときだった。僕の肩にぽんと手を添えるいくみ。自信に満ちた表情で僕に向かってうなずく。


    「大丈夫。こんなときこそ私の特技だよ！」


    　誇らしげにちっちゃな鼻を指さす。まさかまたにおいで尾行する気か……。


    「いくみの嗅きゆう覚かくはエッチな本にしか反応しなかったではないか。いまはエッチな本を探している場合ではない」


    　梨り乃のがはぁと小さくため息をつく。しかしいくみはちっとも意に介していない。


    「あれは調子が悪かっただけ。それに今回は絶対に自信がある」


    　すっくと立ち上がり、堂々と胸を反らす。


    「なんの根こん拠きよがあるというのだ」


    「よっちゃんイカだよ。あの日にさらわれたのなら、浅野はよっちゃんイカを持っている！」


    　さらにえっへんと胸を反らすいくみ。どうやらよっちゃんイカのにおいを追跡するつもりらしい。たしかによっちゃんイカは独特のにおいがあるが……本当にそんなことできるのか……。


    



    「くんくん……こっちだよ」


    　部室の前をスタート地点として、追跡が始まった。


    　いくみは何度も立ち止まると、目を閉じ、くるっと三百六十度においを嗅かぎ、進む方向を決める。蛇だ行こうを繰り返しながらも一応は一定の方向へと進んでいるようだ。


    「くんくん……むむっ……はあ、よっちゃんイカ食べたいな……」


    　いくみのおなかがくるるると鳴っている。鼻だけでなくおなかもよっちゃんイカに反応しているようだ。


    「はやく、よっちゃんイカ食べたい……」


    　浅野を捜しているというよりすっかりよっちゃんイカを捜している感じになりながらもゆっくりゆっくりと前進する。


    



    　においを追跡し続けること一時間、ついにいくみの足がぴたりと止まる。


    「ここだよ！　ここによっちゃんイカは監禁されているっ」


    　そこは旧校舎の前だった。本来立ち入り禁止だが、僕たちは以前旧校舎に出る幽霊『しろいひと』の調査で潜せん入にゆうしたことがある。


    「よっちゃんイカをこんなところに監禁するなんて。許せんっ」


    　怒りに燃える目で旧校舎を睨にらみつけるいくみ。


    　躊ちゆう躇ちよなく旧校舎の中へと足を踏み入れようとする。


    「ちょっと、いくみさん。なんの作戦もなく突入するのは危険です。『上兵は謀ぼうを伐うつ』です。ちゃんと計画を練りましょう」


    　ふみがあわてていくみを止める。


    「そんなこと言っていると逃げられちゃうよ」


    「中に何人いるかもわからないのですよ。せめて中の状況がわかれば……」


    「中には浅あさ野のともうひとりしかいない」


    　梨り乃のが話に割って入る。


    「ほこりをかぶっていない新しい足あし跡あとは二種類。ひとつが浅野だとしたら、あとはひとつだけだ。おそらく藤ふじ田た先生だろう」


    　梨乃はさも当たり前であるかのように言う。


    「梨乃が言うなら間違いない。じゃあいくぞ」


    「ちょっと、いくみさんっ！」


    　またしても突入しようとするいくみ。本当に怖いものなしだ。


    「なんだよ。一対四だよ。殴り合いなら絶対に勝てる」


    　完全に肉にく弾だん戦せんを想定している。しかも梨乃とふみを勘定に入れて……。女子の発想じゃないな。


    「相手は先生ですよ。殴った時点で退学もありえます。別の方法を考えないと」


    「むう、バレないように後ろから殴る！」


    「いくみさん『凡およそ用兵の法は、国を全まつとうするを上となし、国を破るはこれに次ぐ』。孫そん子しもこう言っています。つまり戦わずして勝つのが最上だということです。どうにかして説得できればいいのですが……」


    　誰だかわからないように接近して、そのうえで説得する。なんとも難しい問題だ……。


    　なにか覆ふく面めんでもして、説得するか？　でも覆面してたらその時点で説得力が……。威い厳げんのある感じの覆面……。


    　僕の脳のう裏りにひとつのアイディアがよぎる。残念ながらよぎったのは非常にイヤなアイディアなのだが……。


    　ちらりといくみを見ると、どうやら同じことを考えていたようで、


    「頼んだぞ。コガネン」


    　いくみはそう言うと僕の背中をぱちんと叩たたいたのであった。


    



    　いくみは驚くべき速さで部室と旧校舎の間を往復し、コガネンスーツを持って帰ってきた。


    　僕は校舎の陰に隠れてコガネンスーツに着替える。


    　リアルな複ふく眼がんと触しよつ覚かくを持つコガネンヘルメットが夕日を受けて不気味に輝かがやく。


    「さあ、コガネン、悪の秘密結社を倒すのだ！　子どもの毛皮がパワーの源　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　ＫＯＧＡ　コガネン！」


    　いくみのコガネンのテーマソングを背に受けて、僕は旧校舎の中へと潜せん入にゆうする。


    



    　久しぶりの旧校舎の内部は相変わらず不気味だ。前回と違って、夕方の差し込む西日で真っ暗ではないのがせめてもの救いだ。僕は周囲を警戒しながら足あし跡あとをたどっていく。


    　足跡は廊下をまっすぐ進んで階段へと向かっている。その後を追って階段を上る。


    　階段を最上階の三階まで上りきり、廊下へと進んだときだった。


    　廊下の先に人影が見える。真っ白な後ろ姿が廊下の角を曲がって消える。


    　しろいひと……いや、前回と違い、日が出ているせいでその姿がしっかりと見えた。あれは白衣を着た藤ふじ田た先生だ。


    　僕も追って角を曲がると、ちょうどその白い後ろ姿が廊下の一番奥にある教室の中へと消えていった。


    　あそこに浅あさ野のが監禁されているのか、僕は意を決して、教室へと突入する。


    　そこに広がっていたのは奇妙な光景だった。


    　古びた机の上にはビーカーやフラスコが整然と並び、アルコールランプの炎が揺ゆれている。そして窓際には理科室では見られないような大型の装置が……。


    　むき出しのパイプが複雑に組み合わされ、そのパイプにツタのように配線が絡まっている。最上部には小さなクレーンのようなものがあり、ゆっくりと自動で旋せん回かいしている。


    　いったいなんの装置なんだ。


    「誰だ！」


    　白衣姿の藤田先生が僕の気配に気づいたのか叫び声を上げる。


    　逃げ出したい衝しよう動どうに駆かられるが、ぐっとこらえる。大丈夫、変装しているので誰だかわからないはずだ……。


    「私はコガネンだ！」


    　説得に来たのだ。堂々と現れたほうがいい。僕はそう決心して、大おお股またで一気に装置の前まで進みでる。


    「コガネン？」


    「商店街の平和を守る地獄の門番だ！　悪の秘密結社を説得しにきた！」


    「なにを言ってるのかさっぱりわからないが……その声、聞き覚えが」


    　ま、まずい。声か！　まさか僕の声を覚えているなんて……。しかたない。一か八ばちかだ。


    　僕は首の付け根を親指でぐっと押す。


    「私の声がどうかしたか！」


    「ク、クリス・ペプラー！　もしかしてクリス・ペプラーさんですか！」


    「はは、正体は秘密だ。こんばんは、クリス・ペプラーです」


    「なぜ、こんなところに。それにしても素敵な声だ」


    　よかった。なんとかペプラーのツボを押すことに成功した。


    「生徒を監禁するとは許せん。いますぐ解放しなさい！」


    「ペプラーさん……私だってこんなことしたくはないんです」


    　意外なことに藤ふじ田た先生は悲しげだった。


    「どういうことなんです」


    「それは…………、我々は秘密結社です。なにも語るわけにはいかないのです」


    「先生。お願いします。決してこのことをＪ─ＷＡＶＥで紹介したりしませんから」


    「そうですね……」


    　じっと僕を見つめ、考え込む藤田先生。長い沈黙のあと、決心したように話し始める。


    「我々ＨＨＨ団に入りませんか？　そうすればお話しましょう」


    「僕がですが？」


    「我々の仲間になるには団員からの推薦と入団の儀式が必要です。私が推薦人になりましょう。本来なら厳しい審査があるのですが、あなたであれば反対者もいないでしょう」


    　メガネの奥、藤田先生の目が怪しく輝く。どうやら本気のようだ。


    「わかりました。入りましょう」


    　僕は迷わず答える。本当は入りたくないが、浅あさ野のの安全のためだ。仕方がない。


    「では、入団の儀式を。私の前に跪ひざまずいて」


    　僕は無言でうなずくと、その場に跪く。藤田先生は僕の肩にそっと手を当て、ゆっくりと重々しい口調で僕に語りかける。いついかなるときでも、秘密を守ることを誓うか？　どんなときでも結社の命令に従うか？　ありとあらゆる行動の指針として結社の利益と目的の遂行を最優先とするか？　そのいずれの問いにも僕は「はい」と答える。


    「では、ここに名を書き記しなさい。そうすれば、あなたは我々の仲間だ」


    　藤田先生はそう言うと、古い羊皮紙製の巻物を広げる。そこには延々と人名が記されていた。おそらくＨＨＨ団、創設からのメンバーの名前だろう。


    　僕は渡された万年筆を手に取るとその最後尾に名前を追加する。


    　──クリス・ペプラーと。


    「それで浅野君は？」


    「彼は我々の秘密を公おおやけにしようとした。私も教師の端くれ、こんなことはしたくなかった」


    　藤田先生は話しながら、部屋の隅すみへと歩きはじめる。その先には黒い布で覆おおわれた塊かたまり。


    　布をはぎとると、現れたのは浅野だった。


    　椅い子すに手足を縛しばりつけられていて、ぴくりとも動かない。まさか……。


    「大丈夫、眠っているだけです。クロロホルムとか使ってないです。普通に寝ているだけ。そもそもクロロホルムで眠らせるのは大変だし……よく布にクロロホルム浸みこませて口にあてて眠らせるとかあるけど、あれ無理なんです、クロロホルムはにおいがすごいし、もしそれくらいで麻ま酔すいできるんだったら、気化したクロロホルムで自分も意識が朦もう朧ろうとしちゃうはずだし、だったらジエチルエーテルの方が断然効率いいし……」


    　クロロホルムの話が長い！　理系の人はみんなこうなのか？


    「あの、クロロホルムのよもやま話はいいですから、本題に……」


    「ああ、そうでした。浅あさ野の君はとにかく我々について知りすぎた。そして知るだけならまだしも、我々の存在の証しよう拠ことなる音声データまで持っていた。絶対に我々について話さないと約束してＩＣレコーダーを廃棄してくれれば解放すると何度も言ったのだが、強ごう情じようで」


    　藤ふじ田た先生は困ったような、悲しいようななんともいえない表情で浅野を見つめる。


    「ここまでしなければならない秘密なんですか」


    「これは全人類が抱える最大の悩みであり、最高の秘密であり、そして究きゆう極きよくの課題。我々ＨＨＨ団はこの課題を克こく服ふくするために結成され、何世代にもわたり、秘密を守ってきたんです」


    「全人類が抱える最大の悩み……」


    「お教えしましょう」


    　藤田はそう言うと、教室の古びたロッカーのカギを外す。中から取り出されたのは古びてすっかり紙が黄ばんだ学校新聞だった。

  



  
    【オ悩ミ相談】


    
      高等学校二年　中なか谷たに 武たけ志し

    


    



    　僕ハ高等学校二年ノ男子デス。日々勉学ニ励はげンデイルノデスガ、最近アル不安ニ精神ヲ囚とらワレテオリマス。ソノ不安ト言フノモ、僕ハ恥ズカシナガラ、少々エロティックナ写真ヤ小説ヲ所有シテオリマス。私モ十六歳ノ健康ナ男子デスカラ、性的ナ図書、図案ニ興味ヲ持ツノハ自然ナ事ト心得テハイルノデス。然しかシ、我ガ身ニ万ガ一ノ事ガ起コッタナラバ、コノ御お宝たからハドウナッテシマウノデショウカ。下宿屋ニ母ガ来テ、遺品トシテ整理スルコトニナッテシマウナド恥ち辱じよくノ極きわミデス。ドウニカシテ危機的状況下ニオカレタ時ニハ、速ヤカニ、御宝ヲ処理スル事ハデキナイモノデショウカ。

  



  
    【回　答】


    



    マサヨシ　実ハ私モ同ジ悩ミヲ抱エテイマス。私ハ下宿ノ天てん袋ぶくろニ官能小説ヲ隠シテイルノデスガ、友人ガ来ル度たびニヒヤヒヤシマスシ、私ニ不測ノ事態ガアッタ時ニハ誰ガアレヲ処分シテクレルノカト不安デ不安デ、勉強モ手ニツキマセン。ソコデ提案ナノデスガ、オ互イノ身ニ万ガ一ノ事ガアッタ時ニハ速ヤカニ御宝ヲ処理スル秘密ノ結社ヲ作リマセンカ。マタ私ハ将来科学者ニナルベク勉強シテオリマス、共ニ、御宝自動滅めつ却きやく装置ノ開発ヲシテミマセンカ。

  



  
    「これが我々ＨＨＨ団、つまり『エッチな本などが不安でしかたない人の団』結成の瞬間を記した神聖なる文書です。現在はハードディスクに保存された動画など対象はデジタルメディアにも及んでいるのです」


    　……なんてしようもない秘密結社なんだ……。いや、僕も同じ悩みを抱えているけど！　秘密結社までつくることないだろうに！


    「そしてこれが最新式お宝自動滅めつ却きやく装置です。まだ試作品ですが」


    　藤ふじ田た先生は教室に鎮ちん座ざする複雑で巨大な装置を誇らしげに見上げる。


    　でかすぎるだろ……。エッチな本よりこれのほうが気になるわ！


    　藤田先生がスイッチを入れると、お宝自動滅却装置は不気味なモーター音を上げ始める。


    「滅却処理第一段、強力な電磁パルスでパソコンのデータを完全に消去、第二段、危険度がＢのお宝を投とう擲てき、わずか、８・５秒にして部屋から廃棄！」


    　さらにスイッチを押すと装置内部に設置されたカタパルトが作動し、投石機の要領で窓からエッチなマンガ『性徒会議事録』が高速で次々射しや出しゆつされていく……。いくみが藤田先生のにおいをたどろうとしたらエッチな本ばっかり見つかったのはこのせいか！


    「第三段、危険度Ａのお宝を薬品処理」


    　装置のクレーンが『性徒会議事録』を釣り上げると半円を描えがいて、バケツ状の装置の上へと移動させる。そしてクレーンが『性徒会議事録』を投下。

  


  [image: ]



  
    　ブクブクと激しく泡を立てながら溶けていく……。


    「この薬品をお悩み相談ＢＯＸボツクスにかけてしまったのですね」


    　僕はみるみるうちに『性徒会議事録』を溶解させてしまった液体を見ながら言う。


    「さすがペプラーさん。そのとおり、いい声なだけあります。拭ふき取ろうとも思ったのですが、さすが私がブレンドした強アルカリ、すぐに変色して、溶けてしまった。回答者に遠えん藤どう梨り乃のがいるでしょう。だから薬品の跡はまずいと思って……あわててしまった。秘密に囚とらわれすぎて教師としてあるまじき行為をしてしまった。私はどんな処罰も受けます」


    　がっくりとうなだれる、藤ふじ田た先生。やはり根は真ま面じ目めな教師なのだ。


    「わかりました。でも、もういいです。自分の想像してたより全然たいしたことなかったです。浅あさ野の君の件は、私とＪ─ＷＡＶＥに任せてください。悪いようにはしませんから」


    　僕はすでにこの話を誰にも話さないことに決めていた。先生も反省しているようだし、それにあまりにも馬ば鹿か馬鹿しくてそれでいて哀しい。


    「いいんですか？　ペプラーさん」


    「もちろん。私もいまや団員。決して秘密を外に漏らすことはありません」


    「ありがとう。お礼にペプラーさんにおすすめの洋物ポルノ動画を差し上げましょう」


    「お気持ちだけ受け取っておきます。これはある方から預あずかったものです。お返ししますね」


    　僕がＩＣレコーダーを返却すると、藤田先生はすぐに『性徒会議事録』を溶解したバケツの中へと放り込んでしまう。これで秘密結社ＨＨＨ団の全貌は再び秘密のベールに包まれた。


    　僕は浅野をおぶって旧校舎から出る。


    　姿を見つけて真っ先に駆かけ寄ってきたのはいくみだった。


    　浅野を背中から下ろしたとたんに、交代とばかりにいくみが胸に飛び込んでくる！


    「コガネンッ！　見事秘密結社をやっつけたんだね！　かっこいいぞ」


    　ぎゅうぎゅうと顔を僕の胸にうずめて、頰ほおずりする。


    　子どものころに返ったような無む邪じや気きな笑え顔がおだ。


    「大好きっ。大好きだよっ。コガネン」


    　いくみが胸に顔をうずめたまま何度も「大好き」と繰り返す。


    　ヘルメットのおかげで見えないが、僕の顔は真っ赤かになっている。


    　もちろん僕のことじゃなくてこのスーツを着たコガネンとして大好きなんだろうけど……。


    　こんなに言ってもらえるなら、またやってもいいかなとすら思ってしまう。


    「まあ。無事にすんでよかったよ……」


    「あれ？　声がかっこいいね」


    　そういえば、ペプラーのツボを押したままだった。


    「ちょっとツボを押しちゃって、戻すツボ押してくれないかな」


    　いくみは「うんっ」と大きくうなずき、背中のツボをぐっと指圧する。


    　……肩こりが取れた。


    「違う！　肩こりを取るんじゃなくて声を直してよ！」


    「わかってるって！」


    　……疲労が回復した。


    「だかららら声をなおおおすすきゃぱづぱどぅびっ！」


    「いくみさん、これはどういうことなんですか？」


    　僕の異変に気づいたふみが目を丸くしている。


    「いやあちょっと秘伝のツボをね……」


    「すごいです！　私にも押させてください！」


    「こらこら、僕の身体からだはおもちゃじゃないんだよ。子猫ちゃんたち」


    「そんなツボだけでこれほどの変化が出るなど非科学的すぎるっ。私にも実験させるべきっ」


    　梨り乃のまで参戦するか！


    　梨乃、ふみ、いくみに周りを取り囲まれ、僕は首、背中、腰、身体中そこかしこ指圧される。


    　くすぐったいやら……。気持ちいいやら。


    　数分後、僕はヘルメットをかぶったまま鼻血を出してしまったのだった。
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    【回　答】


    



    　古い時代のお悩みに回答するのもどうかとも思いますが、回答というか、ご報告を。


    　残念ながら現代でもその悩みは続いています。技術は日につ進しん月げつ歩ぽで進み、誰でも携帯電話やパソコンを使える時代になりましたが、まだエッチなお宝を瞬間的に消し去る方法は確立されていません。しかしこんな馬ば鹿か馬鹿しいことに悩む日々こそが実は一番人間らしい瞬間なのではないでしょうか。もしテクノロジーが進化して、エッチなお宝が誰にもバレなくなってしまったらそれはそれで少し寂しいと思います。


    



    



    ◎最後にコガネンから───────────────────────


    　メッセージ


    「自分の想像してたより全然大したことなかったです」

  



  
    『商店街のヒーロー・コガネン、[image: ]うわさの幽霊『しろいひと』と対決～話し合いにより解決する～』


    



    　僕が第二新聞部部員として初めて書いた原稿を、彩あや香かが一字一句、吟ぎん味みするように読んでいく。


    「勇ゆう樹き！　ふざけているのか？」


    　彩香は読み終わった原稿をくしゃくしゃに丸めるとちゃぶ台に叩たたきつけた。


    「相談ＢＯＸボツクス炎上事件を追っていたのに、どうしてその記事がこうなってしまうんだ！」


    　藤ふじ田た先生との約束を守って、伏せなくてはいけない部分を伏せて、書ける範囲で書いたら、なんだかとんでもないことになってしまった。


    「ウソつくにしても、もう少しマシなウソをついたらどうだ？」


    「ウソではないんだけど……」


    「じゃあなんだ？　妄もう想そうなのか？　どうせ妄想ならもっと派は手でな展開にしたらどうなんだ！」


    「妄想でもなくて、その……まあ……」


    「なんなの、はっきり言ったらどうなの！」


    　ここは彩香の怒りが治まるのを待つしかない。僕は首をすくめて嵐あらしが過ぎ去るのを待つ。


    「まあ、勇樹がこうしたかったってことはなにか理由があるのかもしれないけど、それは聞かないことにする。でも、新聞部のことも考えてよね」


    　彩あや香かがようやくお説教を終える。


    　これでひと息つける。そう思ったのだが……。


    「で、そろそろ文化祭だけど、どうするの？」


    「えっなにが？」


    「なにがじゃない。文化祭でなにをするかアイディアを出しなさいって言ってるのっ！」


    　もうそんな時期なのか。文化祭、いったいなにをすればいいんだろう。正直まったく考えたこともなかった。


    「いやあ、とくには……なにも」


    「それは勇ゆう樹きの精神のアンテナがなんにも反応してないってことなんじゃないの？　文化祭アンテナがボキボキなんじゃないのか？」


    　またその展開か……。そういえば、このパターンのお説教を受けているときにお悩み相談ＢＯＸボツクスが炎上したんだった。


    　僕は彩香のお説教に適当なタイミングでうなずきながら、ちらりと外の様子をうかがう。


    　煙も見えないし、焦こげくさいにおいもしない。


    　どうやら新生お悩み相談ＢＯＸは無事のようだ。

  



  
    あとがき


    



    『人生 第３章』いかがでしたか？　人生の第２章というと普通は仕事をリタイアしてからの生活を指したりしますので、人生の第３章ともなりますと、死後の世界に片足つっこんでいるイメージのナンバリングになっております。ちなみにもう片方の足は足湯につっこんでいるイメージです。


    　……自分でもなにを書いてるのかよくわからなくなってきたので、さっそく告知に。


    　この「人生」シリーズではみなさんのお悩み相談を募集しております！


    　日常の悩みや困っていること、日々の疑問。腹が立っていることなどを送っていただければ、梨り乃の、ふみ、いくみの三人がお答えいたします。


    　みなさんのお悩みで作られるシリーズでございます。日常の些細な悩みや、本格的な悩み、愚痴、不満、エッチな動画のリンクなど、どんなことでもかまいませんのでお気軽にお送りいただければ幸いです。


    　応募は僕のツイッターのアカウント @ougyo_kawagishi へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール jinseisoudan@live.jp までお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームで問題ございません）と名前のふりがなも添そえてお送りいただけるとありがたいです。


    　第三回の応募期間は二〇十二年、八月二十一日より九月二十一日までとさせていただきます。


    　もちろん、第一回、第二回の募集にていただいた相談も使わせていただきます。


    　お話の流れと、ご応募いただいた相談がぴたっとくるチャンスを気長にお待ちいただきたいです。ご応募お待ちしております！


    　以上、告知終了でした。そしてこのまま謝しや辞じへと。


    　まずはイラストを担当していただいているななせめるちさん。


    　今回もすばらしいイラストの数々ありがとうございました！　僕個人としては各キャラクターの恥じらいの表情がすごくツボで、文中でもかなり多めに恥ずかしがらせている次第です。


    　ちなみに口絵の四コマは僕は完全にノータッチで、ななせさんオリジナルなのです。独自のセンスとほんわかするような雰ふん囲い気きが素敵ですよね。間違って僕の手柄になるといいなと毎回思っております。


    　続いて、今回、相談をいただいた田た中なかロミオ先生への謝辞を。


    　僕はロミオ先生が審査員を務められた「第三回小学館ライトノベル大賞」の審査員特別賞をいただいてライトノベル作家デビューをさせていただきました。つまりはロミオ先生は人生を変えていただいた恩人なわけでございます。そんな恩人に「なにか人生相談をしてくれ」と依頼するわけですから……、どう考えてもかなり図々しい状況なのです。


    　デビューさせた人間がデビューさせてもらった人間に相談することなどあるのかと……。百年早いんじゃないかと。未来志向が過ぎるんじゃないかと。ある意味ミラバケッソなんじゃないかと。そんな感じで大変恐縮している次第です。本当にありがとうございます。ロミオ先生に選んでいただいてデビューした幸せを改めて感じている次第です。


    　そして、担当編集、具ぐ志し堅けんさんをはじめとする。編集部のみなさまにも謝辞を。


    　僕の作ったギャグは具志堅さんの厳しい目によって、徹底したギャグ品質管理がなされております。このため読者のみなさまがおもしろくないギャグを目にすることがないのです。「えっ？　目にしたんだけど……」という方、それは幻まぼろしです。猫が寝込んだ！　幻です。


    　最後に手にとっていただいた読者のみなさまへの謝辞を。


    　ここまで読んでいただきありがとうございます！　おかげさまで三巻まで出すことができました。これもひとえに購入していただいた方々のおかげです。この感謝の気持ちは全力でおもしろいことを書くことで表現させていただきたいと思っております。


    　次は『人生　第４章』という、もはや来世な感じのナンバリングになると思いますが、お付き合いいただければ幸いです！


    



    
      川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよ

    

  



  
    【スペシャルサンクス】


    今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    山口マサ夫（やまぐち・まさお）


    平田ゆう（ひらた・ゆう）


    田中秀和（たなか・ひでかず）


    没地独男（ぼっち・どくお）


    安永大樹（やすなが・だいき）


    南瓜雨次（みなうり・あめじ）


    阿部矩行（あべ・のりゆき）


    高崎ルミ子（たかさき・るみこ）


    柳沼良祈（やぎぬま・よしき）


    中谷武志（なかたに・たけし）


    



    



    ※この作品はフィクションです。実在の人物、地名、団体などはいっさい関係ありません。

  



  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、人類の未来に関する恐ろしい秘密を暴く内容だったため、パソコンごと爆破処理され、廃棄されてしまいました。やむをえず、イラクのことわざを掲載します。「ひげは燃えるから尊い」この言葉を肝に銘じ、今後は適切な著者プロフィール提出を心がけます。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第３章
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